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    　オープニング　おちんぽ会見


    



    　三月十八日。


    　自室でくつろいでいた不ふ破わ氷ひよう菓かはその日の夕方、一連の健全政策を推し進める現体制の崩ほう壊かいをほぼ確信することになった。


    　地下国会図書館と呼ばれる秘密の国営施設。そこに溜ため込まれた大量のエロ資源。有力者五百人余りがその国営施設を利用していたとされる決定的な証しよう拠こ──それらの情報が、金かね子こ玉たま子こ議員の強制放送を乗っ取るかたちで全国にバラまかれたのだ。


    　強制放送の乗っ取りは三十分にわたって続き、ＰＭネットワーク上にはより詳細な情報が垂れ流され続けた。情報の発信源がよほどの技術力を有しているのか、ネットの海にぶちまけられた情報は何度消されても瞬またたく間に復活した。流出した情報をなにがなんでももみ消してやろうとあがく政府の懸けん命めいな消火活動は国民の不信感を煽あおりに煽り、その様子は消防車でガソリンをまき散らすかのごとくであった。


    　情報漏ろう洩えいの二日後には件くだんの国会図書館に大量の人々が押し寄せ、不健全雑誌の開放および規制緩かん和わを求める暴動にまで発展しつつあった。長年にわたって性に関するあれこれを規制しておきながら、自分たちだけは甘い汁ならぬエロイ汁を吸っていたのか。恥を知れ。私たちにもその汁を吸わせろ。そういう至極当然な憤いきどおりから発せられる民衆のエネルギーは、まさに凄すさまじいの一言。卑ひ猥わいな要求を繰り返す人の波は、現体制の解体を余よ儀ぎなくさせるほどの怒りに満ちていた。


    　氷ひよう菓かの胸は躍っていた。これからは思う存分、誰にも制限されることなく卑猥に関する研究のできる未来がくると。


    　しかしその明るい予想は、ある会見を境に光を失う。


    　国会図書館が包囲されてから数日の後に開かれたその会見は、錦にしきノの宮みや祀まつ影かげ議員による、ある種の釈明会見であった。


    　いわく、地下国会図書館に収蔵されている資料の数々は、ある病気の研究に必要なものであり、その施設を利用していた有力者たちは病気の根こん絶ぜつのため、世のため人のために尽じん力りよくしていたのだという。


    　彼らがその人生を懸かけて闘ってきたという病気の正式名称は《公然猥わい褻せつ症候群》、病びよう原げん菌きんの名は《公然猥褻ウイルス》。発症者は支し離り滅めつ裂れつな卑猥ジョークを飛ばすだけの存在と化し、健常者との意思疎そ通つうは不可能となる。発症者の発する卑猥な冗談やイラストを見聞きすることで感染し、有効な治療法はいまだ確立されていない──。


    「バカバカしい……」


    　祀影議員が至極真ま面じ目めな顔で語る荒こう唐とう無む稽けいな内容に、氷菓は思わずそう漏もらしていた。


    　ＰＭネットワーク上に設置された各種ＳＮＳや掲示板の反応も概おおむね氷菓の抱いだいた感想と一致しており、誰もが体制のぶざまな悪あがきに辟へき易えきしているようだった。一部の者は『感染しちゃったあああっ！　禁止単語叫んじゃううううっ！』など、会見に便乗した悪ふざけさえ始めている。誰も真面目に祀影の話など聞いてはいなかった。


    　そのときまでは。


    『我々は国民の皆様の生活を第一に考え、なんの罪もない人々の文化的な生活を破壊するこの忌いまわしい病気を根絶するために、これまで尽力して参りました。情報の漏ろう洩えいがすなわち感染拡大にも繫つながるこの特殊な病気と闘うため、事実をひた隠しにし、矛む盾じゆんだらけの法律を作り、そのせいで石を投げられながらも、必死に闘ってきたのです。──それを、それが、う、ぐ、ああああっ！』


    　聞くに堪たえないお粗末な内容に反してよどみなく紡つむがれていた祀影議員の言葉がうめき声に変わり、その身が壇上に崩れ落ちた。喉のど元もとを押さえてのたうち回り、脇わきに控えていたＳＰに抱き起こされる。


    　荒く浅い呼吸を繰り返す祀影議員の顔にはそのとき、明らかに正気ではない笑みが浮かんでいた。


    　次の瞬間、


    



    『おちんぽおおおおおおおおおおおおおおっ！』


    



    　祀まつ影かげ議員の口から信じられない言葉が飛びだし、一拍おいて、禁止単語を感知した彼のＰＭがけたたましい音を鳴らす。


    　誰もが啞あ然ぜんとし、数秒の間を置いて騒然とする中、祀影はそれまでの厳粛な雰ふん囲い気きとはかけ離れた調子でわめき始めた。


    『我々は！　ちんこ！　必死だったま●こ！　それを、なにも知らずに粋いきがるテロリストどもが、すべてを台なしにしたクリトリス！　この事態を招いたのはセックスだ！　《ＳＯＸソツクス》だ！　いまなお流出を続ける利用者データ！　あれを盗み出す際に、テロリストは病びよう原げん菌きんまで持ち出した！　病気と闘ってきた我々五百人を発症させるだけに飽き足らず！　正義面づらでウイルスをばらまいている！　もはやバイオハザードは避けられなインポ！　終わりだ、この国は、この国は……おちんぽおおおおおおおおおおおっ！』


    　そうして祀影は力の限りに禁止単語を連発して暴れ回り、ＳＰに取り押さえられるかたちで会見会場をあとにした。


    「な、んなんですか、これは……」


    　氷ひよう菓かは圧倒されていた。どうしようもなく嫌な予感がして、しばし呆ぼう然ぜんとした。


    　その不吉な予感を振り払うべく、氷菓は必死に頭を働かせて反論材料を頭の中に並べ立てる。


    　しかし、祈りにも似た氷菓の思考は、祀影議員の会見が終了してから一時間もしないうちに、ぼろぼろと崩れていった。


    　地下国会図書館を利用していたとされる有力者たちが、いたるところで、とんでもないタイミングで〝発症〟し始めたのだ。


    　あるタレントは生放送の最中に。


    　ある有識者は国際会議の壇上で。


    　ある政治家は友好国との会談の席で。


    〝発症〟したらしいニュースキャスターが善ぜん導どう課に連行されながら報じたところによれば、有力者の誰も彼もが『愛液スプラッシュ』だの『Fフ●●CツKク　YユーOU!　F●CK　MミーE!　F●CK　AN●Sア●ス!』『おま●こしたいんですよぉ！　あなたにはわからんでしょうねぇ！』だのと好き放題にわめきちらし、人生を全力で棒に振っているとのことだった。それはまさしく、記者会見の場で醜しゆう態たいを晒さらした祀影とまったく同じ、病的なまでの錯さく乱らん状態であったという。


    　そうして、それから大した日数を経へることなく、世界は一変した。


    



    「バカバカしい、バカバカしい、バカバカしい……」


    　明るい未来への展望と胸の高鳴りに満ちていた三月十八日から二週間ほどが経たった、三月の最終日。氷菓は自室で様々なニュース番組やＳＮＳをチェックしながら、淡々とした声でずっと同じ言葉を繰り返していた。


    「バカバカしい……《こうのとりインフルエンザ》以上に幼よう稚ちで、現実味に欠ける話ではありませんか」


    　そう口にしつつも、《公然猥わい褻せつ症候群》が実在するかどうかを論じたところで既に意味はないのだと、氷ひよう菓かにはわかっていた。


    　諸外国は《公然猥褻ウイルス》の流入を阻そ止しするという名めい目もくで日本との交易ルートを縮小、日本企業の株価は軒並み暴落し、各地の商店は買い溜だめを目的とする客でごった返した。


    　政府は非常事態宣言を発令し、国会では《公然猥褻症候群》発症者の隔かく離りに関する緊急法案や《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の改善、全年齢を対象にした《エイチ禁止法》の導入について議論し始め、その流れに強く反対するような世論はいまやどこにも見当たらない。


    　性規制の緩かん和わなど、夢のまた夢だ。


    「《こうのとりインフルエンザ》の比ではありませんね……学生の手に負えないどころか、もはや誰にも、この流れは止められないのではないでしょうか」


    　口にしてしまった不安を振り払うように、氷菓はＰＭを操作した。同級生の奥おく間ま狸たぬ吉きちに電話をかける。しかしここ数日そうであったように、やはり電話は繫つながらない。


    「奥間さん。やはりあなたも、捕まってしまったのですか……？」


    　氷菓がチェックしているニュース番組では現在、時とき岡おか学園生徒会副会長・華か城じよう綾あや女めの顔写真がでかでかと映しだされている。


    『テロリスト集団《ＳＯＸソツクス》のリーダーは風紀優良高校の生徒会役員だった!?　どこに潜ひそんでいるかわからないウイルス媒ばい介かい者しやの恐怖！』


    　毒々しいテロップは視聴者の不安を煽あおりに煽る内容で、いつにも増して冷静さと中立性に欠ける報道内容だ。


    「……はぁ。もはや万ばん策さく尽きましたか」


    　氷菓はため息とともにＰＭをオフにする。


    「ペス」


    　半年ほど前に去きよ勢せいされてからすっかりおとなしくなってしまった愛犬を抱き寄せ、氷菓は自室のベッドにころりと転がった。


    　そうして性規制を推し進める体制への反逆などという絵え空そら事ごとは脇わきに置き、目下自分の肩にのしかかる現実的な問題について考える。


    「時岡学園の生徒会役員、わたししか残っていないのですが……」


    　アンナ・錦にしきノの宮みや会長と奥間狸吉は音信不通、副会長の華城綾女は善ぜん導どう課に捕まり、教師陣は保護者からの抗議や殺到するマスコミへの対応に追われ、氷菓を気遣う余裕もないだろう。


    「ここはもういっそのこと、わたしもたまには流行に従って《公然猥褻症候群》でも発症してみましょうか」


    　半ば現実逃避、半ば大おお真ま面じ目めに呟つぶやきながら、氷ひよう菓かはペスの肉球をぷにぷにいじりつつ、残り少ない春休みを空くう費ひするのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　三月三十一日。


    「ふぅ。過労で死にそうでありんすよ。下半身を慰なぐさめる暇ひまもない」


    　特注の栄養ドリンク〝スッポンマムシファイト十発〟を飲み干した藻みず女くめは、崩れ落ちるようにして椅い子すに座り込んだ。地下国会図書館の一室、巨大なモニターには、各所に散らばった配下の者たちから届く映像が映しだされ、膨ぼう大だいな量の情報が藻女の脳内に流れ込んでいた。


    　利用者データの流出から二週間。いまの日本には《公然猥わい褻せつウイルス》感染への恐怖が蔓まん延えんしていた。国会で大真面目に論じられる隔かく離り政策や、《エイチ禁止法》再導入の議論に表だって反論する声はなく、恐怖に追い立てられた一億の民意は、自みずからの意思で性の排除された地獄へと転がり落ちようとしていた。


    　ここまできてしまえば、藻女の思い描えがく管理社会の実現を大きく阻そ害がいするような要因はほとんどないに等しい。


    　あとは国会で審議される性規制法案の詳細が藻女の望まぬかたちになったりしないよう見張り、細部を適宜微調整していくだけだ。


    　国内に恐怖と不安を蔓延させるために、この二週間、藻女はほとんど働き詰めだった。しかし山場を一通り越えたいま、ようやくいつものように自じ堕だ落らくな生活に戻る目め処どが立──。


    「これは一体、どういうことだぁ！」


    「おっと、ああいう手合いの掃除もしなくてはならないのでありんしたなぁ」


    　部屋に飛び込んできた数人の人影に対して、藻女は至極面倒くさそうな態度で冷めた視線を向けた。そんな藻女の前に、彼女を守るようなかたちで二人の筋肉ダルマが立ちはだかる。


    　部屋に飛び込んできた数人の男女は地下国会図書館の警備員に取り押さえられながら、藻女に対して鬼き気き迫る表情で泡を飛ばしていた。その中でも最も激しく感情を露あらわにしていたのは、強制放送を乗っ取られたあげく、ローションプールで戯たわむれている姿を日本全国に暴露された金かね子こ玉たま子こだった。


    「なぜ私が地下国会図書館を利用している姿まで漏ろう洩えいしているんですか！　話が違うじゃありませんか！」


    　厚化粧を施ほどこす余裕もなかったらしい金子玉子の怒声に続いて、祀まつ影かげの志こころざしを心の底から信望していたという側近の連中が何日も溜ため込んでいたのだろう抗議の声を上げる。


    「そんなことはどうでもいい！　それより、どういうことだ藻女！　なぜこんなに大量の人間が発症している!?　それもあんなタイミングで！　貴き様さまはこの国を滅ほろぼす気か!?」


    「くふふ。ふふ。ひひひっ」


    　そう。


    　祀まつ影かげが自みずからの身を投げ打って口火を切ったこの騒ぎは本来、ここまでの規模を想定したものではなかった。利用者データの流出で社会的に破滅した有力者をせいぜい数十人ほど唆そそのかし、いくつかの救済措そ置ちと引き替えに〝発症〟させる。それから有力者の息のかかった一般人もねずみ算式に〝発症〟させ、善ぜん導どう課による大々的な強制隔かく離りを演出する。


    　そうやって相応の不安を国民に植え付け、《ＳＯＸソツクス》台頭以前のような「規制やむなし」の風潮を〝適度に〟復活させる──それが祀影の用意していた本来の計画だったのだ。金かね子こ玉たま子このように、利用価値の少なくなった面倒な有力者もついでに追放できる、効率のいい策略。


    　しかし現在展開されている作戦は、そんな生やさしい規模に留とどまってはいない。


    　利用者データに名を連ねた人物のほとんどが〝発症〟し、一部の者に至っては意図的に国難を呼び寄せるようなタイミングで下ネタを叫んでいる。長年にわたって藻みず女くめが誑たぶらかし、脅きよう迫はくし、籠ろう絡らくし、虜とりこにしてきた有力者たちは実にいい働きをしてくれた。


    　マスコミが煽あおるまでもなく、性規制を望む声は日増しに大きくなっており、いまやこの事態を仕組んだ藻女にさえ、世論にブレーキをかけることは難しい。


    「なにを笑っている！　どういうつもりだ貴き様さま!?　祀影様の意志を継ぐのではなかったのか！」


    「なにを今さら」


    　激げき昂こうする連中の言葉など歯し牙がにもかけず、藻女の声は氷のように冷たい。


    「こんなところまでのこのこ乗り込んできて、呑のん気きなものでありんすな。──その不届き者どもを牢ろうに繫つないでおきなんし」


    　藻女の指示を受けて、地下国会図書館警備員が金子玉子たちを強引に取り押さえる。


    「な……っ。こ、こんなことが許されるとでも」


    　狼ろう狽ばいする金子玉子とは対照的に、祀影の元側近たちは不敵な笑みを浮かべてみせる。


    「はっ、バカめ！　我々には貴様と同等の権限をもつ、祀影様の後継者両名がついている！　いまもお二方は貴様の暴走を止めるために奔ほん走そうしておられるのだ！　我々を軟なん禁きんなどすれば、貴様の立場がさらに悪くなるだけだぞ！」


    「ふむふむ。やはりあの二人は、反乱分子のあぶり出しにぴったりな人材でありんすな」


    　独り言のように呟つぶやきながら、藻女はＰＭを介して配下の二人へと通信を繫ぐ。


    「二人とも、よくやったでありんす。こやつらはこちらで〝再教育〟しておく。そちらは引き続き、反乱分子をおびき寄せるエサとして、妾わらわに敵対しているかのような態度を貫つらぬくように」


    『『はっ！　喜んで！』』


    「うむ。よい返事でありんすな。ご褒ほう美びにはちと色をつけて、妾の使用済み下着と飲みかけ栄養ドリンク、オススメのオカズセットを準備しておこう」


    『『あ、あああ、ありがとうございます！』』


    「……は？」


    　祀まつ影かげの元側近たちは、ぽかんと口を開けたまま固まる。


    　それも当然だろう。


    　藻みず女くめの命令に嬉き々きとして従い、破は廉れん恥ち極まりないご褒ほう美びにうれションしかねない喜びの声を漏もらしていた二人の声は紛まぎれもなく、彼らが頼りにしていた、祀影の後継ぎたちのものだったのだ。


    「な、ば、バカな……ありえない……こういう事態を防ぐために、複数の後継者を用意していたはずなのに……」


    　一瞬で後ろ盾だてを失った元側近たちは一様に取り乱しながら、地下国会図書館警備員に引きずられていく。


    「う、ぐ、あああっ！　なんだというんだ！　貴き様さま、こんなことをして、一体、なにが目的だというんだああ！」


    　モニタールームから消え去ったあとも、元側近や金かね子こ玉たま子この耳障りな断だん末まつ魔まは長く響いた。


    「……なにが目的、か」


    　そんなことは決まっている。


    　病気を口実に性規制を加速させる。最終的には出生率〇％、性的興奮を感知して作動する電気ショック機能付き貞てい操そう帯たい装着の義務化、そうした暴政を何十年にもわたって続け、国そのものを立ちゆかなくするのだ。そうして、性を規制しようなどという考えが二度と湧わかなくなるほどに、この国を痛めつける。


    　性に寛容な社会をつくるのだ。


    　たとえそれが藻女本人の破滅をゴールとする歪ゆがみきった計画であっても、彼女はもう止まることなどできなかった。


    「夫婦の当然の営みによって生まれた子供が穢けがらわしいと捨てられることなど絶対にない、卑ひ猥わいな事柄に寛容な社会の実現。それこそが妾わらわの望みでありんす」


    　そしていまや、その夢物語が実現するのも時間の問題。


    　藻女の興味はいま、一人の少年へと移りつつあった。


    　藻女のことを無条件に認め、受け入れ、愛してくれる可能性をもった、一人の少年。


    「反乱分子を一通り一掃したら、改めて逢あいにいくでありんすか」


    《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》こと奥おく間ま狸たぬ吉きちの身柄は善ぜん導どう課に確保させている。もうひと仕事終えたら身柄を引き取り、改めて調教を開始しよう。じっくり、たっぷり、丁てい寧ねいに、心より屈折した愛をこめて。藻女を愛し、藻女の志こころざしを全面的に肯こう定ていし、藻女の心も体も癒いやしてくれる最高のパートナーに、彼を育て上げるのだ。


    　藻女は奥間狸吉との逢おう瀬せを想像してにやついていたが、その淫いん猥わいな妄もう想そうはにわかにかき消された。


    「藻みず女くめさん！」


    　モニタールームに飛び込んできた美しい銀髪の少女、アンナ・錦にしきノの宮みやがつかつかと藻女のもとに歩み寄る。


    「どうしたでありんすか、アンナ。そなたは《雪せつ原げんの青あお》と面会するため、監かん獄ごくへ行っていたはず」


    「それどころではありませんわ！　どうして、奥おく間ま君が善ぜん導どう課に捕まっているんですの！」


    「……なに？」


    　アンナの口から飛びだした奥間という名前に、藻女は不ふ穏おんなものを感じ取る。


    「ああっ、可か哀わい想そうな奥間君っ。あの女に騙だまされ誑たぶらかされていただけに違いありませんのに、きっと今ごろ善導課の方々から酷ひどい扱いを受けていますわ。藻女さん、奥間君への不当な扱いを即刻中止するよう、善導課に通達を。ああ奥間君。きっと心細くて震えているに違いありませんわ。もう大丈夫だと、わたくしが慰なぐさめにいってさしあげなければ」


    「ちょっ、アンナ、待つでありんすっ」


    　一方的にまくしたてたアンナの耳には藻女の制止も届いていないようで、飛び込んできたときと同様、嵐あらしのような勢いでモニタールームを出ていってしまう。


    「……これは、厄やつ介かいなことになったでありんすな」


    　これまでアンナは、自分以外の女を近づけたくないという理由で、藻女にさえ想おもい人の名前を明かしてはいなかった。しかしいまの口ぶりや態度から察するに──。


    「アンナの想い人が、《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》だったとは……」


    　ここ二週間以上、らしくもなく働き詰めだったせいで、気づくのが遅れた。


    　いや、どのタイミングで発覚したところで特になにが変わるでもなかったであろうが、とにかくこれは面倒なことになった。


    「仕事が一段落したタイミングとはいえ、相手はアンナ。真っ正面から男を奪い合うとなると、いささか面倒でありんすな……」


    　藻女はアンナに対し、同じ性規制社会の犠ぎ牲せい者しやとしてシンパシーを感じている。狸たぬ吉きちを獲得するためとはいえ、彼女を排除するようなことはしたくない。


    「どうしたものか……」


    　まったく予想していなかった角度から突とつ如じよ浮上した問題を前に煮詰まった藻女はおもむろに椅い子すから滑り落ち、「あああああ面倒くさいでありんすうううぅ」と間の抜けた声を漏もらしながら、床ゆかをごろごろと転がるのだった。

  


  
    



    　第一章　不屈の童どう貞てい


    



    　善ぜん導どう課に捕まってから六日が経たった、三月の最終日。


    　善導課職員の中からも〝感染者〟とやらが続出し、善導課内部は混乱を極めているらしかった。


    　そのおかげで僕は母さん直じき々じきの尋じん問もん（[image: ]死刑）を一度も受けることなく、今日きようもまた簡易独房の中で無む為いな時間を過ごすことになっていた。


    　ＰＭを起動させることも許されない閉へい鎖さ空間でできることといえば、埒らちもない空想に身を委ゆだねることだけだ。幾つもの結び目がついたタオルで股こ間かんを乾布摩擦し、乾布をどんどん湿らせていく女の子──その恥ずかしげな表情が最近の僕の妄もう想そうのトレンドである。恥じらいはエロの命。「恥を知れ！」という罵ば倒とうは実のところ「性に目覚めよ！」という意味なのだ。


    　……いやね？　最初はいろいろと真ま面じ目めなことも考えていたんですよ。


    　監かん獄ごく送りにされてしまった華か城じよう先輩の安否とか、僕たち《ＳＯＸソツクス》が犯してしまったらしいとんでもない間違いについてとか。僕たちに潜せん伏ぷく場所を提供してくれていた喫茶店マスターの安否とか。ゆとりやアニーからなんの接触もないのは、彼女たちも捕まってしまったからではないか、とか。


    　けれどそんなことを考えるのはすぐにやめた。僕がこれだけ放置されているのなら、華か城じよう先輩のほうもそう酷ひどい仕打ちは受けていないだろうと思えたからだ。


    　そもそも、いまの僕には外部から情報を得る手段がほとんどない。時折ＰＭから流れてくる機会音声ニュースは断片的すぎて、概がい要ようは知れても詳細はわからないのだ。こんな状況では思考がネガティブにしかならず、精神的に疲ひ弊へいするだけ。いま僕がすべきことは、いざというときに冷静かつ柔軟に対応できるよう、精神を強く保つことだ。


    　そしてそれには、卑ひ猥わいな妄もう想そうが一番なのである。


    　というわけで、今日きようも僕は簡易独房の中でシコシコと妄想の世界に翼を広げ続ける。


    　日本昔話において、どうして女の子のお尻しりっぽい桃ももから男の子が生まれ、男の竿さおの象徴のような竹から女の子が生まれるのか、その不ふ可か思し議ぎな相対性について、今日もまた一人で議論を深めていこうか。脳内で議論を深める傍かたわら、善ぜん導どう課職員の目を盗んで、ベッドをギシギシ揺らし、一人で勝手にエロい気分に浸ひたるのも忘れない。暇ひまを持て余した変態の遊びだ。


    　簡易独房での一日は、今日もこうして不毛極まりないかたちで過ぎ去っていく。


    　そのはずだった。


    「面会だ。出ろ」


    「……面会？」


    　見張りの善導課職員に促うながされ、僕は面会室に連れていかれる。


    　僕に面会？　一体誰だ。


    　そもそも、取り調べがまったく進んでいないこの状況で、僕への面会許可なんて下りるものなのか？


    「ああっ、奥おく間ま君！」


    「……え？」


    　面会室の強化ガラスの向こうで僕を待っていたのは、アンナ先輩だった。


    　アンナ先輩は心底安心したという表情で立ちあがり、その瞳ひとみには涙さえ浮かんでいる。


    「よかったですわ！　もしかすると善導課の方々から酷い尋じん問もんを受けているのではないかと思って心配していましたの！　奥間君がテロリストの一員だなんて、そんなわけありませんのに。すぐに釈放してもらえるよう、お父様の知り合いの方に掛け合っている最中ですので、もう安心ですわ」


    「……あの、アンナ先輩？」


    　一方的にまくしたてるアンナ先輩のなにもかもに、僕は強烈な違和感を覚えた。


    　この前まで、何度訪ねていっても僕との接触を避けて引きこもったままでいたアンナ先輩。それがいま、当たり前みたいに僕と言葉を交わし、心配してくれている。


    　それに加えて、なによりも僕が違和感を覚えたことは──。


    「アンナ先輩、僕が無実だと、本当にそう思っているんですか？」


    　華か城じよう先輩が捕まり、言い逃のがれできない状況で僕もまた捕まった。誰よりも僕や華城先輩の近くで《ＳＯＸソツクス》を追い続けてきたアンナ先輩なら、僕が《雪せつ原げんの青あお》の共犯《オナ禁百日目センチメンタルの童貞ボマー》であることなど、すぐに察しがつくはずだ。それなのに、


    「奥おく間ま君……」


    　アンナ先輩は憐あわれむような目で僕を見る。やがてその表情は僕を励ますような、優しく包み込むようなそれに変わった。まるで、ゆるふわま●このような柔らかい表情。いやまあ、ゆるふわま●この感触なんて知らないけども。知りたいけれども。


    「大丈夫ですわ。全部わかっていますから。奥間君はあの女──《雪原の青》に誑たぶらかされて、洗脳されているだけですもの」


    「……は？」


    「一年前のあの日、あの女に奥間君の教育係を任せてしまったのが、わたくしの唯ゆい一いつの間違い。奥間君がわたくしから離れていってしまった原因ですわ」


    　アンナ先輩は一体、なにを言っているのか。


    　華城先輩が前に言っていた『万引きがあるならチン引きもありそう』発言くらい意味がわからない。


    　地下国会図書館の主ぬしであるオナニート──藻みず女くめさんにまたなにか、ろくでもないことを吹きこまれでもしたのか。


    　混乱する僕をよそに、アンナ先輩は続ける。


    「安心してくださいまし、奥間君。すぐにあの女から洗脳の手口を聞き出して、奥間君を元に戻してさしあげますから。知り合いの方の仕事が一段落すれば、尋じん問もんの許可もすぐに下りるはずですの……そしたら、そうしたらまた、わたくしと一緒に……」


    　そこでアンナ先輩がわずかに言いよどむ。僕から少し顔をそらして、自分に言い聞かせるような、うわ言ごとめいた言葉を漏もらす。


    「……あの女が利用者データとやらを持ち出したせいで、お父様もとんでもないことになってしまって……誰が正しいことを言っているのか、なにもわからなくて……わたくしにはもう、奥間君しか残っていないんですの……」


    「……」


    　アンナ先輩のすがるような表情に、胸がずきりと痛む。


    　正しくありさえすれば、人に愛してもらえる、受け入れてもらえる。正しさとは卑ひ猥わいを否定し根こん絶ぜつすること、誰かを愛すること。それは絶対的に正しい行おこないで、アンナ先輩にとっては世界の真理とも言える、絶対のルールだったはずだ。幼いころから、繰り返しそう教えられてきたのだろう。母親に、家庭に、学校に、社会に。その正しさを信じていさえすれば幸せになれるのだと。


    　けれどその歪ゆがんだ価値観は、アンナ先輩の心を支える正義は、もうほとんど正常に機能していないのだろう。第三次ベビーブームに対する政府の批判的な対応、想像妊にん娠しんに対するソフィア・錦にしきノの宮みやのヒステリックな反応、そこに突きつけられた華か城じよう先輩の正体。


    　きっとアンナ先輩はいま、信じる価値観も頼る人間もほとんど失いかけていて、藁わらにもすがるような精神状態に陥おちいってしまっているのだ。


    　ずっとアンナ先輩を騙だまして裏切ってきた僕なんかにすがるしかないほど。僕が洗脳されているに違いないだなんて突とつ拍ぴよう子しもない妄もう想そうを信じるしかないほど。


    　それはきっと、とても不健全なことだ。よくないことだ。


    「アンナ先輩」


    　ずっと先延ばしにしてきた。


    　機会を逃のがし続けてきた。


    　けれど善ぜん導どう課に捕まり、正体を隠す必要もなくなって、こうしてしばらくぶりに顔を合わせることができたいま、ちゃんとアンナ先輩と話をしなければならないと思った。


    　話すべきことをすべて話して、アンナ先輩との関係にケリをつけなければならない。


    　面会室での自白も証しよう拠ことして扱われるのだろうかと少し考えながら、僕は口を開く。


    「僕は、洗脳なんかされていなくて、自分の意思で下着をかぶ──」


    「奥おく間ま君は！」


    　強化ガラスをばしばしと叩たたき、僕の言葉を遮さえぎるようにアンナ先輩が叫ぶ。


    「奥間君は！　あの女に！　洗脳されてたんですの！　いまもまだ洗脳がとけていなくて、わたくしを惑わそうとしているだけなんですの！　そ、そうでなければ、ずっと正しくあろうと努力してきたわたくしを、奥間君が嫌ったりするはず、ないんですの！」


    「あ、アンナ先輩、落ち着いて、僕の話を聞いてください」


    「わたくしは、落ち着いていますわ。おかしくなっているのは、奥間君のほうですの。大丈夫ですから。わたくしが助けてさしあげますから。あの女に吹きこまれたこと全部、忘れさせてさしあげますから。そうしたら……」


    　アンナ先輩はまるで僕の話を聞こうとせず、ガラスの向こうでうな垂れる。


    「……そうしたらわたくしと一緒に、二人で静かに暮らしましょう。雑音の聞こえない、どこか遠い場所で。きっと、それが正解ですの。正しいんですの……もう、周りに振りまわされるのは、うんざりですわ」


    　そうしてアンナ先輩は顔を上げると、


    「ところで、そこの方」


    　なぜか僕の背後へと視線を向けた。振り向いてみると、視線の先にいたのは面会の様子を見張る二人の善導課職員の片割れで、大きなおっぱいが特徴の素晴らしい女性だ。あんまり見つめていると、股こ間かんのテントがカチカチ山になってしまいそうで少し危ない。


    「あなた、なんだか奥間君に対してよからぬ気持ちを抱いだいているように見えるのですが、気のせいでしょうか？」


    「……」


    　帽子を目ま深ぶかにかぶった女性職員はアンナ先輩から殺意の波動を食らっても微動だにせず、時間が止まったかのように深い沈黙を貫つらぬく。時間停止プレイの才能がおありのようだ。


    「……まあいいですわ。わたくしも急いでいますから、今日きようのところは見み逃のがしましょう」


    　意外にも穏おん便びんなアンナ先輩の態度。背後の善ぜん導どう課職員もほっと大きな胸を撫なで下ろす。


    「ただし」


    　アンナ先輩が強化ガラスにぐっと顔を寄せる。僕も巨きよ乳にゆうさんもびくりと体を震わせた。


    「もしも奥おく間ま君に手を出したら……どうなっても知りませんわよ」


    　思いっきり釘くぎを刺してから、アンナ先輩は席を立った。


    　その背中に、僕は慌あわてて声をかける。


    「アンナ先輩！　話はまだ──」


    「それでは奥間君。必ず、助けてさしあげますからね」


    　そうして結局、アンナ先輩とまともに言葉を交わすこともできず、中途半端だった関係にけじめをつけることもできないまま、面会は終わってしまった。


    「……はぁ」


    　どうしてこう、この世界はままならないことだらけなのだろうか。


    　おねショタの魅力に気づいたときには既にショタとは呼べない年齢に達してしまっていたり、ぺちゃぱいが好きだったのに妊にん娠しんと同時に嫁が巨乳化してしまったり──世の中理り不ふ尽じんだらけだ。ああ、もし生まれ変わることができるなら、私は膣ちつになりたい……。


    　面会室の椅い子すに座り込んだまま詮せんないことを考えていたときだ。


    「ぶっはあああっ！　焦あせったあああああっ！」


    　僕の背後で、なにやら景気のいい声が上がった。僕は驚いて振り返る。


    「な、なんだお前、その声、別人──ぐわっ!?」


    　すると信じられないことに、さっきアンナ先輩に絡まれていた巨乳さんがもう片方の善導課職員の顔面にハイキックを叩たたき込み、一撃で気絶させていた。


    「ったく、あの化け物女。ドンピシャのタイミングで面会になんざ来やがって。そのうえ、どんだけ勘が鋭するどいんだぜ。心臓に悪い……」


    「……え？　その声、もしかして」


    「あ？　おい狸たぬ吉きち。もしかしてお前、いま気づいたのか？」


    　巨乳さんが目ま深ぶかにかぶっていた帽子を脱ぐ。その下から現れたのは、中学時代からの付き合いである濡ぬれ衣ごろもゆとりその人だった。


    　あまりの衝撃に、僕の目はゆとりの胸部から離れなくなる。


    「いや、ゆとり？　本物？　え？　だってここ、第一清せい麗れい指定都市の善導課本部で、え？　だって、じゃあ、その胸部は一体……？」


    「そこは関係ねーだろうが！」


    　混乱の極みにあった僕の頭を、ゆとりのかかと落としが襲おそう。


    「あたしだってなあ！　こんな変装は嫌だったんだぜ！　でも変装するのに都合のいいやつが、この牛みてーな善ぜん導どう課職員しかいなくて……つーかお前、ち、小さくねーとあたしだって認識できねーのか！」


    　ゆとりがガシガシと蹴けりを放ってくる。


    　いやだってさ、仕方ないじゃん！　まさか堂々と潜入してくるとは思わないし、なによりゆとりが巨きよ乳にゆうコスなんてするとは夢にも思わないじゃん！


    「って、いや、こんなことしてる場合じゃねーぜ。あの金髪の仕込みも、そう万能じゃねーしな。《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》なんておっかねーのが帰ってくる前に、とっととズラかるぜ」


    　そう言うと、ゆとりは僕の手足にはめられた枷かせを外し、ＰＭでどこかに連絡をとる。


    「ああ、うまくいったぜ。あとは一刻も早く抜け出すだけだ。ほかの職員の位置は？　……そうか、わかったぜ。じゃあルートＣだな」


    　手短に通信を済ませると、ゆとりは僕の手をつかみ、猛然と走り出す。


    「あ、あの、ゆとり、これって一体、てゆーか、手！　痛い痛い！　握る力強すぎだし、なんか熱いよ!?　大丈夫!?　風邪ひいてない!?」


    「うっせえ！　詳しい説明はあとだ！　この脱走はとにかく時間勝負だから、とっとと足動かせだぜ！」


    　問答無用のゆとりに引きずられるようにして、僕は六日間にわたる拘こう束そくから突とつ如じよ解放されたのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　ゆとりに引っ張られるまま善導課からまんまと逃げおおせた僕は、捕まっていた建物からほど近い場所に停車していた大型トラックの荷台に叩たたき込まれた。


    「タヌキチーっ！」


    　途端、半泣きのアニーが飛びついてきて、本物の巨乳が僕の鼻と口を塞ふさいだ。


    「むぐぐ～っ」


    「ああタヌキチ！　大丈夫デシタか!?　ニッポンの取り調べは容よう赦しやねーと聞きマス！　ちゃんと一日三回の食事と三発のシャセーは保障されてマシタか!?　金玉アタックとかされてねーデスカ!?」


    　その技術力を存分に発揮し、日本にいながらＰＭの監視を逃のがれているアニーが、盛大に禁止単語をまき散らしながら抱きしめてくる。


    　すわおっぱいに溺おぼれて死んでしまうかと思ったそのとき、ゆとりが僕とアニーを引きはがした。助かった。もう少しで股こ間かんがフルチンになるところだ。あ、ちなみにフルチンというのは〝フルパワーのチンコ〟の略であり、決して下半身露出などという卑ひ猥わいな意味ではない。


    「てめえ！　余計なことしてる暇ひまがあったらとっとと狸たぬ吉きちのＰＭを停止させやがれ！　たぶんもう追っ手が来てるぜ！」


    「偽にせ乳ちちはちょっと静かにしててクダサーイ」


    「お？　いまちょっとバカにしたか？　日本人平均サイズのあたしをバカにしたか？」


    　ゆとりがさらっと噓うそをつきながらメンチを切る。


    「なにをしておるんじゃお主ぬしらは……ほれ、とっととここを離れるぞ。狸吉のＰＭからはいまも位置情報がダダ漏もれじゃからな。走り回ってしばらく時間を稼かせぐんじゃ」


    　荷台の隅に待機していたらしい早さ乙おと女め先輩が呆あきれたようにため息をつき、トラックの運転手に出発するよう指示を出した。


    　ようやく少し落ち着いてトラックの内部を見渡してみれば、用途のよくわからない機材がごちゃごちゃと詰め込まれ、意外にも中は狭かった。


    　それらの機材をごそごそと操作し、ときどきスッ転びながら、アニーが僕の隣に跪ひざまずく。


    「それでは時間もないデスシ、ＰＭの完全停止、早速やってやるデース」


    　アニーが僕のＰＭに管のようなものを差し込み、なにやらカチャカチャくちゅくちゅといじり回す。内部をいじくり回されるＰＭを脳内で擬ぎ人じん化かして「んほぉ！」などとアテレコして遊んでいると、アニーが不意に僕の服をまくりあげた。


    「今度は体に打ち込まれた発信器も見み逃のがしたりしねーデース！　すっぽんぽんにして全身くまなく合法的にチェックデース！　ぐへへデース！」


    「えっ、ちょっ、アニー!?　なんで服を脱がして──きゃあああっ!?」


    「おとなしくするデース！　アヤメの居場所がバレたのは、あのファッキン女がユトリのおっぱいみたいに小さな発信器を打ち込んでたせいだったのデース。だから今回はタヌキチの全身もチェックする必要があるデース。ほら、早く裏筋もワタシに差しだアウチッ!?」


    「んなことしねーでもチェックできるだろ！　お前はさっきから調子に乗りすぎだぜ！」


    　ゆとりがアニーの頭を引っぱたく。それからゆとりは小さく咳せき払ばらいして、


    「悪かったぜ狸吉。さすがにいろいろ急だったし、なにせ《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》のお膝ひざ元もとだったからな。助けに来るのにも時間がかかっちまったぜ」


    　言いながら、ゆとりは僕の隣にどかりと座って、がしがしと頭をかく。


    「お前が捕まってる間、いろいろあったんだぜ。なにから話せばいいのやら……」


    「華か城じよう先輩は、どうなってる？」


    　眉まゆ根ねを寄せてうんうん唸うなるゆとりに、僕は間かん髪はついれずに尋ねた。


    　ある程度は予想がついているとはいえ、やはり一番気になるのは華城先輩の安否なのだ。


    　眉み間けんに刻まれたゆとりの皺しわがより一層深くなり、なんだか小さな陰いん唇しんみたいになる。


    「……《雪せつ原げんの青あお》は、あたしらがパニクってもたついてる間に、北の大地の監かん獄ごく……《ヘルサウンド》に送られっちまったぜ。あの喫茶店のマスターも一緒にな」


    「……そっか。やっぱり」


    《ヘルサウンド》。それは北の大地に展開される監獄施設の通称だ。正式名称は《健全化矯きよう正せい北方監獄》というのだけど、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に真っ向から歯向かった凶悪犯を半永久的に隔かく離りし、極めて健全な生活を強制するという施設の性質上、世の変態たちからは健全地獄を意味する《ヘルサウンド》の名で恐れられている。一度ぶち込まれれば娑しや婆ばに戻ることはほぼ不可能という容よう赦しやのなさから、母さんいわく、善ぜん導どう課内部でも正式名称で呼ばれることは少ないそうだ。


    　そこには華か城じよう先輩の本当の両親や僕の父さん、歴代の変態たちが何千人もぶちこまれ、出口のないＫＥＮＺＥＮな生活を強いられ続けている。イキたいときにイけないそんな監獄じゃ、下半身にいろいろな毒素が溜たまってしまいそうだ。ポイズン。


    「心配はいらねーよ！」


    「うぐっ!?」


    　と、ゆとりの手のひらが僕の背中に何発も打ち込まれる。その絶倫パンチやめて！　痛い！


    「お前は捕まってたからよくわかってねーだろうけど、いま、世の中メチャクチャになってるんだぜ。そのおかげで善導課の連中、お前や《雪原の青》の取り調べをする余裕もねーみてーなんだぜ。あいつは無事だよ」


    「ゼンドーカの連中のＰＭにハッキングして調べたから間違いねーデース！」


    「ああ、いや、まあ、うん、とりあえずは無事みたいでよかったよ」


    　その辺りは大体想像のとおりで、まあ、確かな保証を得られて安心っちゃ安心なんだけど……。僕が本当に心配しているのは、華城先輩が禁止単語を口にできない状況下で精神崩ほう壊かいとか起こしてないのかってことなんだよね……。


    　普段の先輩からして『狸たぬ吉きちはＭ男だから、マジックハンドを使った手コキで射しや精せいしちゃうのよね？』などと意味不明な調子なのだ。あれ以上ぶっ壊れられると本格的に意思の疎そ通つうができなくなる。


    　けれども、なんだか凄すごく真ま面じ目めな様子で華城先輩の安否を知らせてくれた二人に申し訳なくて、僕はその辺りに深く切り込めなかった。いやあ、この雰ふん囲い気きでは訊きけないよね。『先輩が下ネタ欠けつ乏ぼう症で死にかけてない？』なんてバカみたいなこと、とてもとても。


    「ええと、それじゃあ、世の中が大変なことになってるって、どういうふうに大変なことになってるか、詳しく教えてもらえるかな」


    　アニーによるＰＭ完全停止作業が進んでいる最中、僕はこれまで断片的にしか知ることができなかった世の中の動きについて話を聞くことにした。


    　華か城じよう先輩がいないいま、《ＳＯＸソツクス》の舵かじを取るのは僕の役目だ。ひとまず情報を整理して、今後の方針を組み立てなければならない。


    　……ああ、先輩。どうか僕たちが助けに行くまでオチンポやオマ●コは我慢して、看守とか見張りの人を無駄に刺激しないよう頑張ってくださいね。


    　ゆとりやアニー、早さ乙おと女め先輩から話を聞きながら、僕は頭の片隅でそう祈るのだった。
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    　三月三十一日。大だい監かん獄ごく《ヘルサウンド》東エリア。


    　広大な平地面積を誇る北の大地。その東西南北それぞれのエリアに分散するかたちで一か所ずつ設置されているのが、日本最大の大監獄《ヘルサウンド》だ。その中でも特に雄大かつ爽さわやかな風土に恵まれているとされるのが、この東エリア監獄だった。


    　太平洋沿い特有の晴天率の高さと、亜寒帯地域らしいからっとした空気。花粉やチリに汚染されていない清浄な空気は青空をどこまでも高く押し上げ、地平線の彼方かなたまで広がる牧歌的な光景が見る者の胸中にまで爽やかな風を吹きこむ。


    　監獄という言葉から連想されるイメージとは正反対の開放的かつ穏やかな情景の中にしかし、場違いにもゾンビのような挙きよ動どうをした少女が一人、ふらふらと歩いていた。


    「おち、おちん……うぅ……アナ……おちぽぉ……」


    　禁止単語を我慢し続け、限界を超越した華城綾あや女めである。


    　目の焦しよう点てんは合っておらず、口からは禁止単語の断片が漏もれ、獄内労働として言い渡された畑仕事もほとんど進んでいない。


    　それもそのはず。善ぜん導どう課に捕まってからの六日間、彼女はたったの一度もまともに禁止単語を口にできていなかった。捕まったその日に《ヘルサウンド》行きが決定した彼女には獄内専用ＰＭが装着され、それがなんともえげつない機能を有していたのだ。


    「あっ」


    　綾女の瞳ひとみが土の中からひょっこり現れたミミズを捉とらえる。次の瞬間、綾女は神しん速そくでミミズを捕ほ獲かくし、うねうねと動き回るその卑ひ猥わいな形状の生き物に向かって、反射的に叫んでいた。


    「柔軟剤入りおちんぽおおおおおおおおっ！　ぴぃ!?」


    　しかし綾女の下ネタは途中でリセットされた。


    　まるで貞てい操そう帯たいのように股こ間かんに装着された獄内専用ＰＭが禁止単語を感知し、綾女の下半身に強烈な電撃をお見舞いしたのである。


    　それはまさに藻みず女くめが将来的に導入を検討しているＰＭそのものだった。また、このＰＭはかつて《エイチ禁止法》での導入が検討された貞操帯ＰＭと、その機能が酷こく似じしている。装着者の居場所を常に獄内サーバーに知らせており、装着者が脱走しようとすれば強烈な電撃を流し続け、その場で動けなくしてしまうのだ。これは獄内の囚人を管理すると同時に、国民への普及を前提とした壮大な実験にもなっているようだった。


    　この容よう赦しやのない管理システムに下ネタを封じられ、綾あや女めは完全に参っていた。


    　加えて綾女の精神をさらに追い込んだのは、《ヘルサウンド》独自の入獄システムだった。


    《ヘルサウンド》には何千人もの凶悪な下ネタテロリストが収容される。その中には当然、かつて同じ組織に属し、猥わい褻せつな志こころざしをともにしていた変態も数多い。彼らが獄内で再び結託したりしないよう、囚人は所属組織などを詳しく調べられたあと、できる限り身内の少ないエリアに収容されるのが慣例となっていた。綾女の場合も同様の措そ置ちが取られたのだが、《公然猥褻ウイルス》に端たんを発する一連の騒ぎのせいで調査が遅れ、捕まってからの六日間、綾女は《ヘルサウンド》内の独房で誰とも交流することのできない日々を過ごした。


    　禁止単語を発声するどころか、仲間の囚人たちとこっそり猥談を交わすことも叶かなわず、綾女の精神は下ネタ成分不足で急激に消しよう耗もうしていったのである。


    「うぅ、おまんまん……おっぱ……うぅ……狸たぬ吉きちに会いたい……禁止単語をぶちまけたい……」


    　そんなことを言っている間に一日目の獄内労働は終了し、看守から「ちゃんと働け」と厳しいお説教を受けたあと、綾女はぼんやりした足取りで食堂の列に並んでいた。


    「……」


    　判で押したような横よこ縞じまの囚人服が、かつて日本で名を馳はせた伝説のオナホールＴＥＮＧＥに見えてくる。夕ご飯として配給されたゆで卵は産卵プレイに使えばいいのかしら？　などという歪ゆがんだひらめきが脳内を駆かけ回る。私はもう人として終わっているのかもしれないという今さらな気持ちが胸の内からむくむくと湧わいてきたときだった。


    「……っ!?」


    　死んだ魚の目をしてゆで卵をお尻しりにぐりぐり押しつけ遊んでいた綾女の背後から、なにかとてつもなくいかがわしい気配が漂ただよってきた。


    　お尻に押しつけていた卵がかすかに震動し、電池の切れかけたローターのようになる。


    「これは、共鳴……？」


    　変態的なまでに強大な変態オーラを感じた綾女が、初めて体験する現象に困惑していると、


    「よっこらセックス！」


    「はっ！　禁止単語!?」


    　隣の席に大柄なおっさんが腰を下ろし、綾女の聞き間違いだろうか、禁止単語を口にしながら夕飯を口にし始める。


    「産卵プレイが好きなのか？　若いのに、随分とマニアックな新入りさんだな。耳の裏とアナルはしっかり洗うんだぞ？」


    　バチッ！　バチバチッ！　バチッ！


    　いや、綾女の聞き間違いなどでは断じてなかった。


    　そのおっさんの体には確かに電撃がお見舞いされている。禁止単語を感知したＰＭから、あの強烈なお仕置きを確かに受けているのだ。


    「ところでちょっとした質問なんだが、あんた、オナニーは同性愛と異性愛、どっちに分類されると思う？」


    　だが、おっさんは微動だにしない。余裕綽しやく々しやくといった様子で飯を食らい、セクハラまがいの発言を繰り返す。


    　そして綾あや女めもおっさんのセクハラ発言に一切怯ひるむことなく、それどころか水を得た魚のごとく目を輝かがやかせ、一気に活力を取り戻した。おっさんが電撃を完全にスルーしていることなど気にもとめない。


    「それはとっても興味深い話だわ！　確かにどうなのかしら！　自分のナニを触ってるって点は同性が対象っぽいし、でも頭の中では異性のアソコをいてこましているわけでしょう？　むむむ、難しい議題だわ」


    「こらそこぉ！　なにを話している！」


    　おっさんのＰＭから、禁止単語感知の信号を受け取ったのだろう。見張りの看守が駆け寄ってきて、おっさんの襟首をつかまえる。


    「また貴き様さまかぁ！　いい加減にしろ！」


    「まあまあ、そういきり立つな。お前はどう思う？　オナニーは同性愛か異性愛か。これがなかなか難しい議題で──」


    「くだらん！」


    「がははっ。オナニー一つでそう恥ずかしがるな、中学生じゃあるまいし！」


    「～～～っ！　おい！　こいつを懲ちよう罰ばつ房ぼうへ連れていけ！　ＰＭ内蔵のバッテリーとは比べものにならない電撃をお見舞いしてやるんだ！」


    「しかし……この囚人に身体的なダメージはほとんど効果が……」


    「ふふんっ、そのとおりだ。そんなもの、かみさんの折せつ檻かんに比べれば屁へでもない！」


    「ええい黙れ！　いいから早くこいつを連れていけ！」


    「独身だからってひがむもんじゃねえよ。今度、ぬいぐるみで簡易ラブドール作る方法教えてやるから。な？」


    　おっさんは最後まで減らず口をたたきながら、懲罰房とやらに連れていかれてしまう。


    「……なんだったのかしら、あの人」


    　おっさんから投げかけられた下ネタによって少しばかり人の心を取り戻した綾女がぽつりと口にする。すると近くで一連のやりとりを聞いていたらしい女囚が綾女の疑問に答えてくれた。


    「あれはね、このエリアのリーダー格だよ」


    「リーダー格」


    「そうそう」


    　新入りの綾あや女めに周囲の囚人たちが教えてくれたところによれば、東西南北に分かれた監かん獄ごくのそれぞれには各地の囚人を束ねるリーダー格の囚人がおり、ここ東エリアはあの大柄なおっさんがその役目にあるのだという。


    　外からの情報が一切入ってこない獄内において、新しく収監される囚人は貴重な情報源であり、育成法関連の最新情報を得るため、リーダーが新入りの相手をすることが長年の慣習になっているそうだ。


    「なるほどねぇ。纏まとっているオーラや投げかけてきた質問の内容からしてただ者じゃないとは思ったけど、捕まる前はさぞ高名なテロリストだったんでしょうね」


    「高名なんてもんじゃないよ。超有名。いい意味でも悪い意味でもね」


    「そうそう。国会議事堂に避ひ妊にんゴムばらまいてなー。メチャクチャ笑ったけど、あれのせいでＰＭの装着義務化が可決されちゃったとこもあるから、なんとも言えない」


    「……え？」


    　国会議事堂にコンドームをばらまいた？　その話を聞いて、綾女の目が大きく見開かれる。


    「お、気づいた？　そうなんだよ、うちのリーダーはね」


    　囚人の一人が綾女の反応を楽しむように言葉を重ねる。


    「あの奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうだよ」


    　綾女の心臓が、どくりと大きく脈打った。


    　善ぜん導どう課に捕まり、《ヘルサウンド》への送還が決まったときから、もしかしてと覚悟はしていた。けれどいざ狸たぬ吉きちの父親と同じエリアに収容され、実際に言葉を交わしたいま、その覚悟は盛大に揺らぎ始めていた。


    　綾女には負い目があった。


    　狸吉をこちらの世界に引き込み、好き放題振りまわしてしまったこと。そしてどうやら藻みず女くめの策略にはめられ、お互いに捕まってしまったこと。


    　綾女の両肩には諸々の責任がのしかかっていて、伝説の下ネタテロリストを前にそれをどう説明したものか、まるで見当がつかなかった。ましてやいまの綾女は自由に下ネタが言えないため、普段の饒じよう舌ぜつさはなりを潜ひそめている。


    「うぅ……気が重い……」


    　ずっこんばっ婚することになってしまった新郎の心境はこんな感じなのだろうかと綾女が頭を抱えていたときだ。


    「囚人番号一一八五番」


    　善十郎との間に立ちふさがるようにした看守が、綾女を見下ろす。


    「面会だ。食事は中断して、こちらに来い」


    「え、ちょっ」


    　看守に促うながされるまま、綾女は食堂をあとにする。


    　乱暴かつ唐突な話にむっとしながらも、気持ちが重たくなる目の前の案件から離れることができて、ほんの少しだけほっとするのだった。
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    「って、ああ、そうだわ。こっちもかなり気が重いんだった……」


    　面会室に向かうまでの道中で、綾あや女めは既に相手が誰なのか、完全に察しがついていた。


    　この六日間、下ネタが言えずに心ここにあらずだった綾女に何度も何度も面会の申し入れをしてきた相手。今日きようは一日音おと沙さ汰たがなかったので、さすがに監かん獄ごく生活初日は面会の許可が下りなかったのだろうかと油断していたが、どうやらそんなことはなかったらしい。


    「……何度訊きかれたって、洗脳の解き方なんてわかんないわよ。洗脳なんてしていないんだから」


    　綾女は面会の相手──アンナに向かってうんざりしたように繰り返した。


    「噓うそですの！　この一年間、奥おく間ま君を誑たぶらかし続けてきた邪じや悪あくなやり口があるはずなんですの！」


    　強化ガラスの向こうで息を荒らげるアンナは、綾女の言葉にまるで聞く耳をもたない。それどころか、下ネタ成分を補給して回復した綾女がまともな受け答えをできるようになった分、アンナの問答無用な追及はますます勢いを増していた。


    「わたくしは一刻も早く奥間君をあなたの呪じゆ縛ばくから解放してさしあげなければならないんですの！　捕まったあなたにはもう未来なんてないんですから、さっさと奥間君をわたくしに返してくださいまし！」


    「返してと言われてもね……」


    　二週間ほど前、地下国会図書館でローションまみれのぬるぬるキャットファイトを繰り広げたときも、似たような問答を繰り広げた。狸たぬ吉きちが洗脳されていると思いこんでいるアンナの要求は変わらず、綾女の主張もあのときとほとんど変わらない。返すもなにも、狸吉はまだ綾女のものではないのだ。……極めてギリギリモザイクなラインではあるにせよ。


    「……そういえば、ねえ、アンナ」


    　綾女は一呼吸置き、少し話の方向を変えてみることにした。


    「あなたはまだ、愛情と卑ひ猥わいな欲求の区別がついていないの？」


    　完全に正体がバレたいま、強化ガラスで身の安全が保障されたこの状況。アンナと対話する絶好のチャンスだと思って切り出した話題だった。


    　しかし、


    「……なにをわけのわからないことを言ってるんですの？」


    　アンナは酷こく薄はくな表情で、綾女の言葉を一いつ笑しように付す。それどころか、


    「もしかして、奥間君のことも、その意味不明な話をきっかけにして洗脳したんですのね!?」


    　明後日あさつての方向に話を曲解されて、まさしく話にならない。


    「ねえアンナ。聞いて。あなたには受け入れがたい事実だろうけれど、狸たぬ吉きちは洗脳なんかされてないし、あなたがいままで狸吉にしてきたアプローチは──」


    「……そうやって、またわたくしを騙だますつもりですの？」


    「……そんなこと……」


    　冷え切った口く調ちようで痛いところを突かれ、綾あや女めは黙りこんでしまう。


    「まったく。本当に忌いま忌ましいですわ。藻みず女くめさんがいつものように暇ひまでしたら、すぐにでも尋じん問もんの許可が下りたでしょうに。あなたのせいで日本中に広まった病気の対応に追われ、それどころではないようですの。本当に、忌ま忌ましい」


    　アンナの視線はどこまでも冷たい。


    　なにを言っても信じてもらえる気がしない。


    　それでもアンナとの間に深く穿うがたれてしまった溝を埋めるため、届かないとわかっていながらも綾女が言葉を続けようと口を開いたそのとき。


    　ピピピピピピピピ。


    　綾女の言葉を、無機質な電子音が遮さえぎった。


    　アンナのＰＭに着信があったようだ。


    「ふふふ」


    　電話の相手を確認して、アンナが微笑ほほえむ。


    「藻女さんですわ。きっと、あなたを尋問するたの準備が整ったという連絡ですわね。ふふふ、わたくし直じき々じきに、その体にいろいろと訊きいてさしあげますの」


    　綾女をいたぶるように見つめてから、アンナはもったいぶるようにして電話に出た。


    「もしもし。はい、はい……はい？」


    　和やかに受け答えしていたアンナの声こわ音ねが一瞬で強こわばった。


    「奥おく間ま君が、逃げた……？　ど、どういうことですの!?」


    「え……？」


    　アンナが漏もらした信じられない言葉に、綾女は目を見開いた。


    　狸吉が、逃げた？


    　捕まったときの状況からして、間違いなく《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》の監視下に置かれるだろうと予想していた狸吉が？　アニーの技術があっても逃げ出すのは不可能だろうと思っていたのに。……いやもしかすると、捕まってすぐのときにＰＭから聞こえた公然猥わい褻せつウイルスとかいうあのくだらないニュース。あれが想像より遥はるかに大変な騒ぎになっていて、善ぜん導どう課がパニック状態になっているとか……それなら狸吉が逃げ出すチャンスもあるのか？


    「……っ」


    　夢にも思っていなかった朗ろう報ほうを聞いて、綾女の頰ほおに、知らず笑みが広がる。


    「なにがおかしいんですの！」


    　強化ガラスが思い切り殴打され、面会を監視していた看守が慌あわててアンナを制止する。


    　アンナは肩で息をしながらかろうじて落ち着きを取り戻す。切せつ羽ぱ詰まった様子で電話の向こうの藻みず女くめに狸たぬ吉きち脱走の詳細を確認する。


    「……ええ、ええ。……ＰＭが完全に停止されていて、追跡ができない……？　そんなことが可能なんですの？　ええ、わかりましたわ。わたくしも捜索に加わります。はい？　その前にいったんそちらに寄れと？　電話では話せない、奥おく間ま君を捕まえるための極秘情報？　……はあ、わかりましたわ」


    　アンナは藻女との通信を終えると、弾はじかれたように立ちあがる。


    「……奥間君はわたくしのものですわ。いい気になるんじゃありませんわよ」


    　殺意を湛たたえた瞳ひとみで綾あや女めを一睨にらみしてから、アンナは面会室を飛びだしていった。


    「……狸吉が、無事に」


    　看守に引っ立てられながら、綾女は数日ぶりに心の底から微笑ほほえんでいた。


    　藻女の仕掛けた計略がどれだけの規模でどれだけ進んでいるのか、世間から隔かく離りされたこの場所からは窺うかがい知れない。


    　それでも狸吉が善ぜん導どう課から逃げおおせたのなら。


    　どうにかなるんじゃないかと無条件に信じることができた。


    　万が一、どうにもならないほどに藻女の計画が進んでしまっていたとしても。


    　狸吉が無事でいるのなら、それだけで胸のうちにわだかまっていた重い気持ちの数々が溶けていくような気がした。


    「狸吉はきっと、どんな状況でもへこたれないでしょうね」


    　性しよう懲こりもなく綾女を助けるための計画を練っているかもしれない。藻女の歪ゆがんだ野望を阻そ止しするための策さく謀ぼうを巡らせているかもしれない。


    　いずれにせよ、いまの狸吉が何もせずに諦あきらめて塞ふさぎ込んでいるなんてことはありえない。抜いても抜いても勃たち続けるような童どう貞ていオナ禁チンポのように、シコシコと動き続けているはずだ。


    「……私も、ウジウジしちゃいられないわ」


    　綾女は食堂に戻って食べかけの夕食にありついた。


    



    「やっぱりかみさんの折せつ檻かんに比べると、ここの罰はイマイチ刺激に欠けるな」


    　懲ちよう罰ばつ房ぼうでのお仕置きをちょうど終えたらしい善ぜん十じゆう郎ろうが、綾女の隣に座る。


    　夕食の時間はもうほとんど残っておらず、それぞれの独房へ戻されるまで時間はあまりない。そのタイムリミットにも後押しされ、綾女は切り出した。


    「奥間善十郎さん。卑ひ猥わい極まりないお噂うわさはかねがね。改めてはじめまして。私はテロ組織《ＳＯＸソツクス》のリーダー《雪せつ原げんの青あお》として活動していた華か城じよう綾あや女めといいます。この一年、あなたの息子さんには大変お世話になりました」


    　善ぜん十じゆう郎ろうが「え？　いつの間に俺おれのムスコが不倫を……」と声を漏もらし、自分の股こ間かんを見下ろす。そのセクハラめいた返答を受けて、綾女はニヤリといやらしい笑え顔がおを浮かべる。変態同士で通じる様式美めいた挨あい拶さつのかたちだった。


    「そうか、狸たぬ吉きちは結局、こっち側に来たか」


    　感慨深げに呟つぶやく善十郎に、綾女が頭を下げる。


    「私が巻き込みました。恐らくいま彼は、ＰＭの呪じゆ縛ばくからも逃のがれ、後戻りできない道を進もうとしています。私の責任です」


    「いーや、いい、いい。そんなこたぁ別に気にせんでいいんだ。それよりも」


    　夕食の残りを平らげながら、善十郎は綾女の謝罪を遮さえぎった。


    「俺の息子は随分とやんちゃしてるみたいだな。ほんの少し前まで俺の金玉袋と爛らん子この子し宮きゆうでぴちぴち泳いでただけだったエロ息子がどれだけ成長したのか、聞かせてくれるか」


    「……わかりました」


    　そうして綾女は、この一年で急成長した狸吉について、その成長に不可欠だった事件の数々について、善十郎に語り始めた。


    　もっとも、性しよう懲こりもなく禁止単語を口にした善十郎が懲ちよう罰ばつ房ぼうへ引きずられていってしまったため、話はすぐに中断されてしまったのだが。続きは明日あした以降になりそうだ。
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    「狸たぬ吉きちのお父さんも、大概頭がおかしいわね……」


    　それから間もなく夕食の時間が終了し、綾あや女めは独房に戻される。


    　鉄てつ格ごう子しをシコシコと擦こすって下ネタ不足をかろうじて補いながら、どこかで諦あきらめずに戦い続けているのだろう狸吉を思い浮かべた。


    「こっちはこっちで、囚人をまとめあげて集団脱だつ獄ごくするくらいの気持ちで頑張るから」


    　およそ不可能に違いないその目標も、狸吉がどこか遠くで、愚直に卵らん子しを目指す精せい子しのようにあがき続けているのだろうと思うと、なんだか達成できそうな気がした。根こん拠きよは特にない。


    　禁止単語を我慢しすぎて頭がおかしくなっているのかもしれないと自じ嘲ちようしながら、綾女はゆとりの胸板を連想させる硬いベッドへその体を横たえるのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　日付が変わり、四月一日の深夜。


    　僕を乗せたトラックは善ぜん導どう課職員たちの追跡を振り切ったあと、一時的な潜せん伏ぷく場所とやらを目指し、さらに数時間ほど走り続けていた。


    「……大丈夫か？　酷ひどい顔だぜ」


    　荷台の扉とびらを開いてから、ゆとりが僕の顔を覗のぞきこんでくる。


    「眉み間けんの皺しわ、やばいぜ？」


    「はは、そうかな」


    　僕は笑みをつくりながら、眉間に手を当ててみる。そこには冬の金玉並みの皺があった。どうやらいろいろと思い詰めすぎていたらしい。これはゆとりが心配するのも頷うなずける。温めたら皺が取れるんじゃないかと考えながら眉間を揉もむ。……うーん、効果なしかな。どうせならおっぱいを揉んだほうが眉間の皺は取れそうな気がする。ストレスにはおっぱい。おっぱいには鎮静効果がある。大きければ大きいほど多量の鎮静成分を含んでおり、揉めば揉むほど染み出してくるのだ。僕の脳内学会でもその作用には一定の効果が認められているから間違いない。


    「まあ、気持ちはわかるぜ。……どうしようもないもんな、こんな状況」


    　そう言うゆとりの声こわ音ねも随分と暗い。


    　一瞬、ゆとりがおっぱいの鎮静効果について賛同してくれたのかと思って驚いたけど、もちろんそんなわけがない。


    　トラックの荷台で僕にいろいろと説明してくれる間も、ゆとりのまとう空気はずっと暗くよどんでいた。


    　祀まつ影かげによるおちんぽ会見、利用者データに名を連ねる有力者を中心としたパンデミック──そのイカれた出来事に端たんを発する様々な実害を前に人々はパニック状態となり、藻みず女くめさんの思い描えがく最悪の未来に向けて一致団結、仲良く転がり落ちようとしている。


    　藻みず女くめさんの計画は、もはや誰にも止めることができない。もしかすると、藻女さん自身にもそれはもう不可能な段階なのかもしれない。それがわかりきっているからこそ、ゆとりの表情は晴れないのだ。


    　性が完全規制される未来は必ず到来する。それはもう、魔法でも使わない限り避けられない。どうしようもないのだ。


    　その点についてはもう、僕も完全に諦あきらめてしまっていた。


    「タヌキチ……」


    　いつも明るく快活なアニーが、らしくもない不安げな表情で僕の手を取る。


    「よくない顔デース。限界まで張り詰めた亀き頭とうみてーにいっぱいいっぱいな顔デース」


    　いや、そんな猥わい褻せつ物陳ちん列れつ罪不ふ可か避ひの顔にはなってないはずなんだけど……。


    「大丈夫デスヨネ……？　ニッポンはこれ以上、笑えないジョークみたいな国になったりしないデスヨネ？」


    「……」


    　アニーの言葉に、僕は曖あい昧まいな笑みを返すことしかできなかった。


    「……アニー、ＰＭの完全停止、ありがとう」


    　僕は自身のＰＭを指さしてから、アニーに背を向け、トラックを降りた。


    　トラックが停車していたのは、山やま間あいの駐車場だった。


    　未舗装の地面、申し訳程度の街灯。周囲に民家の明かりなどはなく、少し歩いたところに公民館のような建物があった。看板の説明書きによれば、ここはどうやら自然公園の一部らしい。股こ間かんのレーダーが反射的に青あお姦かんカップルの気配を探ってしまう。


    　不意に、隣を歩いていた早さ乙おと女め先輩が建物を見み据すえつつ、僕の手をくいくいと引っ張った。


    「正しよう念ねん場ばじゃぞ」


    「……あー、たぶんそうだろうなと思ってました」


    　早乙女先輩の忠告を受けて気を引き締める。


    　ゆとりの先導に従って建物に入ると、怒気を隠そうともしない金かな切きり声がいままさに爆発したところだった。


    「だーかーらーっ！　とにかく！　一刻でも早く綾あや女め様を助けに行くんっスよ！　綾女様が捕まってからもう一週間近いっス！　そろそろ綾女様の頭がパーン！　ってなるころっすよ！　パーンって！」


    　地じ団だん駄だ踏んで頭の悪いことを叫んでいたのは、猫かぶりする余裕もなくしたらしい鼓こ修す理りだった。


    　頭がパーンって……まあ確かに華か城じよう先輩は健康的な男子が一日に生産する精せい子しと同じくらいの速度で下ネタを生み出すから、比ひ[image: ]ゆとしてわからないではないのだけど。


    　鼓こ修す理りに声をかけようとして、僕は鼓修理が対たい峙じしている人たちから視線を向けられていることに気づいた。


    「……もしかして、《乳を愛でる者ギガバスター》と《二足歩行の獣》……ですか」


    　背後に数人の部下を従え、むっつりと難しい顔をして座っている二人の男。黙っていても漏もれ出すその変態的なオーラから、この二人が下ネタテロ組織《捕ほ乳にゆう類》と《絶対領域》の首しゆ魁かいであることを直感する。


    　ほとんど事務的な確認と変わりない僕の問いかけに、二人ははっきりと頷うなずいた。


    「《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》。君とは確か、フェリー事件のときに一度話したね。直接会うのは初めてかな。改めて、ぼくが《乳を愛でる者ギガバスター》だ」


    　穏やかに言うのは、紳士然とした細身のおじさま。その首にはかなり大きいサイズのブラジャーがマフラーのように巻いてあった。そしてその胸部はなぜか女性のように膨ふくらんでおり、なにか仕込んでいるみたいだった。ねえ、なに？　それなに？　夢と希望が詰まってるの？　まさかあなたにはミルクの噴出口が三か所あるの？　下に一か所上に二か所なの？


    「……わしは、《二足歩行の獣》だ」


    　おっさんのおっぱいに釘くぎ付づけとなっていた僕の意識が、その硬い声で現実に引き戻される。


    《二足歩行の獣》。名前は聞いても姿を見たことはなかった、下ネタテロ組織《絶対領域》のトップ。思っていたよりもずっと高齢のようで、蓄えられた髭ひげが印象的だ。昔ながらの頑固親父といった風ふう体ていだけど、彼の下半身を覆おおう唯ゆい一いつの衣服、網あみタイツが凄すさまじいインパクトで僕の視し覚かく野やを蹂じゆう躙りんする。うっ、目と心をやられた！　脳内フォルダ展開！　桃色画像で中和します！


    　……とまあ、そんなふうにふざけている場合ではないだろうことは、室内に満ちる緊張感から察せられた。


    　このタイミングで《絶対領域》と《捕乳類》のトップが集まり、脱だつ獄ごくしたばかりの僕を伴った《ＳＯＸソツクス》と直接相あい対たいするとなれば、議題は決まっている。


    　この切迫した状況における、下ネタテロ組織全体の方針を話し合うのだ。


    「ほらっ、お前からも言ってやるっスよ！　このまま綾あや女め様を見捨てるなんてありえないっス！　綾女様がいないで、誰がこのふざけた状況をぶっ飛ばせるんっスか！」


    　鼓修理が僕の腕を引っ張って加勢を求めてきた。


    　それだけで、話し合いの場がどういう構図になっているのかはおおよその察しがつく。


    「《雪せつ原げんの青あお》を助け出して、それでどうなる」


    《二足歩行の獣》が嗄かれた声とともに僕らを睨にらみすえる。ああ、網タイツが視界にちらついて辛つらい……網タイツ装着のためにすね毛剃そってるのが腹立つ……ちんこは勃たたない……。


    「貴き様さまら若い連中は知らんだろうがな、いまのこの国の雰ふん囲い気きは、あのときに酷こく似じしている。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が成立したとき、ＰＭの装着が義務化されたとき……いや、あのときよりもずっと酷ひどい。我々がなにをしたところで、世論を後押しすることにしかならんだろう」


    《二足歩行の獣》は同意を求めるように《乳を愛でる者ギガバスター》へ視線を送る。《乳を愛でる者ギガバスター》は目を閉じてゆっくりと首しゆ肯こうし、己おのれの乳ちちを揉もんだ。おい、なんでいまおっぱい揉んだ？


    「《雪せつ原げんの青あお》の身柄は既に《ヘルサウンド》へ送られたと聞く。今さら《雪原の青》を助けるために人手を割いたところで、無駄にこちらの逮たい捕ほ者しやを増やし、規制強化の口実を与えるだけだ。なんの意味もない任務で構成員や資金を浪費するわけにはいかん。こうなってしまってはもう、我々テロ組織は打倒体制などという目標を捨てるしかない。現在所持する卑ひ猥わいな宝を隠いん蔽ぺいし、次世代へ受け継ぐ方向へ力を尽くすべきである」


    「～～～っ！　こんの頑固親父！　おんなじ主張ばっかり繰り返して！　なんなんっスか、その下半身のファッションセンスは！　気き色しよく悪いったらありゃしないっスよ！」


    「……貴き様さまっ、小娘ぇ……っ、それを言ったら戦争であろうが！　テロ組織の一員が他者の趣味を貶おとしめようなど！　恥を知れ！」


    「それは！　こっちの！　セリフっスよ！」


    「まあまあまあまあまあ」


    　話し合いがただの罵ののしり合いに発展しつつある議場を、《乳を愛でる者ギガバスター》が己の乳を両手で揉みながら仲ちゆう裁さいする。おい、だからなんであんたはこんなときにおっぱい揉んでるんだ。僕にも揉ませろ。


    「君はどう考える？」


    　と、《乳を愛でる者ギガバスター》が僕に水を向けてきた。《二足歩行の獣》も鼓こ修す理りとの低レベルな言い争いをやめ、僕に視線を向けてくる。あの、ちょっと、その網あみタイツを装備した凶悪な下半身であぐらをかくのはやめてくれます？　目に殺虫剤噴射された気分なんですけど。……これが特級特殊プレイの一つ、眼射か。生まれながらのぶっかけ属性持ちである魚類でさえドン引きするレベルの性せい癖へきだな。


    《二足歩行の獣》の下半身から放たれる催さい涙るい網タイツから逃のがれるように視線を巡らせると、その場にいる大人組が僕の言葉を待つように視線を向けてきていることに気づいた。


    　……なるほど。


    　早さ乙おと女め先輩の言っていた「正しよう念ねん場ば」がいよいよやってきたらしい。


    《雪原の青》の救出をしぶる彼らがトラックを手配するなどして僕の脱だつ獄ごくに手を貸してくれたのは、僕が《ＳＯＸソツクス》の方針をはっきりさせるのに適した人材だったからというわけだ。比較的助けやすい場所に囚とらわれていて、そのうえ僕は華か城じよう先輩とともに《ＳＯＸ》を立ち上げた唯ゆい一いつの初期メンバー。


    　さっきまでギャーギャー騒いでいた鼓修理もいまは静かになっていて、ゆとりやアニー、早乙女先輩と同じようにおとなしく座っている。まあ、あの鼓修理がただおとなしくしているわけもなく『もちろん綾あや女め様を助けに行くっスよねぇ？』と僕に無言の圧力をかけてくることに余念がない。……あの、鼓こ修す理りさん、その『下へ手たなこと言ったら尿によう道どうに塩を塗り込んでやる』みたいなジェスチャーやめてくださる？


    　とにかく、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》が体制との戦いを放棄し、完全な防戦に回りたいという主張をはっきりさせたいま、僕の掲かかげる方針次第でこの場にいるメンバーは大きく袂たもとを分かつことになる──そういう感じになっているのだ、たぶん。


    　善ぜん導どう課に捕まっていたときからずっと考えていたことをかたちにすべく、僕は口を開いた。


    「……僕は」


    　ただ一言を紡つむぐのに、凄すさまじいプレッシャーを感じる。てゆーか主に鼓修理からの圧力なんだけどね。こいつ視線だけでＭ豚イかせられるんじゃないの？


    「僕は、《雪せつ原げんの青あお》を脱だつ獄ごくさせても、この状況はどうにもならないと考えています。そう遠くない未来に、藻みず女くめさんの思い描えがく完全な監視体制が完成してしまう。それは避けられない」


    「……っ！」


    　鼓修理が目を見開いて立ちあがった。


    　その凄まじい剣幕を見たアニーが「あわわわわっ」とあとずさる。


    「ふざけんじゃねぇっス！　なら！　お前は綾あや女め様を見捨てるって言うんっスか！」


    「え？　いや、助けには行くけどさ」


    「……ん？」


    　鼓修理を筆頭に、その場にいた全員が不思議げに首を傾かしげた。


    「……ええ、その、なんだ、話の流れが少々おかしいように感じたが、つまるところ、貴き様さまは《雪原の青》を助けに《ヘルサウンド》まで乗り込むつもり、ということでいいのか？」


    《二足歩行の獣》の問いに、僕は「はい」と答える。


    「一応言っておくけれど、ぼくたちはそれに協力できないからね？」


    《乳を愛でる者ギガバスター》が申し訳なさそうに、けれどきっぱり言い放つ。そういやこの人、組織をまとめるために巨きよ乳にゆう好きのふりをしているとか前に言ってたっけな……。なんだかいろいろと苦労してそうだ。巨乳を装備しているのは部下に向けたキャラ作り兼ストレス発散なのだろうか。巨乳好きでない男のストレスをも軽減する魅惑の偽にせ乳ちち、一体なにを詰めているのか今度聞いてみよう。おっぱいは地球を救う。ＰＫＯは平和維持おっぱいの略称に違いない。


    《乳を愛でる者ギガバスター》のおっぱいに目をやりつつ話を続けようとしたところで、横合いから声が上がった。


    「あたしは、反対だぜ。今度こそお前を行かせない」


    　思い詰めた表情のゆとりは物怖おじすることなく僕の手を握り、そのまま関節技に移行する。


    「いやいやいやいや！」


    　もっとこう、優しい選択肢はなかったんですかね！　関節技ってお前、そんなやり方どこで覚えてきたの！　らめぇ！　それ以上やったら関節がおま●こみたいに壊れちゃうよぉ！


    「なっ、ゆとりお前！　なにするんっスか！」


    「おっと待ちな。それ以上近づくと、こいつの腕をへし折るぜ」


    　ゆとりが容よう赦しやなく僕の手に力をこめる。痛い痛い痛い！　ちょっとゆとり!?　これは僕のことを心配して止めてくれてるんだよね!?　そうだよね!?


    「そんなのが脅おどしになると思ってるんっスか？」


    　鼓こ修す理りはゆとりの言葉をガン無視してずんずんと僕に近づき、関節技を外そうとぐらぐら揺らしてくる。けれどゆとりの関節技は驚くほど綺き麗れいに決まっていて、外れるどころか痛みが増すだけである。鼓修理この野や郎ろう……あとで覚えてろよ……ウギギ。


    「地下国会図書館のときは止められなかったけどな、今回は違うぜ。いざとなりゃあ《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の面めん子つにも協力してもらってでもお前を止める」


    「Oh。オージャパニーズ夜の戦国時代デース」


    「関節技……ふむ、健全と不健全の狭はざ間まに位置する絵が描けそうじゃの」


    　アニーと早さ乙おと女め先輩が呑のん気きなリアクションをする一方、ゆとりは大おお真ま面じ目めで僕に語りかけてきた。


    「なあ狸たぬ吉きち。もういいだろ」


    「……なにが？」


    「あたしらは負けたんだぜ。もう逆転なんて無理だ。それなのに、危険を冒して《ヘルサウンド》に突撃するなんてバカのやることだぜ。無駄に騒ぎを起こして、体制に規制強化の口実を与えて……それはお前………………お前の親父さんがやったヘマとおんなじじゃねーのかよ」


    　父さんのことを持ち出したゆとりの声は、かすかに震えていた。


    「それとも、お前はそうまでして、《雪せつ原げんの青あお》を取り戻してーのか？　……あたしじゃ、ダメなのかよ」


    「まな板……」


    　鼓修理が愕がく然ぜんとしながら声を漏もらす。なにを驚いているのかわからないけど、お前はもう少し単語を選ぼうな？


    「ごめん、ゆとり。誰になんと言われても、僕は《ヘルサウンド》に行く」


    「……っ」


    「それ以外に、藻みず女くめさんの目もく論ろ見みを潰つぶす方法を、思いつかなくてさ」


    「………………………え？」


    　ゆとりの口から、間の抜けた声が漏れた。


    「おい、いまなんと言った、小僧？」


    　のしのしと《二足歩行の獣》が近づいてくる。


    　うわあああっ！　やめろおおっ！　関節技をかけられて動けない僕の鼻先に汚おっさんの網あみタイツを近づけるなああっ！　新しい扉とびら開いちゃうううっ！


    「なに、言ってるんだぜ、お前」


    　次の瞬間、ゆとりが関節技に力を込める。ますます網あみタイツから逃げられなくなる。


    「言うに事欠いて、藻みず女くめの計画を潰つぶすだあ!?　そ、そんなこと言われたって、騙だまされねーからな！」


    「まあ待て、待つんだ。ひとまず落ち着こう。とりあえず、彼の話を聞いてみようじゃないか」


    《乳を愛でる者ギガバスター》が自分のおっぱいを揉もみながら事態の収拾に努める。


    「うっせえ！　大体あんたはなんでさっきから自分の胸部を揉んでんだぜ！　男のくせに！　喧けん嘩か売ってんのか！」


    「い、今さらそれを言うのかい……」


    《乳を愛でる者ギガバスター》の仲ちゆう裁さいはゆとりの燃えさかる貧ひん乳にゆう魂だましいに油を注ぐ結果となり、場はますますカオスになる。今にも逆方向に曲がってしまいそうな関節の痛みに耐えかね、僕は叫んだ。


    「いいから！　全員！　僕の話を聞いてくれ！」


    　そうして僕は、ようやくその作戦について詳しく説明することができた。


    



    



    「……なるほどな。面白いではないか」


    　僕の説明を聞き終えた《二足歩行の獣》がにやりと笑い、網タイツに包まれた太ももをぱしりと叩たたく。耳が腐る。


    「確かにそれは、胸が躍るね」


    《乳を愛でる者ギガバスター》が自分のおっぱいをぽよぽよと揺らす。腹立つなぁ。


    「なんかよくわかんねーデスけど、楽しそうな雰ふん囲い気きに戻ったデスネ！　勝ち確デース！　力を合わせてシコシコ頑張るデース！」


    「ふむ。確かにこれならいけそうじゃの。しかし、下準備の段階から相当に難易度が高そうじゃ。わしもできる限りのことはするが、勝算はあるのか？」


    「一応は。ただ、それにはまず、鼓こ修す理りの協力が不可欠なんですよね……」


    　早さ乙おと女め先輩の問いを受けて、僕は隅のほうへ視線を送る。


    　そこにはムスッとした表情で座り込む二人組がおり、ドス黒いオーラを放っていた。


    「……作戦の一部として綾あや女め様を助けに行くのは大賛成として、とりあえず、言いたいことが一つあるっス」


    　二人組の片割れである鼓修理がぬるりと立ちあがる。その目は僕への不信に満ちている。


    「この作戦、あのクソ親父のやり方に似てないっスか？」


    　鼓修理の父親、鬼おに頭がしら慶けい介すけ。


    　彼は《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》を中心とした性規制社会がそう長くない未来に自然崩ほう壊かいするだろうと予期していた。それどころか規制が厳しくなれば規制社会の破は綻たんも早まると考え、僕ら若い世代が無知で苦しむこともいとわず、規制強化に手を貸していた節がある。


    　かつて慶けい介すけの傘さん下かに下ろうとしていた《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》のメンバー、それから慶介に騙だまされていた日に本ほん村むらの住人アニーが、鼓こ修す理りの指摘を聞いてかすかに顔を曇らせた。僕の語った作戦と、チンカス野や郎ろう慶介のやり方。そこに類似点があることに気づかされ、戸惑っているのだ。


    　だから僕は、


    「なに言ってるの、鼓修理。慶介のやり方に似てるって？　それは違うよ」


    　語って聞かせることにした。


    「あんな中途半端で消極的なもんじゃない。これから僕たちは、徹底的に、決定的に、間違ったやり方を貫つらぬくんだ」


    　この場にいる全員が、迷いなく間違いを犯せるように。


    「このやり方が正しいのか間違っているのか……そんなことは議論するまでもないよ。百人中百人が間違っていると断言する。これはそんな作戦だ」


    「なっ、お前、言うに事欠いて……」


    　困惑する鼓修理と、この場にいる全員に向けて、僕は自分の考えを語る。まっすぐ堂々と、葬儀の場でいきなり陰いん毛もうキャンプファイヤーを実施するぐらいに間違った考えを。


    「僕がみんなに協力を要請するこの作戦は、かつて父さんが国会議事堂でやらかしたミスと、慶介の馬ば鹿かげた策略をごった煮して、藻みず女くめさんのイカれたやり方に乗っかるような、間違いだけで構成されたような策だ。でも──」


    　僕は思い出す。


    《群れた布地》事件の際、華か城じよう先輩が堂々と語ってみせた、「私は下ネタになりたい」という史上最高に頭のおかしい演説を。間違っているからこそ魅力的だという卑ひ猥わいの本質を。


    「そういう作戦こそ、僕たちみたいな頭のおかしいテロリストにぴったりじゃないか」


    　鼓修理に背を向けて、室内の面々に視線を巡らせる。


    　彼らの目から迷いは消えていた。全ぜん裸らで公道を突っ走ることもいとわない、誰もがそんな目をしていた。最高に最低である。


    「な、なんなんっスか……お前……地下国会図書館から帰ってきて以来……おかしいっスよ……」


    　わなわなと声を震わせ、心底忌いま忌ましげに鼓修理が言う。


    「狸たぬ吉きちのくせに……まるで、綾あや女め様みたいな……」


    「鼓修理」


    　僕は鼓修理に向き直る。


    「この作戦は正直、鼓修理の交渉がうまくいくかどうかで成功率がかなり変わるんだ。……協力してくれるか痛っ!?」


    　鼓こ修す理りに弁べん慶けいのイきどころを蹴けり上げられて喘あえぎ声が漏もれる。痛いです。


    「……ちっ。わかったっスよ。好きにすりゃーいいっス。……おい」


    　鼓修理が早さ乙おと女め先輩を乱暴に呼び寄せる。


    「交渉にはどう考えてもあんたが必要っス。いろいろと打ち合わせするっスよ」


    「合がつ点てんじゃ」


    　早乙女先輩が待ってましたとばかりに鼓修理の手を取る。


    《二足歩行の獣》と《乳を愛でる者ギガバスター》が悪いた戯ずら小僧のような表情を浮かべながらＰＭ越しに各所へ指示を出し始め、アニーが「ワタシの仕事は!?」と身を乗り出してくる。


    「……おい、ちょっと来るんだぜ」


    「え？」


    　にわかに活気づく室内で一人、暗い表情をしていたゆとりがアニーを押しのけ僕の手を引いた。部屋の隅まで誘導される。ゆとりは頑かたくなに僕から目を逸そらしたまま、口を開いた。


    「あんな作戦、いつ思いついたんだぜ」


    「ええと、実は捕まってる最中に、方針だけは」


    「マジかよ。精神を保つためとかもっともらしい言い訳しつつ、くだらねーことばっか考えてんのかと思ってた」


    　ときどき思うんだけど、ゆとりはエスパーかなにかなんだろうか。


    　普段僕が、柔軟性を自慢する女性タレントを見たときに「凄すごいなぁ。いろんな体位が試せそうだなぁ」と考えてることとか、ときどき女の子のおへその辺りを見つめて「子し宮きゆう応答願います！」とか念じて遊んでることが筒抜けになっていそうで怖い。


    「まあ、諸々の詳細はゆとりに話を聞いてから煮詰めたんだけど」


    「でも、じゃあ、あんな作戦があるなら、なんであんなに思い詰めた表情してたんだよ。トラックの中で、あんなに眉み間けんに皺しわ寄せて」


    　僕は返答に窮して頰ほおをかく。するとゆとりが僕の胸をどんと叩たたいた。ちょっと乳ち首くびが反応した。


    「どうせ、《雪せつ原げんの青あお》絡みだろ」


    「……ゆとりはホント、鋭するどいよね」


    「お前が鈍感すぎるだけだぜ」


    　ゆとりに再び図星を指され、僕は観念した。


    「うん、まあ、そうだよ。お察しのとおり。この作戦、ベストのかたちをとろうとしたら……華か城じよう先輩とはしばらく、お別れすることになるから」


    　華城先輩を助ける。これはいずれにせよ変わらない。けれど作戦をより完かん璧ぺきなものにするには、どうしても華城先輩とのお別れは避けられそうになかったのだ。


    　だから僕は繰り返し、自分に言い聞かせている最中だった。


    　これ以上被害者を増やすことなくエロに寛容な社会をつくるために、華か城じよう先輩と一緒にいたいなんていう僕の身勝手な欲望は、封印しなくちゃいけないのだと。


    「……そうかよ」


    　ゆとりはなにかを納得したように言うと、懐ふところからなにかを取りだした。


    「あ!?　それ!?」


    　ファスナー付きのビニール袋に入っていたそれは、ホワイトデーのお返しとして僕が華城先輩に渡すはずだった、あのイヤリングだった。


    「証しよう拠こ品ひんの一つとして、善ぜん導どう課に押おう収しゆうされてたんだぜ。お前を助けに行ったとき、ついでに回収しといたんだ」


    「ありがとう！」


    　もう戻ってこないだろうと思っていたイヤリング。僕はそれに飛びついた。


    　けど、ゆとりはふいとイヤリングを僕から遠ざける。な、なに？　意地悪？


    「約束しろ」


    　ゆとりが低い声で言う。


    「このふざけた社会をちゃんとぶっ潰つぶすって、あたしに約束しろだぜ」


    　今さらそんなことを約束させる意図はわからない。


    　けれどゆとりの瞳ひとみには有う無むを言わさない迫力があって、僕は思わず頷うなずいていた。


    「よし。それでいいんだぜ。……ホントに、中学のときとは比べものにならねーくらい成長したよ、お前。あたしは、後ろからついていくので精いっぱいだ」


    　手元に戻ってきたイヤリングを見下ろし、僕が決意を新たにしていたときである。


    　ゆとりが僕の背中を思いっきり叩たたいてきた。


    「ゆとりはさっきから僕になにか恨みでもあるの!?」


    「気合いだ気合い。これであたしも、心の準備ができたぜ。間違いまくったお前の作戦に、全力で参加させてもらう。途中で失速したりするんじゃねーぜ！」


    「もちろん」


    　突き出されたゆとりの[image: ]こぶしに[image: ]を合わせる。僕に触れても、ゆとりはもう取り乱したりしなかった。


    「よしっ、そんじゃ、あたしはちょっと抜けるぜ。最後の下準備だ」


    　ゆとりはそう言うと、鼓こ修す理りをひょいと担かついで部屋を出ていく。


    「んあっ!?　ちょっ、なにするんっスかまな板！　鼓修理がせっかくやる気になってるときに……あ？　なんでお前泣い痛いっス！　理り不ふ尽じんっス！　ふざけんじゃねえっス！　愚ぐ痴ちならあとで聞いてやるからぎゃああっ!?」


    　ゆとりにねじ伏せられる鼓修理の断だん末まつ魔まが響いた。その後ろを、なぜかニヤニヤ笑いのアニーがついていく。


    　……なんだかよくわからないけれど、ひとまず話はまとまった。


    　華か城じよう先輩の救出、到来しつつあるディストピアの破壊。


    　僕たちの悪ガキめいた反逆が、ここからようやく始まる。


    「……待っていてください。華城先輩」


    　僕や華城先輩みたいな、卑ひ猥わい大好き人間が理不尽に抑圧されることのない世界を。アンナ先輩みたいに優しくて純粋な人が、知識不足のせいで僕みたいな優ゆう柔じゆう不ふ断だんの変態にとらわれたりしない世界を。誰もが安心してシコシコできる世界を！


    　そのために、藻みず女くめさん。


    　ありとあらゆる変態たちの力を合わせて、あなたの歪ゆがんだ野望を全力で妨害させてもらいます。股こ間かんからあふれる、この劣れつ情じようの限りを尽くして。


    　いまなお地下国会図書館で破滅的かつろくでもない謀ぼう略りやくを巡らせているのだろう藻女さんに負けじと、僕は早速作戦の下準備に取りかかるのだった。


    



    　　　　　　●


    



    「奥おく間ま狸たぬ吉きちは、洗脳などされていないでありんす」


    　地下国会図書館に呼び戻されたばかりのアンナ・錦にしきノの宮みやに対し、開口一番、藻女はそう断言した。


    「……は？　いきなり、なにを……？」


    「彼は、自分の意思でテロ行為に手を染めている。間違いだらけのこの世界を正すため、国を相手取り、卑猥な行為に手を染めているのでありんす」


    「そ、そんなはず、ありませんわ!!」


    　藻女の一方的な言葉に、アンナが肩を怒らせて叫んだ。


    「どうしてあなたがそんなデタラメを！　奥間君は、あの女に洗脳されているだけですわ！」


    　予想どおりの反発に、藻女はほとんど取り合わなかった。


    「……アンナよ」


    　マンションに引きこもるアンナをこの地下国会図書館に連れてきて以来、藻女はアンナを全面的に肯こう定ていすると同時に、その胸に抱える不満や愚ぐ痴ちにひたすら耳を傾けてきた。それは、この性規制社会に無知を強要されたアンナを慰なぐさめるためであり、規制社会の犠ぎ牲せいになったアンナにある種の親近感を抱いだいていた藻女の求愛行動でもあった。その甲か斐いあってアンナは以前に増して藻女に心を開いてくれたわけだが、その過程でアンナから得た様々な情報は、藻女に思わぬ恩恵をもたらした。


    　アンナが『正しい行おこないさえしていれば人に愛され受け入れてもらえる』と思いこんでいること。それがアンナの根幹を成す価値観であり、卑猥の排除を最上の正義と位置づけていること。


    　具体的な内容まではさすがに聞き出せなかったものの、アンナが想おもい人に対して、無知ゆえの猥わい褻せつ極まりないアプローチを繰り返していたこと。


    　話を聞く過程で藻みず女くめが類推したこの二つの情報は、アンナの想い人と《オナ禁百日目センチメンタルの童貞ボマー》が同一人物であったという面倒な問題を解決するのに、非常に役立つものだった。


    　藻女は持ち前の怠なまけ心を発揮し、アンナが狸たぬ吉きちのことを自主的に諦あきらめるよう誘導すべく、容よう赦しやのない現実を突きつける。


    「いままで黙っていたがな。そなたの父親と母親を筆頭に、妾わらわたちの親世代がつくり上げたこの健全な社会は、噓うそと間違いと矛む盾じゆんだらけの、正しさの皮をかぶったおぞましい世界なのでありんす」


    「は……？」


    「愛の結晶とされる子供をつくるには、卑ひ猥わいな行為に手を染めなければならない。人間は誰もが卑猥な欲求を抱えていて、それは規制されるようなものではないのでありんす。卑猥は犯罪を助長することも、子づくりを阻そ害がいすることもない。卑猥を規制することは、むしろ──」


    　藻女はアンナを見み据すえた。


    　アンナはびくりと肩を揺らす。これまでアンナを慰め、アンナを全肯定し、どこまでもアンナの味方だと慰めてくれた藻女から目を逸そらすことができない。耳を塞ふさぐことができない。それを見越したうえで藻女は続けた。


    「──無自覚に間違いを犯し、正義と勘違いしてそれと正反対の行為に明け暮れる……アンナ、そなたのような哀れな子供を量産するだけでありんす」


    　アンナが愕がく然ぜんとした表情で藻女を見返す。


    「もう一度言うでありんす。奥おく間ま狸吉は洗脳などされていない。自分の意思で、この間違いだらけの世界に戦いを挑いどんでいるでありんす。そして、アンナ。そなたはいわば、この社会の間違いや矛盾を結晶化したような、健全の権ごん化げ」


    　藻女の言わんとしていることを察したアンナの唇くちびるが震える。藻女はほくそ笑む。


    「可か哀わい想そうなことでありんす。しかしな、アンナ。間違いを正そうとする奥間狸吉が、歪ゆがみの象徴たるそなたの気持ちに応こたえることなど、永えい劫ごうにありえないでありんすよ」


    「そんなはずありませんわ！」


    　藻女の断言に、アンナが全力で嚙かみついた。


    「また、そうやって、わたくしの周りで、わたくしが信頼している方々が、わけのわからないことを言うんですの！　妊にん娠しんが間違っているだとか、ウイルスがどうとか、ころころころころとおっしゃることが変わって！　もううんざりですの！　わたくしがこれまで教えられてきたことが正しいんですの！　卑猥は悪ですの！　ずっと正しく生きてきたわたくしを、奥間君が嫌ったりするはずないんですの！」


    　興奮した様子で、アンナは藻女の言葉を突っぱねる。


    　自分の信じた価値観が壊される恐怖に怯おびえ、必死に抵抗する。


    　そして藻みず女くめは、その必死さと真正面からぶつかり合う気など毛頭なかった。


    「ふむ。アンナ、そなたの気持ちももっともでありんす。誰かから信じるよう強要された価値観や理論など、容易たやすく受け入れられるものではない。十七にもなれば、それも当然のことでありんす。しからばアンナよ。そなたに七色の真実を知る機会を与えよう」


    　藻女が懐ふところから取りだしたのは、小さな鍵かぎだった。


    「これがあれば、この地下国会図書館のあらゆる資料を閲覧することができる。本棚にある不健全雑誌だけではない。卑ひ猥わいに関する歴史、知識、思想、哲学、あらゆる考察がなされた資料を漁あさることはもちろん、海外のネットに繫つながるパソコン端末も利用できる。卑猥を肯こう定ていする意見を、否定する意見を、あらゆる視点から網もう羅らできる。なにが正しいのか、誰の主張に筋が通っているのか、妾わらわはそなたに押しつけたりしないでありんす。そなたの賢い頭で、一から考えてみるでありんすよ。そうしてたどり着いた結論を、妾は尊重する。絶対に。約束でありんすよ、なにがあっても妾はそなたを否定したり見捨てたりはしないでありんす」


    　藻女の絡みつくような声こわ音ねに、これまでの優しさとは一転した挑発するような態度に、アンナはあとずさる。


    「そ、そんな、だって、卑猥なものを見たり聞いたりしたら、悪影響が、ウイルスが……」


    　親から教え込まれた価値観を盾たてに、アンナは抵抗する。


    　だが、


    　───じゅぽっ、じゅぽっ、じゅぽっじゅぽっ。


    　室内のモニターに突とつ如じよ映像が映しだされ、規則的な水音が木こ霊だました。


    「……っ!?」


    　その映像を目の端に捉とらえたアンナが、衝撃に目を見開く。


    　それは男性の下半身から生える突起を、女性が口に含んで愛いとおしげにしゃぶる、アンナが見たこともない映像。しかしおそらく身に覚えのある光景！


    「そんなに凝ぎよう視ししていいでありんすか？　それは《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が定めるところの、卑猥な映像でありんすよ？」


    「う、噓うそですわ！　だってこれは、あ、愛情表現の一種で、正しい行為のはずで……っ！」


    「アンナよ」


    　取り乱すアンナに、藻女はそっと鍵を握らせる。


    「妾の話を否定したいなら、父母のやってきたことが正しいと信じるなら、その根こん拠きよを自分で見つけるでありんす。そうすればきっと、そなたはもう周りの声に惑わされたりしないでありんす。想像妊にん娠しん騒ぎのようなことはもう起こらず、必ずや狸たぬ吉きちとの幸せな未来が切り開けるであろう」


    「……っ」


    　藻みず女くめから鍵かぎを受け取ったアンナは、震える足取りで藻女から距離を取る。


    「だ、大丈夫ですわ。だってわたくしが、間違っているはずありませんもの……奥おく間ま君は洗脳されているだけ、ですもの……わたくしの愛が、卑ひ猥わいと同じだなんて、ありえないですもの……」


    　想像妊にん娠しん時のソフィアの叱しつ責せき、奥間狸たぬ吉きちの逃走、そして唐突に態度を硬化させた藻女の断言。アンナの価値観は徹底的に揺さぶられ、もはや風前の灯火ともしびであった。その壊れかけた価値観を守るため、アンナは自みずから学びの場へと足を踏み入れる。


    　モニタールームからアンナが消えたのを見届けてから、藻女は慈愛を込めて囁ささやいた。


    「さあアンナよ。かつての妾わらわと同じ絶望の底へ、墜おちてくるでありんす」


    　かつて家族に見捨てられ、存在を否定され、精神的な支えをすべて失った自分のように。


    「いままで支えにしていた価値観を失い、奥間狸吉に愛されることなどありえないと思い知ったとき、そなたは妾に依存するしかなくなる」


    　そうすれば、アンナはずっと自分と一緒にいてくれる。アンナと争うことなく狸吉を手に入れることができる。


    「ふひひっ、いひひっ」


    　アンナと狸吉。二人に向けてとびっきりの愛を込め、藻女は笑みをこぼした。

  


  
    



    　第二章　リアルガチナンパ


    



    　僕の計画には、なによりたくさんの人たちの協力が必要不可欠だ。


    　これまで出会ってきた既知の変態。これから出会うだろう未知の変態。そのすべての劣れつ情じようを重ね合わせ、下半身の元気玉をつくりださなくちゃいけない。《ヘルサウンド》突入までにできるだけたくさんの理解者を確保し、協力を仰あおぐ必要があった。


    　かつて《妊娠セット》を全国にバラまくべく仲間に引き入れた各地の変態たちのところへは、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》のメンバーが直接説明に向かってくれている。


    　一方僕はといえば、鼓こ修す理りと早さ乙おと女め先輩が大物との交渉準備を進めてくれている間に、個人的な謝罪を済ませるつもりでいた。それは計画参加の勧誘も兼ねたものには違いないのだけど、メインはあくまで、こんな事態を引き起こしたことに対する謝罪だ。これまでにない社会の混乱、華か城じよう先輩の投獄……北の大地突入までに、僕には頭を下げなければならない人が何人もいた。


    　その射しや精せい──じゃなくて謝罪の一発目は華城先輩の育ての親、撫なで子しこさんの予定だった。けれど事態は僕が思っていたよりもずっと深刻なものになっていた。


    「そうか。わかったぜアニー。あの凶暴女将おかみの居場所がわかったら、すぐ知らせてくれだぜ」


    『了解デース！　全国津々ヌラヌラ、チツ掘りアナ掘りがんばりマース！　ユトリも諦あきらめずに頑張るデスヨ!?　合言葉は一夫た──』


    「～～～余計なお世話だぜ！　黙って仕事に戻れ！」


    　ゆとりがアニーからの通信をぶつ切りし、なぜか顔を赤くしながら肩で息をする。


    　脱だつ獄ごくの夜から二日が経たった、四月三日の午後。


    　僕たちはいま、第一清せい麗れい指定都市近くの林道を走る車の中にいた。


    　ＰＭを完全停止された僕は現在、公共交通機関を使用できない身の上だ。《捕ほ乳にゆう類》の人に送迎を頼み、ゆとりには各メンバーとの通信を頼んでいる。……なんだか、ここまでいろいろやってもらっていると、申し訳なさを通り越して恥ずかしいね。赤ちゃんプレイしてるみたい。


    　ああ、なんかそう考えると、急におっぱい飲みたくなってきたな。童心ならぬ童どう体ていに帰って、思う存分女体に包み込まれたい。男には誰だって、そう思ってしまう瞬間があるのだ。


    「ったく。んで、どうすんだ？　やっぱりっつーかなんつーか、朱あけ門かど温泉はもうダメらしい」


    「……うん、そうだね」


    　華か城じよう先輩が育った土地、朱門温泉。


    　そこは現在、凶悪な下ネタテロリスト《雪せつ原げんの青あお》が育った土地として報道が繰り返された結果、ほとんど廃はい墟きよのような状態になっているらしい。客足は遠のき、従業員の多くは早々に雲隠れ、もはや観光地としての復活は望めないほどの大打撃だという。


    　朱門温泉を取り仕切る立場にある撫なで子しこさんに至っては、旦だん那なさんもろとも善ぜん導どう課に連れていかれたまま、行方ゆくえがわからなくなっているという。恐らくは《雪原の青》の育ての親として任意同行を求められた直後に《公然猥わい褻せつウイルス》のパンデミックが発生し、善導課内部でも情報が混乱したままなのだろう。


    　混乱の続く善導課内部からアニーが有力な情報を掘り出してくれるまで、撫子さんに関してはひとまず棚上げするしかなさそうだ。


    　となると、次に僕が話をしに向かわないといけないのは……。


    「ゆとり。悪いんだけど、もう一回アニーに通信を……って、どうしたの？　さっきから顔が赤いままだけど大丈夫？」


    「な、なんでもねーぜ！　ええと、あのアホに通信繫つなげばいいんだな？」


    　ゆとりが慌あわててＰＭを操作する。その手つきはなんだか八つ当たりでもしているかのようで「あの金髪、ふざけやがって」だの「せっかく吹っ切れそうだったのに余計なことを」だの、ひたすらアニーへの罵ば倒とうらしきものを繰り返していた。


    　……なんだか随分仲良くなったみたいだけど、二人の間に一体なにがあったのだろうか。


    



    　　　　　　●


    



    　それは狸たぬ吉きちが自然公園の公民館で作戦の概がい要ようを語った直後のこと。ゆとりが鼓こ修す理りを無理やり連れだしたときのことだった。


    「ちょっと借りるぜ」


    　ゆとりはそう言って、鼓修理の胸に顔を埋うずめた。


    「……ちゃんと返すっスよ。っつっても、お前には返す膨ふくらみなんてなかったっスね」


    　鼓修理の挑発にも、いまは反応する余裕がなかった。建物のほうにまで泣き声が聞こえないよう、思いっきり鼓修理の胸に顔を埋めていた。


    　綾あや女めとの出会いを経へて、狸吉がどれだけ変わったのか。狸吉にとって綾女がどれだけ特別か。改めて思い知らされた。そこに自分が入り込む余地などないのだと思い知らされた。去年の夏からそれは感じ取っていた。けれど核心からは目を逸そらしたままここまで来た。でももう限界だった。


    　そもそも最初から、不毛な恋だったのだ。


    　中学時代にやさぐれていたゆとりを救ってくれたのは、あのアンナとかいう女に感化された狸吉で。


    　去年の夏にゆとりたちを助けてくれたのは、綾女に感化された狸吉で。


    　いつもいつも、ほかの女の手で成長した狸吉の後ろ姿に、横顔に、ゆとりは惹ひかれていた。


    　ようやく思い知らされた。ようやく吹っ切れる。今日きようは思い切り泣いて、そうして明日あしたからは余計なことなど考えず、純粋に狸吉の力となろう。このどうしようもない気持ちのすべてを、このふざけた社会に全力で叩たたき付けてやろう。いまとなっては少々お門かど違いな八つ当たりかもしれないが、失恋の直後に理性的な判断など下せるものか。


    　ゆとりはそう自分に言い聞かせ、鼓修理の私服に各種体液をなすりつけながら、全力で暴れ回るための大たい義ぎ名めい分ぶんを己おのれの乙おと女め心ごころから生み出し続けていた。


    　そのときだった。


    「話は聞かせてもらいマシタ！」


    　ばーん！　とその巨きよ乳にゆうを揺らして現れたのは、あの能天気な金髪碧へき眼がん、アニー・ブラウンだった。


    「もしやもしやと思っていマシタが、あなたもタヌキチのことがスキなんデスネ!?」


    「ああ？　冷やかしにきたのか？　つーかお前だって失恋組だろうが。この即席にわか女」


    　失恋直後で気が立っているうえに、天敵である巨乳が乳を揺らしてやってきたということで、ゆとりはいつにも増して口が悪くなっていた。


    　しかしアニーはへこたれない。


    「ノーッ！　それは違いマース！　ワタシたちはまだ全然失恋なんてしてねーデース！」


    「……はぁ？」


    　鼓修理の胸に顔を埋めたまま、ゆとりは怪け訝げんそうな声を漏もらす。鼓修理は面倒くさそうな気配を感じたのか逃げ出そうと身をよじるが、ゆとりがそれを許さない。


    「狸たぬ吉きちを見ててわかんねーのか？　あいつは《雪せつ原げんの青あお》一筋で……」


    「そんなのまったく関係ねーのデス！　というか」


    　そこでアニーがさらに笑え顔がおを爆発させる。


    「これだけたくさんの女の子に助けてもらっておいて、本命がいるからサヨナラバイバイなんて、ここが日本でなかったらショットガン持ち出してるところデース！　蜂はちの巣デース」


    　あれ？　この人もしかして、あの化け物女と同類の人？　とゆとりは若じやつ干かん引く。


    　だがその予想は少し外れた。


    　アンナとは別のベクトルで、アニーは頭がおかしかった。


    「そこで一つ、全部が丸く収まる制度をワタシから提案デース！　その名もイップタサイ！　みんなで一丸となってタヌキチに圧力をかけるデース！」


    「……えーと。いろいろ言いたいことはあるが……あんたの国がどうかは知らねーけど、日本は一夫一妻制だから、そういうの無理だぜ？」


    「？　ニッポンは三か月ワンクールごとにヨメを増やしていく国じゃねーんデスカ？」


    「どんな男女比だぜ!?」


    「つーかそれ、大昔のネットスラングだと思うっスよ」


    　アニーは自分の勘違いを正されて「ソンナ……」と声を漏もらす。
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    　しかし数秒考えたのち、またその表情が明るく輝かがやいた。


    「いや、問題ねーデス！　きっとどうにかなりマス！」


    「その自信はどこから来るんだぜ……」


    「いいデスカ!?　いまワタシたちはタヌキチの指示の下もと、この国を大きく変えようとしてるわけデス。かつてのエロドージン天国だったニッポンを取り戻す！」


    　ＰＭをいじって禁止単語を言いたい放題となっているアニーが好き勝手に喋しやべり散らす。


    「それはとんでもない規模のアクメ──ん？　革命？　になるはずデース。なら、どさくさにまぎれてイップタサイを取り入れることもきっとでき──」


    「できるかアホ！」


    　ゆとりは食い気味にツッコんだ。


    　アホらしい。なにを考えているのだこの巨きよ乳にゆうは。


    「大体、そんなやり方で一緒になったって、嬉うれしくもなんとも──」


    「ほんとーにデスカ？」


    　にんまりと笑いながらアニーがゆとりの顔を覗のぞきこむ。ゆとりは鼓こ修す理りの胸に顔を埋うずめて視線から逃のがれるが、アニーは追撃をやめない。


    「ワタシたちは下ネタテロリストデース。間違ったやり方がお似合いだと、タヌキチも言ってマシタ。そのタヌキチなら、きっとワタシたちをヨメとして認知してくれマース。というかさせマス。シキューの果てまで追いかけて、ファック＆マリッジデース」


    　ありえない話だと思うのに、やけに力強く断言するアニーの言葉に、ゆとりは心を動かされそうになる。というか、これまで日本がどれだけふざけた制度を導入してきたかを考えれば、一夫多妻ぐらい、ゴリ押しできるような気さえしてきた。


    「って、バカかあたしは！」


    　だがどうにか理性を総動員して頭を振り、アニーにびしりと向き直る。


    「てめーっ！　そのでかいので狸たぬ吉きちを誑たぶらかそうとした次は、あたしを誑かす気か！　そんなアホみたいな話に乗るほどあたしがアホに見えるか！」


    「それは残念デース」


    　と、アニーはどこからか紙とペンを取りだすと、ゆとりに突きつけた。


    「ならこの誓せい約やく書しよに、『もしニッポンでイップタサイが挿そう入にゆうされても、タヌキチのヨメにはならない』とサインしてクダサイ」


    「は？」


    「仲間がいたほうが、タヌキチを追い詰めるのも、イップタサイ挿入工作も簡単になると思ったので勧誘しましたけど、そうでないならサインするデース」


    「な、なんであたしがこんなもん……」


    「いくらイップタサイといっても、タヌキチにも弾数制限があるデース」


    　アニーのあけすけな答えに、ゆとりは赤面する。


    「ならやっぱり、ライバルは少ないほうがいいのデース。協力ができないというなら、これにサインをお願いしマース。それとも」


    　アニーはこの場に乱入してきたときと同じ、底抜けに明るい笑え顔がおを浮かべると、


    「やっぱりまだ、タヌキチに未練あるデスカ？」


    「～～～～～～っ」


    　ゆとりは耐えきれなくなり、鼓こ修す理りを解放すると、建物のほうへと逃げ出した。


    「フッフッフ。断言するデース。あなたは必ずここに戻ってくるデス！　ワタシと協力して、この国にイップタサイをぶっ込むデース！」


    「……あいつも厄やつ介かいなのばっかりに好かれるっスねぇ。まあ、鼓修理の知ったこっちゃねーっスけど」


    　こうして、狸たぬ吉きちのあずかり知らぬ水面下。


    　狸吉の進める一世一代の大作戦とは別に、狸吉包ほう囲い網もうという名の有ゆう刺し鉄線が着々と彼の周りに張り巡らされていくのだった。
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    「……はぁ」


    「なんだかゆとり、疲れてない？」


    「……別に」


    　ゆとりは素そっ気けなく僕から目を逸そらし、淡々とＰＭを起動する。


    　なんだか刺し殺されそうな気配を感じて、それ以上追及することなく、僕は通信に集中した。


    「もしもしアニー」


    『Oh！オー　どうしたデスカ、タヌキチ！　たった数分でワタシの声が恋しくなったデスネ!?』


    「いやいや……。そうじゃなくてね、ちょっと訊ききそびれたことがあって」


    『なんでも訊いてクダサーイ！』


    　僕はこれから会いに行く相手への手て土産みやげに、恥を忍んでその質問を繰り出した。


    　先に断ことわっておくけど、背はい徳とく感かんに胸をドキドキ、アソコをバキバキになんてしてないからね？


    「アニーの下の毛って、何色なの？」


    『金色デース！　けど、剃そってるので答えは透明！　正しよう真しん正しよう銘めいのパイパンマンなのデース！』


    　その瞬間、僕の体を激しい衝撃が襲おそった。


    　予想外すぎる答えに心の金玉が爆発四散したのかと思ったけど、どうやら違うらしい。


    「なんっであたしはこんなアホどもに振りまわされなきゃいけねええええんだああああ！」


    「ちょっ、やめっ、ゆとりストップ！　死ぬっ！　らめぇ！　死んじゃうううっ！」


    　ゆとりに蹴けり殺されそうになりながら、僕は決死の思いで運転手さんに行き先を知らせた。
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    　四月三日の夜。


    　僕たちは一度逃げ出した第一清せい麗れい指定都市に舞い戻り、闇やみに紛まぎれて行動していた。


    《公然猥わい褻せつウイルス》感染を恐れてか、道を行き交う人は少なく、善ぜん導どう課のパトロールをくぐり抜けるのは少々骨が折れた。


    「いてて……死ぬかと思った……」


    「お前がくだらねーこと言ってるからだぜ」


    　ゆとりがそっぽを向いて言う。


    「んなことより、ここでいいのか？」


    「うん」


    　僕はパンツの代わりにかぶっていた帽子とマスクを外し、明かりの漏もれるアパートのドアをノックした。


    　中から顔を出したその人に、僕は名刺代わりのエロイラストを手渡す。そしてこの一年ずっとはぐらかしてきた、彼女の恥的好奇心を満たす類たぐいの情報を口にする。


    「あの娘は下の毛は、金色らしいよ。いまは剃そってるってさ」


    　やっていることは完全にただのセクハラだ。けど、この情報は卒業式のあの日、彼女がしきりに訊ねたきた質問の答え。正体を明かす際の手土産としては、悪くないはずだった。


    「……ようやくわたしに正体を明かしてくれましたか。《ＳＯＸソツクス》の一員、奥おく間ま狸たぬ吉きちさん」


    　不ふ破わさんは淡々とした表情のまま、呆あきれたように息を吐いた。その傍かたわらでは柴犬のペスが「へっへっへ」と発情したエロ親父のような息を漏もらす。


    「こんなどうしようもない状況で今さら感は否いなめませんが。まあ上がってください。どうせあなたのことです。またなにか、面白いことを考えついたのでしょう」


    　そう言う不破さんの顔は、心なしか、うっすら笑っているように見えた。


    　そうして僕とゆとりは招き入れられるまま、不破さんの部屋にお邪魔した。


    



    「ええと、本題に入る前に、ごめん不破さん。生徒会、いまどうなってる？」


    「訊きくまでもないでしょう。無茶苦茶ですよ。新学期まであと数日だというのに、なにも進んでいません。栄養ドリンクの摂とりすぎなのか寝不足なのか、なんだか最近、部屋の隅に男性の肉の棒が浮かんでいるのが見えます」


    　不破さんが少し危ない目つきで部屋の隅に視線を送る。若じやつ干かん焦しよう点てんが合っていない。


    「……あー、ホントにごめん」


    「まあ、あなたがわたしに正体を明かしてくれたことで、チャラにしましょう。して、わたしはなにをすればいいのでしょう」


    　不ふ破わさんは湯飲みに注がれた自家製栄養ドリンク（ほとんど固体）を飲み干す。一応僕とゆとりの分もあるのだけど、摂取したが最後、上の口からの潮吹きが止まりそうにない臭においを発している。ここはスルー安定だ。


    「とはいえ、誰がどう動いたところで好転しそうにないこの状況。わたしの持つ手札の中で役立ちそうなものといえば、そうですね……対象人物が好む卑ひ猥わいの種類を数秒で見抜く技術、くらいでしょうか」


    「いやいや、冗談は置いておいてさ」


    　この状況を好転させるのには役立ちそうにないうえに、インチキくさいことこのうえないスキルだ。


    「む、信じていませんね」


    　不破さんが無表情のまま、少々ムッとしたように言う。


    「いいでしょう。先ほどはチャラにすると言いましたが、生徒会の仕事を押しつけられたぶん、少々仕返しをさせてもらいます。……本当に大変なのですよ」


    　不破さんはそう言うと、濃いクマに縁取られた半眼をじっとこちらに向けてくる。


    　……え？　マジなの？　そのスキル、不破さんジョークとかじゃないの？


    　いやいやまさか……。確かに不破さんの観察力と卑猥に関する知的探究心が合わさればありえない話でもないけど……いやさすがに。


    　僕の焦あせりをよそに、不破さんは「ふむ。わかりました」と一つ頷うなずく。


    「奥おく間まさん。あなたはそこの、ええと、濡ぬれ衣ごろもさん？　の四し肢しに大注目していますね」


    「っ！　な、え、あ、あたし!?」


    　ゆとりがぼっと赤面する。


    「そ、そそ、そんなことないぞ!?　デタラメだ！」


    　僕が否定すると、不破さんはダメ押しするように分析結果を追加で語る。


    「加えて奥間さんは、濡衣さんの慎つつましやかな胸部をほかの大きな方と並べ、その恥ち辱じよくに耐えきれず悔くやしそうな顔をする姿を見たい、とも思っていますね」


    「どうしてわかっ……噓うそだ！　こんな詳細にわかるわけない！　デタラメだあ！」


    　ゆとりが台所で包丁を探し始めたのを見て、僕は必死に弁解する。なぜバレたし……。


    　まさか本当に不破さんは人の性せい癖へきを見抜くスキルを手にしているのか……？


    「ふむ。まだ信じてくれませんか。では」


    　と、不破さんが包丁を手にしたゆとりに視線を向ける。


    「濡衣さん」


    「へっ？　あ、あたし？」


    　突とつ如じよ矛ほこ先さきを向けられたゆとりが間の抜けた声を漏もらす。


    「あなたは……ふむ。誰とは言いませんが、いくら好いているとはいえ、男性の象徴にばかり目を向けるのはいかがなものかと思いますよ？　いえ、気持ちはとてもよくわかりますが」


    「ぎゃあああああああああああっ!?」


    　ゆとりが絶叫して包丁を取りこぼす。


    「くっ、初対面でゆとりの興味の対象を見抜くなんて……不ふ破わさん、そのスキル、本当に本物なのか……っ!?」


    　僕は観念して冷や汗を流した。ああそうですよ。貧ひん乳にゆうを辱はずかしめたいという密ひそかな欲求がありますよ、僕には。これで満足か。


    「ちょっ、狸たぬ吉きちお前！　な、なんであんな、デ、デタラメ信じてんだぜ!?　あたしのこと、なんだと思ってんだ!?」


    　なにって、みんなのペニス＠マスターでしょ？


    「信じてくださいましたか？」


    　大混乱する僕らを前に、不破さんはあくまで淡々とした調子で言う。


    「……わかった。観念する。信じる」


    　僕は両手をあげて降参を示した。これ以上抵抗して、もっとヤバイ性せい癖へきを掘り起こされてはたまらない。ゆとりもそう感じたのか、「くっ！」という顔をして黙りこむ。


    「あー、でもさ、凄すごいスキルを披露してもらっておいてなんだけど、今回はそれ、使う機会ないよ」


    「それは残念です」


    　そうして僕はようやく本題に入る。


    「僕たちはこれから北の大地の監かん獄ごくエリア《ヘルサウンド》に乗り込んで、大規模な脱走騒ぎを起こす予定なんだ」


    「……」


    　不破さんが目を見張る。


    「不破さんは、時とき岡おか学園の生徒を中心に、一般人を繫つなぐ強いネットワークをもってるよね？」


    「はい。卒業してしまった方も含め、いまもネットワークは維持してあります」


    　不破さんを中心としたネットワーク。それは去年の夏に発生した下着ドロを捕まえる戦力となり、夏休み明けには単純所持禁止条例と戦ううえでとても大きな力となった。


    「不破さんと不破さんの率ひきいるネットワークには、僕らが手引きする大脱走に合わせて、しかるべき内容のデマを流してほしいと思ってるんだ。というのも──」


    　最初にしてほしいことを切り出し、次に作戦の狙ねらいと全容を語って納得してもらう──そういう手順を踏んで不破さんに協力を取り付けようとしていたときだった。


    「わかりました。了解です。流すべきデマの内容を詳しく教えていただけますか」


    「……え？」


    　不ふ破わさんは作戦の詳細を聞くまでもなく、僕たちへの協力を決めてくれた。


    「ええと、いいの？」


    「なにがですか？」


    「いや、いまの説明だけだと、僕らが《雪せつ原げんの青あお》を助けるためだけに無責任な騒ぎを起こそうとしている、なんて捉とらえられてもおかしくないんだけど」


    「なにを言っているのですか」


    　すると不破さんは心外だとばかりに首を傾かしげる。


    「あなた方《ＳＯＸソツクス》が、そのように短絡的な作戦を提案するはずがありませんから。それに」


    　不破さんは僕たちが放置していた自家製栄養ドリンクをも飲み干し、そして、使い慣れていない筋肉を総動員して、笑みをつくってみせた。


    「去年の春先、あなた方がソフィア・錦にしきノの宮みやの強制署名を叩たたき潰つぶしてくれたときからずっと、わたしはあなた方を信頼しているのです」


    「……不破さんが笑ったとこ、初めて見たかも」


    「そうですか？　わたしはいつも心の中でにやにや笑っていますよ」


    　不破さんの顔に浮かんだ笑みはすぐに消える。不破さんは顔面の筋肉をほぐすためか、照れ隠しか、顔をもにゅもにゅと揉もむ。
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    「とはいえ、確かに少々勇み足というか。わたしにしては少々感情的にすぎる決断でしたね」


    　そう反省の弁をのべると、改めて僕に向き直る。


    「作戦の詳細な説明をお願いします。このどうしようもない状況を打破するための考えとやら、とても興味深いです」


    「わかった」


    　僕は笑いながら頷うなずいた。不ふ破わさんが卑ひ猥わいな物事以外に興味を示したのが少しおかしかったのだ。


    「ああ、そうです。これを忘れてはいけません」


    　と、不破さんが紙とペンを取りだし、僕に突き出してくる。


    「作戦が成功した暁あかつきには、あなたと《雪せつ原げんの青あお》が保有する卑猥な知識とそれに対する考察のすべてを、わたしにご教授ください。実じつ践せん形式で、懇こん切せつ丁てい寧ねいに」


    　持ち出してきた紙とペンは、どうやら誓せい約やく書しよらしい。


    「……不破さんはやっぱりブレないね」


    「当然の報ほう酬しゆうです」


    　僕は苦笑しながら、紙にサインした。


    『作戦が成功した暁には、卑猥な知識とそれに対する考察のすべてを、懇切丁寧に教えます。ただし、実践はなしで』


    「……奥おく間まさんも相変わらず、ガードが堅いですね」


    　当然だ。僕がいままでどれだけの童どう貞てい力りよくを駆く使しして貞てい操そうを守ってきたと思う？　僕は好きな女の子のチンポならお尻しりに挿いれても痛くないほどのエロ人間だけど、節せつ操そうなしではない。アイアンメイデンならぬ鉄の童貞なのだ。


    「それじゃあ、作戦の詳細について教えるから、しっかり覚えてね」


    　そうして僕は、パンツを脱ぎ捨てた状態で、初めて不破さんと正面から向き合うのであった。
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    　ピピピピピピ。


    　不破さんへの説明を一通り終え、デマを流すタイミングなどについて詳しく打ち合わせを重ねていたときだ。


    「もしもしだぜ」


    　ゆとりのＰＭに着信があった。通信が周囲に聞こえないモードにしているけど、相手はまず間違いなくアニーだろう。


    「ああ、ああ、わかったぜ。狸たぬ吉きちに伝えとく。……だーかーら！　余計なこと言うんじゃねえっつーの！　あたしは絶対、お前の提案なんかに乗ったりしねーからな！」


    　なにやら口論を挟んだのち、ゆとりは通信をブチ切りする。……なんだろう。なんだか寒さむ気けがする。シコシコスクワットで体温を上げたい気分だ。


    「撫なで子しこの居場所がわかったらしいぜ。ここから近い」


    「わかった。こっちもちょうどキリのいいところだったし、すぐに向かおう」


    「奥おく間まさん」


    　慌あわただしくアパートをあとにしようとする僕たちを、不ふ破わさんが引き留める。


    「計画の性質上、下準備の重要性はわかりますが、無理はなさらぬように」


    　パックに包まれた自家製栄養ドリンクを手渡される。激励なのか嫌がらせなのか判断に困るところだけど、まあ後者だろう。この栄養ドリンク（仮）、栄養ドリンクとしては役に立たないけど、お守りとしては役に立つからね（護身グッズ的な意味で）。


    「ありがとう。僕が言えた義理じゃないけど、不破さんも無理はしないでね」


    「それは約束しかねますね。《ＳＯＸソツクス》直じき々じきに卑ひ猥わいを教えていただくせっかくのチャンス、怠なまけることなどできません」


    　言いつつ、不破さんが先ほどの誓せい約やく書しよを指さす。


    　それから不破さんは、おもむろにパンティーを脱ぎ脱ぎし始めた。


    「なに!?　唐突すぎるよ不破さん!?」


    　呆あつ気けにとられる僕。僕の目にチョキで殴りかかってくるゆとり。


    「それでは、健闘を祈ります」


    　目を押さえてのたうち回る僕を無表情に見下ろしながら、不破さんが純白のパンティーをひらひらと振る。


    　なんなの？　出征する兵士に向けて白いハンカチでも振ってるつもりなの？　そのせいで僕、のっけから失明しかけてるんだけど。


    「ほらっ、デレデレしてないでとっとと行くぜ！」


    「僕は悪くないのに！」


    「うるせえぜ。あとで《雪せつ原げんの青あお》に言いつけんぞ？」


    「ごめんなさい」


    　僕は素直に謝った。それはズルいよ、ゆとり。金玉握りしめるくらいズルい。


    　改めて不破さんに挨あい拶さつしてから、アパートをあとにする。


    　アパートの扉とびらが閉まる直前、ちらりと不破さんの後ろ姿が見えた。


    　ひらひらと揺らしていた脱ぎたてパンティーを頭にかぶり、彼女はどこか、誇らしげに胸を張っているように見えた。
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    「あのさ、ゆとり。心配してくれるのは嬉うれしいんだけど、撫なで子しこさんのとこには、僕一人で行きたいんだよね。……いろいろ、私的な話にもなりそうだし……頼むよ、このとおり」


    　撫子さん夫婦が善ぜん導どう課によって軟なん禁きんされていたのは、僕が捕まっていた善導課第一清せい麗れい指定都市本部のほど近くにある高級マンションだった。


    　アニーが調べたところによると、善導課本部内の簡易拘こう留りゆう所しよが《公然猥わい褻せつウイルス》感染者でいっぱいになってしまったため、重要参考人の域を出ない撫子さん夫妻は一時的な緊急措そ置ちとしてここに軟禁されているらしい。


    　アニーが遠えん隔かく操作でマンションのセキュリティをごまかしてくれているうちに潜入し、内部を進む。


    　その道中、撫子さん夫妻とは一人で話をしたいという僕の頼みをゆとりは頑かたくなに拒み続けた。


    「ダメだぜ。あたしも同席する。絶対だぜ。異論は認めねー」


    「そこをなんとかうぐ!?」


    　ゆとりが僕のほっぺを両側からつまみ、全力で引っ張ってきた。痛い！　痛いよゆとり！　僕の上の口を〝くぱぁ〟してどうするつもり!?


    「い・い・か・ら。お前があの女将おかみとする私的な話なんて、大体想像がつくんだぜ。あのアホ金髪の戯ざれ言ごとに揺らぎそうな自分をぶん殴るために、あたしはそこに同席しなくちゃいけねーんだ」


    「？？？」


    　ゆとりの主張は意味不明だ。けれどその剣幕に圧倒され、僕はついに折れることになった。


    「っと、静かにっ」


    　曲がり角の向こうに人の気配を感じ、ゆとりに上の口くぱぁを解除してもらう。


    　気配がしたほうをそっと覗のぞきこむ。


    　二つのドアの前にそれぞれ一人ずつ、計二人の善導課職員が立っていた。人数こそ少ないが、二人ともテーザー銃じゆうやらなんやらで完全武装している。《公然猥褻ウイルス》で人手が削られている分の穴埋めだろう。……道具で穴を埋めるなんて、いやらしい！


    「あれは厄やつ介かいだぜ。正面から行くのはちょっとな……」


    「僕が囮おとりになるよ。あの二人が僕に注目してる間に、ゆとりが後ろから攻撃してくれ」


    「えっ、囮ったってお前、善導課には素顔が割れてんじゃねえのかよ」


    「大丈夫大丈夫」


    　僕は帽子をかぶり、ごく自然体で廊下に身を躍らせた。


    　そのまま何食わぬ顔で善導課職員の前を通り過ぎようとしたところで、


    「おい、あんた」


    　善導課職員に呼び止められる。


    「見慣れないやつだな。悪いんだが、ちょっとその帽子、とってくれるか」


    「……わかりました」


    　次の瞬間、僕は全ぜん裸らになる。


    　続けて自慢のふぐりを見せつけるようにブリッジ姿勢となって、ぶるんぶるん腰を振る。


    「おびょびょびょびょびょびょびょ！」


    　奇声をあげ、ゆとりが身を潜ひそめる曲がり角から遠ざかるように、かさかさと廊下を動き回った。


    「……よ、妖魔の類たぐいか!?　それとも新あら手ての感染者!?」


    「バカ野や郎ろう！　なんでもいいから撃て！　撃てぇ！」


    　クリーチャーにでも出くわしたかのような悲鳴とともに、善ぜん導どう課職員がテーザー銃じゆうを僕に向ける。しかし僕は慌あわてない。善導課職員の背後に、人影が舞ったからだ。


    「アホかあああああああああっ！」


    　一いつ閃せん。ゆとりの強烈な蹴けりが善導課職員の後頭部に直撃する。二人は声もなく倒れた。


    「お見事。さすがはゆとりだね」


    「いいから早く服を着ろだぜ！　ほんっとにお前、地下国会図書館の一件以来、思い切りがよすぎだぜ！」


    　ゆとりが投げつけてきた服をいそいそと着ていると、善導課職員が見張っていたドアの一つがゆっくりと開いた。和服に身を包んだ壮年の女性が顔を覗のぞかせる。


    「いまの騒ぎは……あ？　……おめぇ」


    　撫なで子しこさんがドアを大きく開け、廊下でのびる善導課職員を見下ろし、「ったく」と呟つぶやく。


    「《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》に捕まったくらいで諦あきらめるタマじゃなかったってことかい。……あたいに用があるんだろ。入んな。交代の職員が来るまでに終わらせるんだよ」


    　キセルから煙を立ち上らせながら、撫子さんは僕とゆとりを室内に招き入れるのだった。


    　もちろん、廊下で気絶する善導課職員がマンションのほかの住人に見つからないよう、部屋に引きずり込んでおくことも忘れない。健全な人はしまっちゃおうねぇ。
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    　テーブルを挟み、僕とゆとりは撫子さんの反対側のソファに腰を下ろした。


    「ここへは、謝罪をしに来ました」


    　ソファに座ってからじっと僕が切り出すのを待っていた撫子さんへ、僕は頭を下げる。


    「一つ目は、華か城じよう先輩を守り切れなかったこと。二つ目は、僕たちが先走ったせいで朱あけ門かど温泉があんなことになってしまったことです。本当にすみませんでした」


    　撫子さんはじっくり時間をかけて息を吸い、たっぷりの紫し煙えんを吐き出す。


    「それはどっちも、あのバカ娘がテロリストになったときから覚悟してきたことさ。いま隣の部屋に軟なん禁きんされてる旦だん那なとあたい以外、大抵の従業員には再就職先も用意してやってたしな」


    　撫なで子しこさんはあっけらかんと言い放ち、じろりと僕の目を覗のぞきこんだ。


    「おめぇ、ここには謝りに来たって言ったが、本当に本題はそれだけなのかい？　……それにしちゃあ、随分と目に力がある」


    「バレましたか」


    　頭をかきながら、僕は撫子さんに確認するべく一つ質問を投げかけた。


    「撫子さんたちに対する善ぜん導どう課の追及はどんな感じですか」


    　質問の意図を読み取るような沈黙を挟んで、撫子さんは答える。


    「そうさねぇ……そう簡単に見つかる証しよう拠こなんて残してないし、《公然猥わい褻せつウイルス》なんて馬ば鹿かげた病気の対応で、善導課はいまてんやわんやだ。『《ＳＯＸソツクス》は綾あや女めが勝手にやったこと』ってしらばっくれりゃあ、お咎とがめなしも難しくはないだろうねぇ。今さらあたいなんぞの逮たい捕ほにこだわる理由もないし、ごまかせるだろ。だがね」


    　カン、と。撫子さんのキセルが灰皿を打つ。


    「おめぇがあたいになにを期待してるか知らねえけど、あたいは善導課に噓うそをつくつもりはねぇよ。堂々と、自分の娘が望むままに育ててやっただけだと、胸を張って答えてやらぁ。旦那もろとも、娑しや婆ばに残るつもりは毛頭ないね。……身内が離ればなれに収監される《ヘルサウンド》の性質上、顔を合わせることはねぇだろうが、それでもこっちでのうのうと過ごしてるよりかは、あの娘の近くで生きていける」


    　撫子さんの目は本気だった。本気汁だった。


    　本気汁には我慢汁で対抗すべし。


    　撫子さんからの叱しつ責せきを覚悟のうえで、僕は我慢強く交渉するべく腹をくくる。


    「撫子さんの気持ちはわかりました」


    　僕は再び頭を下げた。


    「ですが、そこを曲げて、娑婆に残っておいてもらいたいんです」


    「……あぁ？　どういうつもりだい？」


    　撫子さんが不愉快そうに声を低くする。


    「藻みず女くめさんがつくり上げようとしている最悪の規制社会を台なしにする策があります。撫子さんにもその作戦に協力してほしいんです」


    　朱あけ門かど温泉の人たちを筆頭に、撫子さんには不ふ破わさんにも勝まさるとも劣おとらない人脈がある。いやそれどころか、年期と信頼という面では不破さんのネットワークをも上回る繫つながりだ。不破さんと同様、しかるべきタイミングでデマを流してもらうのに、これ以上うってつけの人材もない。是ぜが非ひでも、撫子さんには協力をお願いしたいのだ。


    「……この状況を、どうにかするだぁ？」


    　撫子さんの声がにわかに殺気を帯びる。撫子さんのＰＭが虚こ空くうに映像を映しだした。


    　そこに映しだされたニュース映像は、国会議事堂周辺で今日きようの昼ごろ行おこなわれていたらしいデモの光景だ。


    「二週間くらい前まで、この辺りじゃあ、不健全雑誌を解放しろってデモやってたよな。それが、いまじゃこれだ」


    　国会議事堂周辺から国会図書館付近にまではみ出している人々が掲かかげているプラカード。そこには規制強化を望む言葉と、感染者隔かく離り法案の審議が遅れていることに対する強い不満が端たん的てきに書き示されていた。


    　たった二週間で、世論はここまで変わってしまった。女騎士の即墜おち二コマ並みの急展開だ。


    「それをおめぇ、どうにかするっつったな？　……あたいに娘を裏切らせるだけの勝算があるんだろうね？」


    「二年」


    　僕は顔を上げた。今にもブチ切れて僕のアナルを根性焼きしそうな撫なで子しこさんと真っ向から睨にらみ合う。


    「二年、長くとも三年で、藻みず女くめさんの目もく論ろ見みを完かん膚ぷなきまでに破壊してみせます。感染者の隔離先である北の大地を含む日本全土で、同時に大規模なデモを引き起こすことで」


    　僕は断言した。年数に関してはあくまで試算だけど、不ふ破わさんとも相談した結果だ。そう大きくずれることはないだろう。


    「……随分と強気じゃねぇか。いいぜ、語ってみろよ、その作戦とやら。下へ手たな戯ざれ言ごとだったりしたら、てめえの粗末な肉の棒、灼やけた砂ん中に突っ込んでやる」


    　撫子さんを納得させられなかったら、根性焼きならぬ男だん根こん焼きの刑……。僕はより一層気を引き締めつつ、撫子さんに作戦の全容を語った。


    



    「……はぁ。まったく、バカのやること。アホの考えることさね」


    　僕の話を聞き終えた撫子さんは、呆あきれかえったように大きく煙を吐いた。あんまり煙を吐きだしすぎて、もはや部屋の中は精せい液えきの海、母ぼ乳にゆうの溜たまり場とでも形容すべき白さだ。


    　そうして僕の作戦に乗るかどうか決めかねるように何度も何度も煙を吐いたあと、「ああもう、まどろっこしい」とかぶりを振って、撫子さんはずいとこちらに身を乗り出してきた。


    「単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きくぞ」


    「はい」


    「おめぇ、綾あや女めのこと、どう思ってる？」


    「結婚を前提に付き合いたいと思ってます」


    「うぐはぁ！」


    　ん？　なんかいま、まるで誰かが吐と血けつしたようなうめき声が聞こえたぞ。


    　そちらに目を向けようとしたところで、僕の意識はもっと大きな音に引き寄せられた。


    「──アッハハハハハハハハハハハハハハハハ！」


    　テーブルの向こうで、撫なで子しこさんが爆笑していた。


    　身をよじり、腹を抱え、目め尻じりの涙を拭ぬぐっている。


    「……ええと、あの、なにがそんなにおかしいのでしょーか」


    　今さらながら即答したことが恥ずかしくなり、マッチのように顔が火ほ照てる。ところでマッチって先端が赤く膨ふくらんでて亀き頭とうみたいだし、火をつけたあとは先端から白いもの（煙）が出るし、できすぎなくらいのジョークグッズだよね！　などとわけのわからないことを考えてしまうくらいには恥ずかしい。


    「アッハッハッッハッハ！　ひー、ひひっひ。去年の今ごろまで、綾あや女めは間違いなく一生独り身なんだろうと思ってたってのに！　世の中どうなるかわからねぇもんだよ。まあ、あの子にお似合いの頭おかしい、変質者紛まがいのやつだけどねぇ」


    　撫子さんは失礼な発言を連発しながら、満足気に「よし」と頷うなずく。


    「せっかく奇跡的に嫁のもらい手が見つかったんだ。藻みず女くめだかのつくる規制社会が自壊するのを待って、婚期を何十年もオーバーさせるわけにはいかないねぇ。二年後か三年後か、女の盛りに白しろ無む垢く着せてやろうじゃねーか。──ところで」


    　それまでとは一転してノリノリになった撫子さんが、ふと冷静な顔をして僕の隣を指さした。


    「そいつは大丈夫なのかい？」


    「う、うへ、狙ねらいどおりだぜ。やっぱり親へのご挨あい拶さつ的な展開になりやがったぜ……うへへへ。よーし、もっとだ。もっとだぜ。あの金髪の甘かん言げんに惑わされない強い心をつくるために。ほーら狸たぬ吉きち。あたしの心に七しち難なん八はつ苦くを与えたまえだぜ……うへへへ」


    　死んだ魚のような目をしたゆとりが、ソファの上で精神崩ほう壊かいを起こしていた。なんだかむにゃむにゃと意味不明なことを呟つぶやき、こちらの呼びかけにも応じない。


    　え？　ちょ、どうしたのゆとり!?　ちょっと！　勘弁してくれ！　交代の善ぜん導どう課職員が来るまでにここを脱出しなくちゃいけないのに！　ちょっ、マジで起きないんだけど、このぺちゃぱい！


    　突とつ如じよこの世から意識をフェードアウトさせたゆとりの精神を回復させるために僕が躍やつ起きになる傍かたわら、撫子さんは呑のん気きに夜空へ視線を向けていた。


    「ふぅ。綾女の本当の両親も、まさかあの娘にここまで惚ほれ込むアホな男が現れるだなんて、思っちゃいなかっただろうねぇ」
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    「と、ととと、ところで、私の本当の両親が《ヘルサウンド》に捕まってるはずなんだけど、誰か知らないかしら！」


    　四月四日、午後。


    　獄内労働の合間、ほんのわずかに許された自由時間の中で、綾あや女めは顔を赤くして叫んでいた。


    　というのも、綾女から《ＳＯＸソツクス》の活動と狸たぬ吉きちの成長について聞き終えた奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうが、とんでもないことを言い放ったのがきっかけだった。


    『そうか、よくわかった。俺おれの息子のムスコが世話になったようだな』


    『……はい？』


    　ムスコが一つ多かった気がして綾女が聞き返すと、今度は善十郎が首を傾かしげた。近くで善十郎と一緒に綾女の話を聞いていた女囚の一人に顔を向け、


    『ん？　違ったか？　話しぶりからして、俺はてっきり、この娘と狸吉がデキてるんじゃないかと思ったがな』


    『間違いないですね。この娘、完全に雌めすの顔をしていました。出産まで秒読みでしょう』


    『獄内出産か……さすがは俺の息子だ。プレイのレベルが一桁けた違う』


    　しみじみと頷うなずいた善十郎は、わなわなと震える綾女に向き直ると、


    『ずっこんばっ婚式の予定はいつだ？』


    　などと真顔で尋ねてきたのである。


    『な、なななん、なにをふざけたことを言っているんですか！　わ、私と狸吉は別に、そんな関係じゃなくて……』


    　綾女は慌あわてて否定した。しかし無駄であった。


    　狸吉との繊せん細さい微妙でいささか面倒な関係については執しつ拗ようなまでにぼかして話をしていたはずなのに、なぜ察知されたのか。その動揺は綾女の挙きよ動どうを極めて怪しいものにし、否定する言葉を重ねれば重ねるほど善十郎たちに確信を抱いだかせるようだった。綾女を見守る視線が、発情ま●このように、どんどん生暖かくなっていく。


    『そんな関係ってのはどんな関係だー？　お義と父うさんに言ってみな？（にやにや）』


    『〝初めて〟のときに出る血と〝子供の素もと〟が混じり合った状態を〝ラブピンク〟って言うらしいですよ（にやにや）』


    『いやー、《ＳＯＸ》はテロ活動の内容も素晴らしいけど、エロ活動のほうもお盛んで素晴ら──あ、やべぴぎぃ！』


    『あーあ、ばっかでーこいつ。善十郎さんがさらっと電撃耐えるからって油断してたな？　あ、気にしなくていいよ。綾女ちゃん。君の初うい々ういしい反応にこいつが勝手に興奮しちゃっただけだから（にやにや）』


    『産めよ増やせよ地に増えよ～（にやにや）』


    　ダメだこの監かん獄ごく！　変態しかいねぇ！


    　綾女は心の中で叫んだ。


    　しかもこんなときに限って善十郎は禁止単語の使用を巧妙に避けていて、看守に引きずられていくようなことがない。ほかの囚人も巻き込み、綾あや女めをからかい倒す気満々のようだった。


    　そこで綾女は変態どもの気を逸そらすため、自分の本当の両親について切り出すことにしたのである。


    《ヘルサウンド》に自分の本当の両親が囚とらわれていることなど、実はついこの間まですっかり失念していた。しかしそれも仕方がない。突とつ如じよとして善ぜん導どう課に捕まり、狸たぬ吉きちの安否を気にしているうちに禁断症状に陥おちいり、綾女はつい数日前まで正気を失っていたのである。


    《ＳＯＸソツクス》の活動と狸吉の成長についても説明を終えたところだし、話を逸らすにもちょうどよいし、両親について切り出すにはベストなタイミングと言えた。


    「本当の両親？」


    「ええ。遠えん藤どう正まさ志しと遠藤茜あかねって言うのだけれど」


    　──ざわっ。


    　その名を口にした途端、周囲に集まっていた囚人たちがざわついた。


    「遠藤正志って、あれか。ＰＭ装着義務化とかに反対してた」


    「そうそう。んで、卑ひ猥わいな濡ぬれ衣ぎぬ着せられて捕まったっていう……」


    「いやそれより、遠藤茜って言えば──」


    「史上唯ゆい一いつ《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》の天敵と謳うたわれた伝説のイカれ作家じゃねーか！」


    「えっ、まさか本当にあの人たちの、娘……？」


    「行方ゆくえ知れずだって聞いたけど、え、マジで《雪せつ原げんの青あお》がそうなのか？」


    「遠藤茜の娘だって言うなら、このイカレ具合も納得だけれど……本当なのかしら」


    　囚人たちが口々に困惑と疑念を露あらわにするなか、善ぜん十じゆう郎ろうだけは静かに腕を組んだままだった。


    　そして重々しい表情で綾女を見み据すえると、


    「……遠藤正志が卑猥な欲求を抱いだく対象を答えてみろ」


    「ババア。外見年齢六十歳以下は対象外のババ抜き野や郎ろうよ」


    　狸吉と出会ったころにも語ったことのある実父の性せい癖へきである。


    　途端、善十郎が目を輝かがやかせて綾女の肩に手を置いた。


    「本物だ！」


    　それまで疑念を抱いていたほかの囚人たちも、善十郎が太たい鼓こ判ばんを押したとみるやにわかに盛り上がる。もちろん看守の目があるので大声を出したりはしなかったが、その熱烈な高こう揚よう感は綾女自身をたじろがせるほどのものだった。


    「がはははははははっ！　そうかそうか！　正志のやつ、捕まる前にとんでもない忘れ形がた見みを残したもんだ。本人が望んでた育ち方かはわからんが、とにかく最高だ！」


    　善十郎のその口ぶりに、綾女はふと引っかかるものを覚えた。


    「……もしかして、父と知り合いなんですか？」


    「まあな。あいつは政治の場で、俺おれは現場で、それぞれの立場で規制に立ち向かおうとしていた。……まあ、俺は結局、あいつの失脚劇に失望して、自じ暴ぼう自じ棄きになって、規制の片棒を担かつぐようなことをしてしまったわけだがな……」


    「……」


    　唐突に聞かされた実父と善ぜん十じゆう郎ろうの関係に綾あや女めが言葉を失っていると、善十郎は再び「がはは」と笑いだし、


    「しっかし、こりゃなんの偶然だろうな。正まさ志しの娘が、俺おれの息子と派手にテロを起こしてやがった。そのうえ、息子の下半身を卒業式してくれるとなれば、笑わずにいられん！」


    「なっ、だっ、誰が……っ！」


    「しかし、ムスコが男のナニをさすなら、ムスメは排はい泄せつ孔こうをさすんじゃねえのか？　……つまり俺のムスコと正志のムスメがほにゃほにゃって表現は、俺と正志の結合に等しい……」


    「だから！　私と狸たぬ吉きちは──」


    　わけのわからない思索にふけりはじめた善十郎の誤解を解くべく、綾女は身を乗り出した。しかし周りの囚人たちがそれを遮さえぎるようにまた声を上げ始める。


    「なあ、あんた！　遠えん藤どう茜あかねの娘だって言うなら、その、あの人の直筆サイン本とか持ってたりしないか!?」


    「いやあ、ここ一年の話を聞いてて凄すさまじい娘だなと思ったけど、まさか茜先生の娘さんだったなんて！　どうしようもない変質者の血筋だね！　納得だよ！」


    「茜さんの著書にある、犬を交えた三人プレイの描写ですけど、あれやったことあります!?」


    「その狸吉って子、年下なんでしょ!?　やっぱり、先輩なのをいいことに茜さんの著書にあるみたいなイカれたプレイを強要してたりするんですか!?」


    　せっかく話を逸そらしたというのに、筋金入りの変態たちの前では容易たやすく猥わい談だんへと舵かじが切られてしまう。というか、《ヘルサウンド》での健全かつ禁欲的な生活のせいで変質者たちのがっつき具合がより凶悪なものになっていると感じるのは綾女の気のせいだろうか。綾女自身、しばらく下ネタをお預けにされた反動なのか、囚人たちの生々しい質問に調子こいて噓うそ八百を並べ立ててしまいそうな自分を感じる。ヤバイ。健全空間ヤバイ。心がどんどん不健全になっていく。欲求不満はマン病の素もとである。


    「そ、そんなことより！」


    　綾女は耳まで真っ赤かにして叫んだ。


    「私はいま！　両親がどうしてるか知りたいの！　《ヘルサウンド》にいるはずでしょう！　誰か知らないの！」


    　禁断症状に苛さいなまれる過程ですっかり忘れていたとはいえ、綾女も両親については気になっているのだ。真剣味をこめて尋ねてみると、善十郎も含めた囚人たちは下げ世せ話わな話を引っ込め、「う～ん」と難しげな顔をした。


    　この東エリア監かん獄ごくのリーダー格であり、遠藤正志と旧知の仲だという善十郎が、代表して申し訳なさげな顔をしてみせる。綾あや女めとしてはその申し訳なさそうな顔を、一連の下げ世せ話わなセクハラへの謝罪に使ってほしいところだ。


    「正直、正まさ志したちがどうしてるかはわからねぇんだ」


    　善ぜん十じゆう郎ろうはばりばりと頭をかいた。


    「この《ヘルサウンド》は東西南北のエリアに分かれてやがって、それぞれのエリア間で囚人の交流は皆かい無むなんだ。正志らはこの東エリア以外の場所に収容されてるはずだから──って、そういやぁ」


    　そこでふと、善十郎がなにかを考え込むように言葉を切った。


    　そして運動場の隅でなにやらもじもじしている男を指さし、近くの囚人に声をかける。


    「あいつ、呼んできてくれ」


    「……えー。嫌ですよ。善十郎さん行ってくださいよ。あいつの係は善十郎さんでしょ」


    「いやー、そろそろあいつも俺おれ以外の人間とまともにコミュニケーションとれるようになってきたと思うがなぁ」


    　なにやらちょっとしたなすりつけ合いが行おこなわれたあと、結局は善十郎が折れたようだった。


    　運動場の隅でもぞもぞと蠢うごめいていた男を、善十郎が連れてくる。


    　その男は湿り気を帯びた囚人服の切れ端を口元に当て、血走った目で「すー、はー」と深呼吸を繰り返していた。ヤバイやつである。


    「……ん？」


    　その明らかに常じよう軌きを逸いつした様子の男を目にしたとき、綾女は強烈な既き視し感かんを覚えた。


    　こいつ、どこかで会ったことがあるような……。


    「……む？」


    　すると向こうの男もなにやら思うところがあったらしく、綾女の視線に気づいて声を漏もらす。やがて口元に押し当てた囚人服の向こうから、くぐもった声を出した。


    「……貴殿、どこかで会ったことがあるような。はて、吾わが輩はいの記憶違いか……」


    「あっ!?　あんたまさか！」


    　その特徴的な喋しやべり方と聞き覚えのある声に、綾女の中でぴたりと記憶が繫つながった。


    「一いちノの瀬せ琢たく磨ま──《頂いただきの白》じゃないの！」


    「いかにも。吾輩はかつて《頂の白》と呼ばれていた者。……うむ？　そういう貴殿はもしや、《雪せつ原げんの青あお》か？」


    《頂の白》。かつて、湿った下着を堪たん能のうしたいという卑ひ猥わいな私利私欲のためだけに《群れた布地》という変態組織を指揮し、第一清せい麗れい指定都市を大混乱に陥おとしいれた変態だ。


    　バスジャックに立てこもり。脱ぎ立て下着獲得のために彼が引き起こした悪あく行ぎようは数知れない。その悪行を正当化するため引き合いに出された《ＳＯＸソツクス》も随分と損害を被こうむった。過ぎた話とはいえ、綾女としては決して仲良くしたい相手ではない。


    「そんな生ゴミを見るような目で吾わが輩はいを見るな、《雪せつ原げんの青あお》よ。吾輩はこの監かん獄ごく生活を経へて、大きく成長したのだ」


    「……」


    　まったく信用できない。


    　綾あや女めが最後に《頂いただきの白》を見たのは、《こうのとりインフルエンザ》という架空の病気を政府が公表したときのことだ。あのとき《頂の白》は《こうのとりインフルエンザ》の末期患者として、全国にその痴ち態たいを晒さらしていた。檻おりの中から「下着を舐なめさせろおおお！　レロレロレロォ！」と手を伸ばしていた姿はいまも忘れない。忘れられない。


    　先ほど囚人たちが接触を拒こばむ様子を見せていたことから、獄内でもその異常ぶりは健在だったことがうかがえる。成長したといっても人間的な部分ではなく、どうせチンコの太さとか喉のどチンコの長さとかそういう部分だろう。


    　綾女が「なんでこんなやつを？」と善ぜん十じゆう郎ろうに視線を向けると、善十郎は「ああそうか。話を聞いたときになんとなく思ってたが、知り合いかお前ら」と頭をかいたあと、


    「こいつは随分と問題児だったらしくてな。収容された先で『下着がない下着がない』と暴れ回り、各エリアを転々としてきた特殊な人材なんだよ。俺おれが面倒見てやって、ようやくここで落ち着いてきたってわけだ」


    　なるほどそれなら、ほかのエリアの囚人についても多少は知っているだろう。


    「けど、こんな男の言うことなんか信用できないわ」


    　綾女がきっぱり言い放つと、囚人服の切れ端を酸素マスクのように口元へ押しつけっぱなしの《頂の白》が、不服そうな態度で割り込んでくる。


    「ふっ。まだ疑っているな？　だが、見よ。吾輩は善十郎殿との出会いを経て、変わったのだ」


    《頂の白》が囚人服の切れ端を綾女に突きつける。それはただの切れ端ではなく、囚人服の白柄の部分だけをパッチワークして作ったらしい純白パンティーだった。


    「変わってないじゃないの！」


    「ふっ。違うな。吾輩は善十郎殿の教えによって、根本から変わったのだ。下着を奪うのではなく、自みずから生み出し愛めでる、自給自足の境地に目覚めた！」


    　エコオナニーかなにかかしらと綾女が首を傾かしげるのも構わず、《頂の白》は得意気に続ける。


    「さらに、吾輩は貴殿との戦いの敗因さえも克服した！」


    「敗因？」


    「そうだ。いまの吾輩は善十郎殿の教えを受け、様々な趣味趣向を試し受け入れる所存だ。……ふっ、自みずからの臭においが染みついた下着というのもまた一興」


    《頂の白》が手作りパンティー（自分の臭いつき）を口元に当てて大きく息を吸い込む。その顔はほぼイっていた。その様子はなんだか、空腹に耐えきれずに自分の爪つめをかじったり指をしゃぶったりする子供のようだ。


    「……」


    　綾あや女めは思い出す。


    　そういえば《頂いただきの白》をバスの中で打ち倒した際、『自分の趣味こそがすべてと思いこむその姿勢が～』みたいなことをかっこつけて語った覚えがある。しかし、なんだかいまの《頂の白》は綾女が語った内容とは少しズレた、どこか別次元へ吹っ飛んでしまっている気がしてならない。一皮むけて多少なりとも更正したのは間違いなさそうだが、善ぜん十じゆう郎ろうの手によって魔改造されたという側面も強そうだ。


    　……まあなんにせよ、


    「わかった、わかったわよ。少しは話を聞いてあげようじゃない。で、私のお父さんとお母さんは、どうしてるの」


    「うむ。わかればよい。ではまず、遠えん藤どう正まさ志し殿だな。彼は確か、南エリアのリーダー格を務めていたはずだ。南エリアにいたころの吾わが輩はいは、ほかの看守や囚人から下着をはぎ取ることしか頭になかったゆえにうろ覚えだがな。貴殿のようなじゃじゃ馬の実父とは思えぬほどに紳士的な御ご仁じんだったと記憶している」


    「誰がじゃじゃ馬ですって？」


    　囚人全員の股こ間かんが堅けん牢ろうなＰＭによって保護されていなければ、鈍どん器きで股間をかち割っているところだ。もしくはモップでケツの穴を突とつ貫かん拡張工事である。


    「そして遠藤茜あかね殿だが、彼女は北エリアの独房に隔かく離り収容されていてな……うぐっ」


    「？　どうしたのよ。ちゃんと話さないと、牛の排はい泄せつ孔こうに頭からぶち込んでやるわよ？」


    　これまで不敵に綾女と話していた《頂の白》が、急に青ざめてぶるぶると震えだした。


    「いや、失礼。茜殿と話したときのことを……いや正確には、彼女から一方的に話を聞かされたときのことを思い出してな……うぷっ」


    《頂の白》ががくりと膝ひざをつく。一体なんだというのか。


    「というか、隔離収容されている人とどうやって話ができたわけ？　あなたやっぱり噓うそついてるんじゃないの」


    「いいや、違う。噓ではない。話を最後まで聞くのだ。北エリアではな、素そ行こうの悪い囚人への懲ちよう罰ばつとして、〝遠藤茜と半日お喋しやべりすること〟が義務づけられているのだ」


    「……」


    　綾女の実の母は、歴戦の変態たちでも受け止めきれないレベルの毒電波使いと化しているようだった。善ぜん導どう課が電撃以上の懲ちよう罰ばつとして重ちよう宝ほうしているのだから、よっぽどなのだろう。


    「吾輩も何度か懲罰を受けたが……あのイカれた発想を延々と脳の奥底にまで流し込まれて……頭がどうにかなりそうだった……」


    「あなたは前から頭おかしいじゃないの」


    「そういう問題ではないのだ。とにかくアレは常じよう軌きを逸いつしている。……まったく、貴殿があの化け物の娘だと知っていれば、みすみす歯向かうこともなかっただろうに」


    「……まあなんにせよ、二人とも元気そうでなによりだわ」


    　母親のほうはなんだか少し人じん外がい化かしているようではあったが、まあとにかく元気にやっているらしい。それを聞けただけでも満足だ。


    　もう少し詳しく聞きたいところだが、茜あかねについて思い出した《頂いただきの白》の顔色がわりと本気でヤバイので、仕方なく切り上げる。


    「……ん？」


    　そこでふと、綾あや女めは周囲の空気がまた変わっていることに気づいた。


    「……あの娘、あのイカれ下着野や郎ろうとも戦ってたのか……規制に抗あらがうために」


    「すごいね、血筋だけじゃなくて、実力と行動力も折り紙付きか」


    「いやー、本物の猥わい褻せつ戦士だね。まだ若いのに……」


    　なんだか《頂の白》の評判の悪さが転じて、綾女が一いち目もく置かれ始めていた。これまで綾女が語るだけだった《ＳＯＸソツクス》としての実績が、《頂の白》とのやりとりを通して、血肉をもった情報として受け入れられたのかもしれない。


    「まあ、とにもかくにも、だ」


    　善ぜん十じゆう郎ろうが「にかっ」と笑い、綾女に手を差し伸べた。


    「あんたが俺おれの息子にはもったいないほどのテロリストだってことは、この数日のやりとりで十分わかった。地下国会図書館とやらでは一杯食わされたらしいが、細かいこたぁいい。お前らは間違いなく、歴代で最も真しん摯しに規制と戦ってきた連中だよ。……お前らにいろいろ押しつけることになっちまった俺らの世代とは違ってな。改めて歓迎するぜ。変態たちの地獄《ヘルサウンド》へようこそ。エロいことが一切禁止されたこの無菌室で、変態をもっとこじらせていこうや」


    「……ええ、よろしく」


    　善十郎のＰＭから電撃が流れ終えるタイミングを見計らってから、綾女はその手をとった。


    　そこでちょうど自由時間終了の合図があり、囚人たちはそれぞれの仕事に戻っていく。


    　綾女もそれに続き、笑みを浮かべながら歩き出したときだった。


    「……気に入りませんね」


    　後ろからいきなり敵意のこもった声をかけられ、振り返る。


    　そこには一人の女囚が立っていた。


    「失礼。私は《ベーコンレタス母の会》で《羅ら武ぶマシーン》様の側近として立ち働いていた、名もなき変質者の一人」


    　同じ作業場なのだろう。綾女に並んで歩きながら、女囚はなおも言葉を重ねる。


    「東エリアにおけるあなたの影響力は、早くも無視できないものになっています。それだけならば私に口出しする義理はないのですが……その影響力をもって慶けい介すけ様の悪評を流されますと、もう我慢なりません」


    　鬼おに頭がしら慶けい介すけ。去年の夏辺りから事あるごとに《ＳＯＸソツクス》と対立してきた、大だい財ざい閥ばつの総そう帥すいだ。この一年間の《ＳＯＸ》の活動を語るうえで、錦にしきノの宮みや祀まつ影かげや金かね子こ玉たま子こと並んで欠かすことのできないろくでなし。善ぜん十じゆう郎ろうたちと話す中で何度もそのやり口と性せい癖へきをあげつらい、随分とこき下ろした記憶がある。


    　どうやら綾あや女めに絡んできた女囚はそれが気にくわないようで、ぷんぷんと肩を怒らせている。


    「……悪いけれど、私もあの男には随分と苦く汁じゆうを舐なめさせられているの。あ、勘違いしないでね？　比ひ[image: ]ゆよ？　本当に苦くて白い汁を舐めたとかじゃなくて、まあとにかく、卑ひ猥わい成分の枯こ渇かつしたこの環境で、慶介を擁よう護ごする話なんて聞いている余裕はないの」


    　そう言って綾女は、女囚とはあえて距離をとって作業を始める。


    　その直後だった。


    「……慶介様の本当の目的も知らない若造のくせに」


    　その悔くやしげな声に、綾女は思わず作業の手を止め、女囚のほうを振り返っていた。


    



    　　　　　　●


    



    「今さらの話っスけど……本気で、あのアホ親父を仲間に引き入れるつもりっスか？」


    「もちろんだよ。鼓こ修す理り」


    　四月六日。夜。


    　僕とゆとり、それから早さ乙おと女め先輩は、鼓修理に招き入れられるまま、その大きなお屋敷に足を踏み入れた。鬼頭邸てい。広大な敷地内に人の気配はなく、明かりもほとんど灯ともっていない。不気味なほどにしんと静まりかえっている。行為に及んでいた男女がバレバレの場所に身を潜ひそめながらも我慢できずに、声を殺しながら小刻みのピストンを続ける気配もない。つまらない。


    『Oh！オー　ニンジャとサムライが夜のゲンペーガッセンしてそうな建物デース！』


    　ＰＭを介してしっかりこの場に参加しているアニーが、鬼頭家所有の日本家屋を見て興奮したように口走る。ちょっとなに言ってるかわからないですね。


    　そうして僕たちはパンツで顔を隠すことなく、お屋敷の奥へ奥へと進んでいった。


    「……ここっス」


    　やがて鼓修理が足を止めた扉とびらの奥から、二つの強烈な変態オーラが漂ただよってきた。


    「鼓修理ができるのは、こうやって交渉の場をつくるとこまでっス。あとは知らねぇっスよ」


    「うん。わかってる。ありがとう鼓修理、お疲れ様」


    「うるせえっス。おら、早くあのアホ親父を誑たぶらかしてくるっスよ」


    　悪態をつく鼓修理に促うながされるまま、僕は扉に手をかけた。


    「やー。よくまあぞろぞろと。やーっと善ぜん導どう課に解放されて一息ついてたとこなのに、ほんっと疲れる。まあいいや、いらっしゃい、いらっしゃいー」


    「……コショウ×錦にしき鯉ごい」


    　室内に足を踏み入れた僕たちを待ち受けていたのは、鬼おに頭がしらグループの総そう帥すい、鬼頭慶けい介すけ。それから彼が支援する下ネタテロ組織《ベーコンレタス母の会》を率ひきいる最強の貴き腐ふ人じん《羅ら武ぶマシーン》だった。《羅武マシーン》は相変わらず豪ごう奢しやなドレスにブラジャー帽子と奇妙奇き天て烈れつ奇々怪々な格好で、こちらの感性を破壊してくる。一方、慶介は珍しくスーツ姿だった。またぞろいつかのような女物下着＆床ゆかオナという精神攻撃を仕掛けてくるものと思っていたから、少々拍ひよう子し抜けだ。


    　しかし、慶介はそのきっちりしたスーツ姿に反して、表情には疲労が色濃い。いつもの不敵な態度は雲うん散さん霧む消しようし、精せい根こん尽き果てた様子だった。いくらシコっても精せい子し一匹出そうにない顔をしている。


    　そんな慶介をＰＭ越しに見て一番に声を上げたのはアニーだった。


    『ヘ～～～～イ！　他ひ人と様を騙だましたあげく、最後の作戦に失敗した気分はどうデスカ!?　インガオーホー、インポホーケー、リンネテンセーデース！　ヒュウ～～～っ』


    　日に本ほん村むらの住人として長年慶介に騙されていたアニーが、ここぞとばかりに慶介を煽あおる。ＰＭを介して変顔まで晒さらす徹底ぶりだ。あの、アニー、気持ちはわかるけどその辺にしておいてくれる？　このあとの交渉に差し障さわるからさ。いくら慶介がポンコツなチンポコ野や郎ろうでも、ここは我慢してくれ。この交渉、かなり重要なんだよ？


    「……なるほどね」


    　アニーがこちら側についていると認識して、慶介が嘆たん息そくする。


    「その子はとっくに君たちの仲間になってたのか。僕の地下国会図書館侵攻作戦は、どのみち失敗するしかなかったわけだね」


    　自じ嘲ちようする慶介の口から〝地下国会図書館〟という単語が出たのを見計らい、僕は口を開いた。


    「本題に入る前に、そのことについて謝っておかなくちゃいけません」


    　僕は慶介に頭を下げる。


    「《利用者データ》の扱いを間違えてこんな事態を引き起こしてしまい、本当にすみ──」


    「あー。いいよいいよ。謝罪とかさ」


    　僕の言葉を遮さえぎり、慶介が苦々しげに口の端を歪ゆがめる。


    「藻みず女くめ、だっけ。そいつに関する諸もろ々もろの話は、鼓こ修す理りから聞いたよ。その計画も、君たちがはめられた過程もね。……アレは、僕たちの世代がつくっちゃった、誰の手にも負えない化け物だ」


    　その顔には、コンドームの準備を怠おこたったがゆえに脱だつ童どう貞ていのチャンスをふいにした男のような後悔が滲にじんでいた。


    　慶介のその殊しゆ勝しような態度に僕は面食らう。てっきり、僕たちの失敗を、鼓修理ばりの性しよう悪わるさでもって糾きゆう弾だんしてくると思っていたのに。


    「で、どういうつもりかなー」


    　慶けい介すけが口く調ちようだけ軽くして言うと、傍かたわらの《羅ら武ぶマシーン》がＰＭを操作して虚こ空くうに映像を映しだす。連日のように報道される、《公然猥わい褻せつウイルス》による具体的な被害、規制を求める人々のデモ、世論に後押しされるかたちでありえない法案の審議を進める国会──手の施ほどこしようがないほど悪化していく情勢が、報道というかたちで感情的に垂れ流される。どうせ垂れ流すなら、人妻の母乳とか美少女の涎よだれとかにしてくれればいいのに……。


    「もう取り返しがつかないよ、これは」


    　報道をＢＧＭに、慶介が言う。


    　それはいつだったか、『乱交ものＡアダルトＶビデオを鑑賞した際、女優の太ももかと思っておっきしたところ、それが実は男優の太ももであった』──などと、悲劇めいた口調で僕に訓示を垂れた父さんのように悟りきった声こわ音ねだった。


    「もうこの国は、数十年間続く、馬ば鹿かげた健全国家の道を一直線だ。昔、これと似たような流れを経験したことがあるよ。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》やＰＭ装着義務化なんて、アホみたいな法律が制定されたときにね。この空気はね、怖いよ？　正論は全部潰つぶされて、正攻法で立ち向かう機会なんてなくて、逆らえば逆らうほど、規制派が有利になるんだ。ほんっとエネルギーの無駄遣い。なにもしないほうがマシ。そういう空気なんだよ、これ。……君たちのところにいる《乳を愛でる者ギガバスター》や《二足歩行の獣》、ほかにも古こ参さんのテロリストが、僕と似たような忠告をしてくれたはずだ。それなのに、どうして君は諦あきらめてないのかな？」


    　慶介が僕を見る。パンツをかぶっていない、剝むき出しの僕の顔を。


    「それどころか、この前までガンガンに対立してた僕と話がしたいときた」


    「手を組みたいんです」


    　僕の言葉に、慶介が失笑する。


    「鼓こ修す理りが珍しく必死に頼むものだから、こうして話し合いの場は設けたけどさ。ありえないよね。本当に、この状況をどうにかできるとでも？」


    　慶介が、どこか遠くに目をやる。鼓修理が「別に必死になんてなってねーっスし」と小さく唇くちびるを尖とがらせる。


    「輸出入の縮小で鬼おに頭がしらグループは大打撃。やけっぱちのゴリ押しみたいな作戦には参加できないよ？　そもそも、もうそんな力ちから業わざでどうにかできる状況でもないしね。僕としては、鬼頭グループの余力を、捨て鉢みたいな作戦になんて絶対使いたくない。鼓修理や《ベーコンレタス母の会》の構成員たちを、とっとと海外にでも逃がしたいと考えてるんだ。日本が本格的にイカれる前に、いますぐにでも。こうして話をしてる時間さえもったいないよね、正直な話」


    　口く調ちようだけは軽薄な慶介の目には、先日の撫なで子しこさんと同じかそれ以上に強い光が満ちていた。


    　こちらを納得させるだけの考えがお前にあるのかと問う、試すような目。


    　長きにわたるオナ禁を解放するときに使用するオカズを吟ぎん味みする漢おとこのようなその面つら構がまえは、一切のごまかしや躊ちゆう躇ちよを見透かすようなプレッシャーを放っていた。


    「勝算はあります」


    　だから僕は、堂々と自分の作戦を語った。


    　やがて僕の考えを聞き終えた慶けい介すけは、「……悪くないね」と呟つぶやいた。けれど、その声のトーンはこれまでと変わらず、僕を見つめる瞳ひとみにも力はない。


    「確かにその作戦なら、まだ希望はある。けど、あまりに分ぶが悪いし、僕に大したメリットもない。ハイリスクローリターン。そんな脆もろい作戦に、僕が乗るとでも思ってる？」


    　慶介の反応は至極まっとうなものだ。とても溺でき愛あいする一人娘の前で床ゆかオナをやってのけた変態とは思えない。


    「うむ。ここはやはり、わしの出番じゃな」


    　言いよどんでいた僕の前に、小さな影が歩み出た。


    　打ち合わせよりも早く早さ乙おと女め先輩が動いたことで、僕は慌あわてる。


    「早乙女先輩っ。先輩は念のための備えってだけなんですから、いまはまだ」


    　けれど早乙女先輩は「まあまあ、落ち着くのじゃ」と僕を制し、にんまりと笑う。


    「そんなこと言ってもの。わしの見たところ、慶介はもはや、ただの説得では納得してくれそうにないではないか。頑かたくなじゃ」


    　早乙女先輩は手で眼鏡めがねを作り、慶介をじっと見み据すえる。


    　そしてその小さな背中で語るのだ。


    「……いつもいつも、体を張ってきたのはお主ぬしらだけで、わしは裏方ばかりじゃったからな。たまにはわしも、《ＳＯＸソツクス》として矢や面おもてに立ちたいと思っておったのじゃ」


    　そうして早乙女先輩はおもむろに、懐ふところから何十種類ものオリジナルエロイラストを取りだした。それらをまるで見せつけるように、慶介のほうへかざす。


    　そのとき、慶介の心と股こ間かんが動いた──。


    「森の妖精──いや、鬼おに頭がしら慶介。夏に一度断ことわっておいてなんじゃがな。もし狸たぬ吉きちの作戦に協力してくれたら、わしは専属の絵描きとして、鬼頭グループに就職してやろうと思っておる」


    「……っ!?」


    　どこまでも上から目線で語る早乙女先輩に、慶介の両目が見開かれる。急に性感帯を触られた女の子みたいな反応だ。


    「それだけではない。のう狸吉？」


    　早乙女先輩に促うながされるまま、僕は慶介をこちら側に引き込むべく用意した材料を遠慮なくぶちまける。


    「これまで《ＳＯＸ》が溜ため込んできた卑ひ猥わいな資源の管理すべてを、あなたに任せようと思っています。藻みず女くめさんが構築を目もく論ろむ規制社会が破壊されたあと、鬼頭グループが日本の卑猥な産業を牛ぎゆう耳じれるように」


    「ほ、本気で言ってるのかな……？」


    　現実を受け止めきれないのか、慶けい介すけはなぜかスーツを下から脱ぎ始めた。その凶行を鼓こ修す理りが飛びかかって阻そ止しする。


    「わしの就職も含め、無論本気じゃ。ああ、言っておくが、わしの福利厚生は完かん璧ぺきにな？　給料は適当でよいが、食費はすべて経費でそっち持ち、加えて仕事はわしのペースでの。それさえ呑のんでもらえれば、わしの描かく卑ひ猥わいなイラストはすべて、鬼おに頭がしらグループに管理を任せることにしよう。ちなみに、わしが卑猥なイラストの作成を無意味にサボったりすることはないから、安心するのじゃ」


    　そう言って、早さ乙おと女め先輩は慶介にエロイラストを手渡した。


    「前金として、まずはそれを授さずけよう。コピーではない、正しよう真しん正しよう銘めいの原画じゃ。抜くなり売るなりかけるなり、好きにするといい」


    「……な、なっ」


    　イッた直後の性器のように、慶介がぶるぶると震える。見ただけで達してしまったのだろうか。それともやっぱり僕たちの出した条件が信じられないのか。


    「さ、あとはお主ぬしが締めるのじゃ」


    　早乙女先輩が僕の腰辺りをぽんと叩たたきながら、「わしが一生好きなことして暮らしていけるかどうかはお主ぬしにかかっておるぞ」と呑のん気きに後ろへ引っ込んでしまう。
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    「いまの話は全部本当です。ただし、条件がある」


    「……だろうね」


    　僕の言葉を受けて、絶頂直後のような雰ふん囲い気きだった慶けい介すけが真ま面じ目めな顔になる。


    「鬼おに頭がしらグループが日本の卑ひ猥わい産業を牛ぎゆう耳じることができたなら……そこが地下国会図書館みたいな、不当な権力の温おん床しようにならないよう、しっかり管理すると約束してほしいんです」


    「……なんだって？」


    　僕の提案に、慶介が眉まゆ根ねを寄せた。


    　けど、ここは僕たちにとっても譲ゆずれない部分だった。


    　地下国会図書館の一件で、身に染みたのだ。エロはやはり、凄すごい力をもっている。それは人々の心を容易たやすく動かし、ゆえに、不当な金や権力の温床となりやすい側面をもつ。しかるべき分ふん別べつをもって扱わなければ、とんでもないことになってしまうのだ。


    「まあ、なにが正しくて正しくないかなんて、わからないから、具体的にどういう管理をしろとかは、指図できないんですけど……。それはその都度、相談していけたらなと。とりあえず、早さ乙おと女め先輩と鼓こ修す理りにあなたの仕事を監視させることにはなると思います。その条件でいいなら、僕たちの保有する卑猥な資源をあなたに預けようと思っています」


    「……しっかり管理しろ、か」


    　賢者のような目つきで、慶介がエロイラストを見下ろす。


    　慶介が条件を呑のむかどうか、僕たちの間に緊迫した空気が流れる。条件を呑めないとか言ったらザーメン飲ましてやるからな、と僕は念じる。……自分で考えておいて、自分で気持ち悪くなってきた。と、僕が一人で悶もだえていると。


    「そんな条件、わざわざ呑む必要なんかないよ」


    「それは、一体どういう……」


    　不ふ穏おんなものを感じさせる慶介の物言いに、僕たちは一気に警戒の色を強めた。


    「てめえ、このアホ親父っ！」


    　鼓修理が肩を怒らせ、オナニーしたあとの男の手に稀まれにこびりつくティッシュの欠片かけらを見るような軽けい蔑べつの視線を慶介に送る。ちなみにティッシュの欠片というのは、快楽のために使い捨てにされた精せい子しの怨おん念ねんとも形容される恐ろしい白片だ。


    「この期ごに及んでくだらないことしやがったら、今度こそ親子の縁と、その下半身にぶら下がってるもん、ぶった切ってやるっスからね」


    　鼓修理が歯を剝むき出しにして唸うなる中、慶介は「誤解しないでよ鼓修理～」と猫なで声を出した。それから弱ったような顔で僕に向き直る。


    「条件を呑む必要がないって言ったのは、別に君たちから力ずくで奪うとかそういう意味じゃないよ。ただ、しっかり管理するだなんて、最初からそのつもりだったから、願ったり叶かなったりだったってだけの話」


    　慶けい介すけの言いたいことがわからず、僕たちは反応に困った。


    「僕が卑ひ猥わいな産業を支配しようとしていた理由は二つあるんだ」


    　僕たちの反応を受けてなのか、慶介が語り出す。その声はなぜか、とても優しいものだった。


    「一つはもちろん、金のためだ。去年の夏、君たちには話したね。卑猥は莫ばく大だいな金を生む。グループ全体の利益のため、是ぜが非ひでも押さえておきたい市場だったんだ」


    　慶介は一瞬だけ悪い笑え顔がおを浮かべたあと、《羅ら武ぶマシーン》と鼓こ修す理りを交互に見やる。


    「そしてもう一つの目的は、僕以外のろくでなしに、卑猥な産業を支配させないことにあった」


    　お前が一番ろくでなしだろうが、という目で鼓修理が慶介を睨にらみ返していたけど、どうにか口に出すのは我慢したらしい。慶介が話を続ける。


    「君たちが察したように、卑猥は莫大な利益を生み出し、そのうえ規制されやすいものだから、裏うら稼か業ぎように支配されやすいんだ。しかるべき者が治めないと、簡単に腐敗しちゃう。そして、その腐敗の被害を受けるのは、いつだって、無知と無力を強要された女性や子供なんだよね」


    「……」


    　ふと、アンナ先輩のことが頭をよぎった。慶介が言わんとしていることとはズレているけれど、本質的にはきっと似通った事柄。被害を受けるのは、いつだって。


    　不意に、《羅武マシーン》が慶介の隣に歩み寄った。


    「だからこそ、我々《べーコンレタス母の会》は慶介殿に協力したのです。過激な手段を用いても、あなた方の世代に損害を押しつけてでも、手にしなければならない未来があったのです──チョウチンアンコウ×スピーカー」


    《羅武マシーン》が潔いさぎよく語り、慶介がうつむきがちに苦笑する。


    「そのせいで、一部の仲間にはそっぽ向かれたりしちゃったわけだけどね。まあ、昔の話だ」


    　そう言って顔を上げた慶介の目は、悪いた戯ずら小僧のように力強く輝かがやいていた。


    「でもいいのかな？　君の立てたこの作戦、君たちが嫌ってた僕のやり方に似てるけどさ」


    　鼓修理と同じところに目をつける慶介がなんだかおかしくなって、僕は思わず笑ってしまう。なんだかんだで親子だ。鼓修理は間違いなく、この男の金玉袋から素材を提供されている。


    「あんな中途半端なのと一緒にしないでください。僕の作戦はもっと、全力で間違ってる、くっだらないもんですよ」


    「……これまでは、ずうっと小こ賢ざかしく慎重にやってきたわけだけど」


    　慶介の手が、こちらに差しだされる。


    「どうせ崖がけっぷちなら、思い切り飛んでみるのも楽しそうだね。久々にわくわくしてきたよ」


    「よろしくお願いします」


    　僕は慶介と握手を交わした。


    　日に本ほん村むらに潜入したときとは違う、本物の同盟だ。これで僕たち、仲間ンコだよ！


    「さてそれじゃあ、早速気合い入れて準備を始めないと──」


    　ピピピピピピピピ。


    　慶けい介すけが男らしくスーツを脱ぎ捨て、隠しロッカーから女性ものの下着を取りだしたときだった。


    　室内のＰＭが一斉に鳴り響き、緊急のニュース映像が虚こ空くうに映しだされる。


    『ただいま国会において、《感染者隔かく離り法》が無事可決された模様です』


    「……おい」


    　報道の内容を聞き、ゆとりが青ざめる。


    「これ、いくらなんでも早すぎだぜ」


    「あのイカれ女、怠なまけ癖ぐせついてるくせに、バリバリ裏で働きまくってるみたいっスね」


    　鼓こ修す理りが歯ぎしりし、早さ乙おと女め先輩も難しい顔をしていた。


    『政府の見解によりますと、この緊急法案は明日あすにも施行され、感染者指定された患者は遅くとも明後日あさつてごろから強制隔離されることになります。国民の間では、《公然猥わい褻せつウイルス》発生当初から感染拡大の阻そ止しと諸外国への信頼回復が強く求められており、今回の法制定は政府がその要請にようやく応こたえるかたちになったといえます。隔離には善ぜん導どう課職員が──』


    　報道が進むにつれ、室内に重い空気が立ちこめる。


    『信じられねーデース。ニッポンの掲示板、反対意見がほとんど見当たらないデース。あっても全力で叩たたかれまくって涙目敗走デース。んー、日本語むずかしいだけだといいんデスケド……』


    　想像以上に早く進むディストピア構築と、それを受け入れる人々の姿勢に、アニーまで気弱な声を出す。


    「この流れをつくっている女性……藻みず女くめといいましたか」


    　みんなが黙りこむ中、《羅ら武ぶマシーン》がぽつりと漏もらす。


    「健全を極めようとした社会が生み出した、本物の化け物……それに比べれば、不健全な社会の中で育った私程度の女など、可愛いものですね」


    　僕はそのとき初めて、《羅武マシーン》が語尾にカップリングをつけず喋しやべっているのを聞いた気がした。


    



    　　　　　　●


    



    「ふー、無事にひと仕事終えたでありんす」


    　地下国会図書館のモニタールーム。


    　先ほど成立した《感染者隔離法》の詳細についての報道を聞きながら、藻女は大きく体を伸ばした。また一つ大きな山を越えられた。いろいろと無茶な法律であったために根回しに苦労したが、この無茶苦茶な法律さえ成立してしまえばあとは簡単だ。〝健全国家〟の構築に反対する者は感染者認定して隔かく離りしてしまえばよい。公然猥わい褻せつウイルス駆逐のためと謳うたえば、どんな法律でも一定の支持を得ることができるだろう。電撃貞てい操そう帯たい導入も子づくり禁止も、思いのままだ。


    「あとは、《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》さえ手元に戻ってきてくれさえすれば、完かん璧ぺきなのでありんすが……」


    　藻みず女くめが現在構築しつつある〝健全国家〟は、数十年後に破壊されることを前提としたものだ。数十年の間に性規制の恐ろしさを全国民に叩たたき込み、二度と性を規制しようという気にさせないようにする。それが藻女の目的だった。そしてその目的を達成するためには、何十年にもわたって続く健全国家を劇的に破壊する英雄が必要なのだ。徹底的に性を規制した藻女という悪役を討ち取り、性に寛容な社会を導いていく英雄。それにふさわしい人材が、奥おく間ま狸たぬ吉きちだった。同時に彼は、藻女の渇きを癒いやしてくれる可能性をも秘めていた。親が子供を愛するように、存在のすべてを受け入れてほしいと願う藻女の渇きを。だから藻女は狸吉を望んだ。


    　にもかかわらず、彼は藻女の手元から逃げ出してしまった。しかも彼はＰＭの追跡機能を無効化しているらしく、その捜索は容易ではない。


    　しかし藻女には一人、狸吉を効率よく捕まえることのできる人材に当てがあった。彼女の嗅きゆう覚かくと藻女の権力が合わされば、そう遠くないうちに狸吉を捕まえることができるだろう。


    「ふむ。学ぶ機会を与えてから今日きようで五日ほどか。アンナの知能ならば、この国の歪ゆがみと間違いについて察するに十分な時間ではありんすが」


    　藻女はのろのろと椅い子すから立ちあがり、ふらふらした足取りでモニタールームを出た。


    　しばらく歩いたところで開けた空間に出る。


    　そこは地下国会図書館の中でも少し特殊な場所だった。


    　ＰＭが普及してからは一部の企業や研究機関、医療施設などに配備されるのみとなった、海外のサイトにアクセスできるデスクトップパソコン。図書館内の資料を再生するためのＡＶ機器。しつらえられたテーブルにはペンとノートも置かれ、性に関するありとあらゆる学識を学ぶのにこれ以上ない環境が整っていた。


    　その空間の真ん中に、美しい銀髪の少女、アンナ・錦にしきノの宮みやが座っていた。


    　傍かたわらには、彼女の世話役として呼びつけた藻女の後輩、月つき見み草ぐさ朧おぼろが所在なさげに立っている。アンナが手を出さずに放置した食事を下げるかどうか判断しかね、フリーズしているようだった。


    　藻女は月見草に構うことなく、背後から回り込んでアンナの様子を観察した。アンナは既に読み終えたらしい猥わい褻せつな資料で埋もれるようになりながら、いまも新しい資料に目を通している。藻女の存在にも気づかないまま、一心不乱に資料を読みふけるその虚うつろな瞳ひとみから、正気を感じ取ることはできなかった。


    「……わたくしは、これまで、一体何を……ずっと、間違い続けて……？　だって、誰も、こんなこと……卑ひ猥わいだなんて、教えてくれなかった……でも、だって、え……？　愛は、愛は正しいんじゃないんですの、だって、だって……わたくしは……お母様は、愛は正しいと……なにかの、なにかの間違いですわ……きっと、わたくしやお母様やお父様が正しいと思える情報が、きっとどこかに……どこかに……」


    　必死になって救いを見いだそうとするアンナの声に、藻みず女くめは胸の奥から湧わき起こるほどの愛着を感じた。この子は自分と同じだ。この規制社会の被害者で、きっと同じ傷を共有してくれる。藻女が沈んだのと同じ泥沼へ一緒に墜おちてきてくれる。そう確信した藻女はアンナに対して、以前よりもずっと強い愛情を感じていた。


    　──アンナ、アンナよ。そなたのこれまでの生き方を肯こう定ていしてくれるような真実は、この世のどこにもないでありんす。そなたは健けな気げにも間違った教育を盲信し、素直に実直に、この歪ゆがんだ国において誰よりも〝正しく〟育ってしまったのだから。


    　藻女はアンナの目をより間近で覗のぞきこみ、にっこりと微笑ほほえんだ。


    　もう少しだ。両親に捨てられ、すべての支えを失ったあの日の藻女と同じところに、アンナはもうあと一押しで墜ちてくる。


    「アンナよ」


    　藻女はアンナの肩を強く揺さぶった。そこでようやくアンナは資料に没頭するのをやめ、ぼんやりとした瞳ひとみに藻女の姿を映した。


    「あ、ああ、藻女……さん？」


    「どうでありんすか。そなたのこれまでの行おこないが卑猥と無関係だったと証明できるような材料は、見つかったでありんすか？」


    　あくまで優しく問いかける藻女。アンナは追い詰められた獣けもののように目を見開き、慈愛に満ちた藻女の視線から逃のがれるように不健全図書へと目を落とした。


    「そ、それは、もう少し、もう少し時間がかかりますわっ」


    「一つ、提案がありんす」


    　なおも現実から逃のがれようとするアンナにトドメを刺すべく、藻女は迅速に動いた。優しく、百パーセントの愛でもって、アンナに囁ささやく。


    「そなたの親は、そなたやこの社会に正しい生き方とやらを啓けい蒙もうしてきた張本人でありんす。ならば、そなたのこれまでの行動を肯こう定ていしてくれる救いは、妾わらわが用意した資料ではなく、そなたの親の中にこそあるのではないか？　とはいえ祀まつ影かげ様は既に話せる状態ではありんせん……となれば、ソフィア様と話をすれば、そなたの望む答えを聞かせてくれるに違いないでありんす」


    　──まあそんな救いなど、あるわけもないがな。


    　──あの矛む盾じゆんした母親に、アンナを救う理屈などあるわけがない。


    　──あの視野の狭い母親に、アンナのこれまでの行おこないを受け入れる度量などあるわけがない。


    　そんな本心を口にすることなく、藻みず女くめは微笑ほほえむ。


    「……そう、ですわね。藻女さんの、言うとおりですわ」


    　アンナは歯切れ悪く、藻女の提案を受け入れる。


    「では、決まりでありんすな。ソフィア様と話をする機会は、妾わらわが責任をもって用意するでありんす。そなたはそれまで、気の済むまで資料を閲覧しておくといい。ソフィア様と、納得のいくまで話ができるように」


    　そうして藻女は、再び資料に没頭するアンナに背を向け、のそのそと寝床へ歩き出した。


    「お膳立てはすべて整ったでありんすなぁ」


    　墜おちてきたアンナをドロドロに愛し、愛され、そのアンナを利用して捕まえた狸たぬ吉きちも藻女の好みに調整する。ディストピア構築に必要な山場を一通り越えたいま、藻女の前には輝かがやかしくも破滅的な未来が広がるだけだった。


    　素敵で理想的な未来を間近に感じ、藻女はとても幸せな気分に浸ひたるのだった。
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    「えーと……」


    《感染者隔かく離り法案》成立の報道を前にしてお通つ夜やムードになる面々を前にして、僕は正直かなり焦あせっていた。


    「ねぇ、こんなザマで本当に大丈夫なわけ？」


    　さっきまでノリノリだった慶けい介すけが懐かい疑ぎ的な声を漏もらし、それに対してゆとりが「た、狸吉の作戦があれば大丈夫に決まってるぜ！　……たぶん」と不安げに言う。そのやりとりを見て、僕の焦りはさらに加速した。


    　うわー、まずいなぁ。


    　興味本位で亀き頭とうと＊にハッカ油を塗って死にかけたときぐらい、僕は焦っていた。


    「えーと、あのさ、みんな、僕の説明ちゃんと聞いてた？」


    　作戦がうまく伝わってなかったんじゃないかと、今さらながら不安になる。


    「藻女さんの手際がいいのって、僕たちにとってはむしろ好都合なんだよ？」


    「だよねー」


    　慶介が僕の言葉に賛同し、「ぷぷぷー」とからかうようにゆとりたちを指さす。


    「さんざん僕たちを邪魔してくれた《ＳＯＸソツクス》が、まさか自分たちの作戦を把握できてないとか、同盟組んだ身としてはいまから心配なんですけどー」


    「なっ、バカにすんなだぜ！　ちょっ、ちょっと藻女の要領がよすぎて、あたしらの作戦も簡単に防がれるんじゃないかって思っちまっただけだぜ！」


    　ゆとりがキーキーわめくのに便乗して、鼓こ修す理りや早さ乙おと女め先輩が「そーだそーだ」と声を上げる。


    「ま、なんでもいいや。とにかくあの怪物が頑張ってくれるのはこっちとしても好都合。そんじゃ、リーダー、ちゃちゃっと《ヘルサウンド》突入の打ち合わせしちゃおうか。なんだか張り切ってるらしいあの怪物に、一泡吹かせてやろう」


    「よろしくお願いします」


    　悪い笑え顔がおを浮かべる慶けい介すけに、僕は友好的な笑顔を返す。


    「……うわ、狸たぬ吉きちがすげー悪い顔してるぜ」


    「鼓修理もドン引きっスわ」


    「まあ、あやつもあれで相当なイカれじゃからの。お似合いの笑顔じゃ」


    『タヌキチの顔、ヘンシツシャみたいで素敵デース！』


    　……みんなさ、そんな誹ひ謗ぼう中傷だけでなくて、もっと僕を褒ほめてくれない？　僕は褒めて（ちんこが）伸びるタイプなんだよ？


    　僕が苦笑していたところ、《羅ら武ぶマシーン》が慶介を見て意外そうな顔をしていた。


    「あんな楽しそうな慶介殿、初めて見ますね。──狸吉×慶介殿」


    　おいやめろ。僕の無む邪じや気きな笑顔を中傷するのは好きにしてもいい。だけど最後のだけはやめろ。いいか？　規制をぶっ壊したあとに本を出したりするなよ？　絶対だぞ？


    



    　こうして僕たちは《ヘルサウンド》を擁ようする北の大地への体制を整え。


    　一致団結して動き出すのだった。

  


  
    



    　第三章『変態！　変態!!　変態[image: ]』


    



    　四月二十日。


    「ふぅ」


    　午後の獄内労働を終えた綾あや女めは、道具を片付けながら息をついていた。


    「……慶けい介すけの本当の目的、ねぇ」


    　ここしばらく、綾女はずっと考えていた。


    　やり方や考え方が違うからと安易に拒絶したりせず、じっくり話し合っていれば、慶介や《羅ら武ぶマシーン》と手を組む道もあったのではないか。そうすれば藻みず女くめにはめられたりすることもなく、今ごろ日本は昔のようなエロエロ国家に向けて変態改革を行おこなっていたのではないか。


    「……まあ、今さらそんなこと考えたって、もう遅いわね」


    　肩をすくめ、綾女は周囲を見渡した。


    　この二週間ほど、獄内には定期的に新顔が供給され続けている。


    　春の陽気にあてられてち●こや乳ち首くびやクリトリスを芽吹かせた連中がとっ捕まっているのかと綾女は当初思っていた。しかし善ぜん十じゆう郎ろうが新入りたちから詳しく話を聞いたところによると、事実はそんな呑のん気きなものではなかった。


    　いま日本では《感染者隔かく離り法》が施行され、《公然猥わい褻せつウイルス》に感染していると国から判定された者が次々捕まっているのだという。


    　感染者の隔離先はここ《ヘルサウンド》。


    《公然猥褻ウイルス》は患者が発する下ネタを見聞きすることで感染するとされている。空気感染ならぬ下ネタ感染だ。ゆえに発症者の言葉に耳を傾けることは御ご法はつ度ととされ、文字どおり問答無用で隔離されてしまうらしい。


    　藻みず女くめの計画する異常なまでの性規制社会は、怖おぞ気けがするほどの速度でその姿を構築しつつある。その理り不ふ尽じんを体現するかのように、ここ二週間で増え続けている新入りたちは一様に表情が暗い。誰もが虚うつろな顔で「俺おれは感染なんかしてないのにっ」「こんなことになるなんて……」「やっぱり《公然猥褻ウイルス》なんて噓うそっぱちだったんじゃないか」「でも、法案に反対するなんてできない空気だったし……」などと呟つぶやいている。


    　獄内の変態たちはそんな一般人を慰なぐさめるべく「そんなことより腰振りダンスしようぜ!?」とサムズアップするのだが、逆効果もいいところであった。「こんな連中と一緒にされるなんて！」と泣き出す人までいたのだから、空気の読めない変態の罪は重い。いまも一部の変態たちが囚人服を脱ぎ、貞てい操そう帯たいＰＭからはみ出したお尻しりをペチペチ叩たたいて「びっくりするほどディストピア！　びっくりするほどディストピア！」とアホ面づら晒さらして踊っているが、新入りたちの反応は芳かんばしくない。一番激しく踊っている善ぜん十じゆう郎ろうが一番楽しそうだ。


    　しかし今さらながら、あの強烈なおっさんと《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》が同じ屋根の下に暮らしていたなど想像もつかない。幼少期の狸たぬ吉きちが過ごしていた家庭環境はまさに、想像を絶するものだったのだろう。


    「その狸吉はいま、大丈夫なのかしら」


    　三週間前に善ぜん導どう課から無事逃げ出したというのはわかっているが、恐ろしい速度で進む規制の情報を仕入れるたびに不安になる。これだけ迅速に規制を進める藻女から、狸吉は逃げ続けることができているのだろうか。


    「……いくら考えても意味ないわね」


    　気晴らしに自分も〝びっくりするほどディストピア踊り〟に参加して、獄内にいやらしい風でも吹きこんでやろうかしらとお尻を叩き始めたときだった。


    「いますぐ全員独房に戻れ！」


    　突とつ如じよ、看守たちが慌あわてた様子で怒号を飛ばした。


    　あわや〝びっくりするほどディストピア踊り〟廃止か、いまこそ綾あや女め考案の新型レクリエーション「ま●こサックダンス」と「ち●こサックダンス」を新たに流は行やらせるチャンスかと思ったが、なにやら様子がおかしい。看守たちは一様に余裕がなく、囚人に独房待機の理由を説明しようともしなかったのだ。


    「いいから全員、とっとと独房に戻れ！」


    《ヘルサウンド》東エリアにおいて、午後の労働のあとは粗末ながら夕食の時間が確保されている。オナニー一つろくにできない獄内において、唯ゆい一いつの娯楽と言っていい。それをなんの説明もなく取り上げられ、囚人たちは何度も寸止めを食らった生せい殖しよく器きのように抗議の声を上げる。しかし看守は取り合わず、囚人たちを従わせるためにテーザー銃じゆうまで構える始末だ。


    　囚人のうち何人かの貞てい操そう帯たいＰＭが見せしめとばかりに強烈な電撃を炸さく裂れつさせたのを見て、ようやく囚人たちは独房へと向かう。それでも看守たちの表情から焦あせりは消えず、獄内全体に異常なまでの緊張が立ちこめているのがわかった。


    「一体、なんなのかしら」


    「どうやら、南エリアで大規模な脱だつ獄ごく騒ぎが起こったようですね」


    「え？」


    　いつの間にか綾あや女めの隣にいたのは、二週間ほど前に慶けい介すけの本心とやらを教えてくれたあの女囚だった。


    「どうしてそんなことがわかるのよ」


    「私は耳がいいのです。娑しや婆ばにいたころは、怪しいほどに仲のいい男たちの会話に聞き耳を立てるのが趣味だったので。獄内でも、看守たちの怪しげな会話を日常的に盗み聞いて、心の平穏を保つのが日課になっています」


    「そ、そう」


    　腐ふ女じよ子しは逞たくましいなぁと呆あきれ、その怪しい会話とやらを今度教えてもらおうかしらと綾女が興奮していると、今度は隣に善ぜん十じゆう郎ろうが出現していた。もう尻しりはしまってある。


    「珍しいな。この獄内ＰＭの電撃を食らえば、大体のやつは動けなくなるはずなんだが。大規模脱走となると……ふふっ。全員が一斉に目覚めたか？　電撃の快楽に」


    「いや、普通にシステムに異常が出たとかでしょう。なにかのトラブルか、もしくは外部から誰かが──」


    　そこまで言ったところで、綾女は自分の言葉にハッとする。


    　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、無茶な判断で地の底まで自分を助けに来てくれた後輩の勃ぼつ起きした背中だ。


    「まさかあのバカ……っ、また……っ!?」


    　期待していなかったと言えば噓うそになる。実際、狸たぬ吉きちがまた自分のためにバカをやっているのかもしれないと思うと、どうしようもなく胸が高鳴る。体中の穴という穴が孕はらみそうだ。


    　しかし同時に、大きな疑念が胸中に渦巻く。


    　助けに来てくれたのだとしたら、地下国会図書館でそうだったように、隠おん密みつ行動を基本とするはずだ。このタイミングで大規模な脱獄騒ぎなど引き起こせば、体制側、ひいては藻みず女くめに利するだけではないか。規制の口実を与えるだけである。


    　この騒ぎが狸吉によるものだとしたら、一体どういう意図で……。


    　それともまさか、狸吉は既に藻女の奴ど隷れいに……？


    　にわかにざわめきだした獄内の空気にあてられるように、綾あや女めの胸中も期待と不安に揺り動かされていた。


    



    　　　　　　●


    



    　四つのエリアに分割されている《ヘルサウンド》の中でも、比較的潜入の容易な場所にある南エリア。慶けい介すけの協力を得て、その大だい監かん獄ごくの一角に潜入した僕とゆとり、早さ乙おと女め先輩の三人がまず目指したのは、エリア内の様々なシステムを司つかさどるコントロールルームだった。


    《ヘルサウンド》の囚人たちは、その全員が強力な電撃を炸さく裂れつさせる貞てい操そう帯たいＰＭによって管理されている。これを無効化しなければ、脱走なんて夢のまた夢。かといって、いくらアニーがチートでも、一人一人の電撃ＰＭをいちいち無効化してたら時間が足りない。


    　そこで僕たちは《ヘルサウンド》の各エリアに設置されている独立サーバーに目をつけた。


    　これをアニーにハッキングしてもらい、各エリアの囚人たちを順次その戒いましめから解き放つのである。


    　ゆとりがアニーから託された遠えん隔かくハッキング用の機材を持ってコントロールルームに潜入したあと、僕と早乙女先輩は農作業中の囚人を物陰に引きずり込み、「これの名を言ってみろぉ！」と股こ間かんを指さした。これは決してレベルの低いセクハラではなく、電撃貞操帯が無効化されていることを囚人に教えるために必要な工程だった。仕方がなかった。なんだかちょっと興奮してしまったのは役得というやつである。


    　そんなわけで電撃貞操帯が無効化されていることに気づいた囚人は、僕が頷うなずくのを見ると、「お、おちんぽ……おちんぽおおおおっ！」と、愛液を得た精せい子しのようにはしゃぎながら作業場へ戻っていった。そうしてほかの囚人たちも次々と異変に気づき、獄内はあっという間に禁止単語祭りと化し、変態の変態による変態のための暴動が発生した。


    　電撃さえ無効化してしまえば、長年にわたって変態パワーを股間に溜ため込んできたうえに数も多い囚人たちは看守を圧倒した。


    　サーバーは同時に全エリアの貞操帯ＰＭに不具合が生じないよう各エリアに分散設置されているわけだけど、こうして一度集団脱だつ獄ごくが起きてしまえば外部から貞操帯ＰＭを復旧させることができないという点で、その慎重さが裏目に出たと言える。


    　そうして南エリアはあっという間に変態の支配する不健全エリアとなり──。


    



    「卑ひ猥わいなイラストで抜きたいかあああああああ!?」


    「「「「「「うおおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」」


    「卑猥なイラストでイきたいかあああああああ!?」


    「「「「「「うおおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」」


    　広場に集めた五百人近い囚人たちを前に、僕は素顔を剝むき出しにして声を張り上げていた。


    「ならば受け取れええええええっ！　俺おれたちは卑ひ猥わいなイラストを授さずける！　貴き様さまらは受け取る！　それが誓いの杯さかずき！　桃太郎さんの汚いきび団子！　賢者となった者から俺たち《ＳＯＸソツクス》の戦列に加われ！　全員でこの監かん獄ごくから脱出するぞ！　玉袋から放出される白はく濁だく液えきのように！」


    　囚人たちに向けて、珠玉のエロイラストをばらまく。


    「あひぃ！」「十年ぶりのオカ──いきゅうううううううっ！」「びくんびくん」


    　この日のために早さ乙おと女め先輩が描かき下ろした多種多様のエロイラスト。慶けい介すけ傘さん下かの業者によってコピーされたそれは、長年オカズ日照りだった囚人たちの頭上に雨あられと降り注ぐ。


    　股こ間かんに装着された電撃ＰＭのせいで、直接のシコシコクチュクチュはできないみたいだったけど、囚人たちの多くはイラストを目にするだけで、なんだかもう酷ひどい有様になっていた。うなじやふくらはぎだけをオナネタにしてきた男子中学生のような反応だ。下半身が敏感肌はだ。


    「よしよし。好評なようでなによりじゃ」


    　僕の肩によじよじと昇って囚人たちの反応を見下ろしながら、パンツで顔を隠した早乙女先輩が「にしし」と笑う。


    「さて、勢いのままに囚人を仲間にしたはいいけど……」


    　僕は背後にそびえる《ヘルサウンド》南エリア管理棟を見上げた。


    　そこではサーバーにさらなる細工を加えるべく、ゆとりの持ちこんだ機材経由でアニーがいまだハッキングを続けている。


    　というのも、僕たちがこの場を離れたあとにサーバーを復旧させられると、囚人が全員電撃の餌え食じきになってしまうため、それを防ぐための作業をお願いしているのだった。


    　そもそも復旧が不可能なくらい滅め茶ちや苦く茶ちやにサーバーを破壊すれば簡単な話なのだけど、できればそれは避けたい。僕の考えた作戦の性質上、電撃貞てい操そう帯たいにはまだ利用価値があるからだ。


    　なので少々面倒な作業をアニーにお願いしてしまうこととなり、それが避けようのない時間のロスを生むことになっていた。


    　このタイムロスが残り三つのエリアでも発生するのだと思うと、アニーのチート能力をもってしても、ぬぐい去れない不安が脳のう裏りをよぎる。


    「狸たぬ吉きち！」


    　早乙女先輩と一緒になってエロイラストをばらまいていた僕の隣に、パンツをかぶったゆとりが駆かけつけた。その手には《ヘルサウンド》突入前にアニーから託されたよくわからない機材が握られている。ゆとりはそれを僕に突きつけ、


    「アニーのハッキング作業、ほぼ完了だぜ！　これでここを離れたあとも、囚人どもの電撃はしばらく無効化されたまま！　安心して大暴れできるぜ！」


    『次からはもっと早くサーバーを快楽墜おちさせてやるデース！　くっ殺サーバーデース！』


    「二人ともお疲れ！　思ったより時間がかかっちゃったみたいだけど……うん、いまのとこは上出来だね。次は移動手段の確保だ！　一人でも多く脱だつ獄ごくさせるよ！」


    　こうしている間にも、この南エリアに善ぜん導どう課の応援が差し向けられているだろう。可能な限り迅速に動き、脱獄囚の数を減らすことなく北の大地を脱出したい。


    「了解だぜ！」


    　ゆとりは僕の指示を受けて、再び疾しつ風ぷうのように走り出した。


    　ピピピピピ。


    「む？　なんじゃ？　この一刻一秒を争うときに」


    　早さ乙おと女め先輩がＰＭを展開すると、なにやらキャイキャイと騒がしい声が響き渡る。


    『『やっほーっ！　お久しぶり！』』


    『ウミと！』


    『ソラだよ！』


    「ちょっと!?　なにしてんの!?」


    　いきなり早乙女先輩のＰＭに電話をかけてきたのは、《羅ら武ぶマシーン》の娘、腐った双子のウミとソラだった。


    「《羅武マシーン》から聞いてないの!?　いま僕たち、忙しいんだけど！」


    　いまでこそ五百人の囚人たちとバカ騒ぎしているが、この大脱獄作戦は当初、完全な隠おん密みつ活動だった。南エリアの電撃ＰＭを無効化するまでは、地下国会図書館に潜入したとき以上の慎重さでここまで進んできたのである。僕とゆとりと早乙女先輩、たった三人の少数精せい鋭えいで、小型漁船を利用しての北の大地潜入＆獄内侵入だ。


    　そりゃあもちろん、誰かから電話がかかってきたくらいで見つかるようなお遊びなんてしちゃいなかったけど、それでも隠密作戦実行中の人間に電話をかけるなんて、この双子には常識がないのか。いや、まあ、この二人にそんなもんないってことは、身に染みてるけどさ。


    『いやいやちょっとねどうしてもっ』


    『気になることがあったのさっ』


    　双子がは妙にテンションが高く、ふはふと息を荒らげている。嫌な予感しかしない。


    『監かん獄ごくといえば！』


    『〝そういうのが多い〟ってよく聞くよ!?』


    『『異性に飢えるあまり、同性に走っちゃった元ストレートの人とかいなかった!?』』


    「あのさぁ……」


    　マジでこいつらこればっかだな。ていうかそれ、偏見もいいところじゃあ……。


    　僕はいろんな意味で腐った双子に絶望を与えるべく、《ヘルサウンド》の現実を伝える。


    「この監獄、男女混合だから、そういうのないと思うよ」


    『『はぁ!?』』


    　双子が義憤に駆かられた声を上げる。


    『監かん獄ごくが男女一緒とか！』


    『ありえないよ！』


    『常識ないの!?　常識！』


    　お前らが常識を語るな。


    　双子は期待を裏切られて意気消沈したらしく、あっさり通信を切ってしまった。


    「なんだったんだ、あいつら……」


    「本当にな。しかしあれじゃの。いい感じに時間が潰つぶせたようじゃ」


    　双子のＰＭを着信拒否設定にしてから、早さ乙おと女め先輩が遠くに視線を向ける。


    「おーい！　無事に足をゲットしたぜーっ！」


    　そう言って手を振るゆとりの隣、広場の入り口には、大型のトラックが停車していた。獄内労働で作られた野菜やらなんやらを出荷するためのものだ。


    「事前の調べのとおり、囚人どもを全員運ぶだけの台数があったぜ。アニーに頼んで一台一台ロック解除してくから、どの囚人どもからトラックに乗り込んでもらうか、割り振ってくれだぜーっ」


    　いまの日本では、すべての車両がそれぞれに登録されたＰＭのみをキーとして動くようになっている。しかしその程度のロック、アニーに頼めば三みこすり半。多少手間はかかるものの、囚人全員を運ぶだけのトラックを稼か働どうするのは難しくない。


    「了解！　トラックのロック解除が終わり次第、ゆとりは先頭を行くトラックに乗り込んで、西エリア突入の先陣を切ってくれ！」


    「わかったぜ！」


    　ゆとりがトラックのロック解除に走り出し、僕はエロイラストで骨抜きにされた囚人たちにトラックへ乗り込むよう指示を出す。


    「そこまでだ」


    「っ!?」


    　背後から静かに声をかけられ、僕と早乙女先輩は振り返る。


    　そこに立っていたのは、眼鏡めがねをかけた細身の男性だった。白髪交じりのオールバックで、その佇たたずまいにはある種の気品が感じられる。テーザー銃じゆうを構えた十数人の男女を背後に従えていなければ、素直に紳士的な人物だと思えただろう。


    「君たちは、いま自分がなにをしているのかわかっていますか？　こんな騒ぎを起こしても、規制推進派の人間が笑うだけだ」


    　背後でテーザー銃を構える男女同様、囚人服に身を包んだ男性は諭さとすように語る。


    　くそっ、僕たちが無力化した看守から銃を奪ったのか。


    　囚人は全員、早乙女先輩のイラストで仲間にできると思っていたのに、これはかなり痛い計算ミスだ。


    「私が無実の罪で投とう獄ごくされたあと、ヤケを起こして国会議事堂に避ひ妊にん具ぐをバラまいたバカがいる。この社会に反発する気持ちはわかりますが、同じ失敗を繰り返してはいけない」


    　男性は僕と早さ乙おと女め先輩がバラまいたエロイラストを拾い上げると、驚いたことに、眉まゆ一つ動かさずにじっと眺める。


    「確かに素晴らしいシコリティだ。長年の監かん獄ごく生活を余よ儀ぎなくされた囚人だけでなく、昨日きのう今日きようここに送られてきたばかりの彼らさえも籠ろう絡らくしてしまえるでしょう」


    　男性の背後でテーザー銃じゆうを構える囚人たちに目をやれば、地面に落ちたエロイラストをチラ見しながら股こ間かんをもじもじさせていた。いまごろ貞てい操そう帯たいＰＭの下は随分窮屈になっていることだろう。


    「しかしそれが話をややこしくする。騒ぎが大きくなりすぎる前に、君たちにはここで止まってもらいます。私の友人が起こした過ちを、目の前でみすみす繰り返させたりはしない」


    　男性は早乙女先輩のイラストをなんの感かん慨がいもなさそうに手放すと、テーザー銃発射の命令を下すべく、ゆっくりと手をあげる。


    「な、ななっ、わしのイラストを見て、なぜ平然としていられるのじゃ……っ」


    「早乙女先輩、落ち着いてください」


    　アイデンティティ崩ほう壊かいの危機に瀕ひんしている早乙女先輩に、僕はある指示を出した。


    「早乙女先輩のイラストが通用しない理由、なんとなく察しがつきました。あの男性の正体も。つきましては、ちょっと普段とは違った趣向のイラストをですね──」


    「なんじゃ？　そんなイラストでよいのか？　世界は広いの……」


    「なにをひそひそと。余計な小細工は──」


    「僕たちの作戦は、奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうのものとは──父のものとは違います」


    　男性の発言を遮さえぎり、僕は言った。


    「なに？」


    　男性が怯ひるんだところを見計らって、さらにたたみかけた。


    「あなたは、華か城じよう……綾あや女め先輩の、実のお父さんですね？」


    　遠えん藤どう正まさ志し。かつて、無実の罪で政界を追われ、華城先輩に一日三分のＰＭ無効ケータイを託した人物だ。


    「……君は」


    　男性──遠藤正志が目を見開き、なにかを思案するように目を閉じる。


    「……そうか。これだけの騒ぎを起こす手際。綾女の素す性じようを知る発言。この一年、あの子の起こす騒ぎに付き合ってくれていたのは、善十郎の息子だったのですか」


    　遠藤正志が感慨深げに呟つぶやく。


    「しかし、そんなことは関係ありません」


    「っ」


    　正まさ志しさんの目から敵意が消えていないことに気づき、僕は焦あせった。


    「娘を助けに来てくれたのでしょうが、それでも、この騒ぎを認めるわけにはいかない。その強引なやり方が、将来的により多くの人を不幸にすると、私は知っているからだ」


    「ちょっ、待っ、聞いてください、正志さん！」


    　僕の考えた作戦は、説明するのに時間がかかる。


    　だが、ここで華か城じよう先輩のお父さんと同士討ちを演じるわけにはいかない。


    　かなり致命的な時間のロスになりそうだが、ここは丁てい寧ねいに説明して協力を仰あおぐ必要があるだろう。くそぅ、この人が情にほだされるタイプだったなら、話は簡単だったのに。


    「おい狸たぬ吉きち！　ヤバいぜ！　って、なんだぜこの状況!?　うわわっ、撃つなっ、撃つなだぜ！」


    「えっ!?　ちょっ、今度はゆとり!?　どうしたの！」


    　テーザー銃じゆうを向けられて立ち止まったゆとりに呼びかける。


    「どうしたのはこっちのセリフだけどな……って、それより、ヤバいんだぜ！」


    　次の瞬間、ゆとりの口から放たれたセリフに、僕は凍りついた。


    「《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》が、こっちに向かってるぜ！　しかも善ぜん導どう課精せい鋭えい部隊五百人のおまけ付き！　はははっ」


    　恐怖がカンストしたのか、ゆとりが乾いた笑い声を上げた。僕は死ぬ前にアナルオナニーに挑戦してみたいなと思った。セルフフィストファックって憧あこがれるよね。


    　──って、現実逃避してる場合じゃない！


    「うわあああっ!?　ど、どうなってるの！　その情報、本当!?」


    『本気汁デース！』


    　僕の問いかけに答えたのは、青ざめた顔で「へへへ、もう終わりだぜ」と繰り返すゆとりではなく、イマイチ危機感に欠けるアニーだった。


    『応援が到着するまでの時間を計算しようとゼンドーカにハッキング仕掛けてたら、勝手に動いてる部隊見つけマシタ。あと三十分もすれば、そこから視認できる距離にまで近づいてくるはずデース』


    「なんかな、ちょうど《鋼鉄の鬼女》の部隊が北の大地・中央エリアに来てたらしいんだぜ。ははは。運が悪いな。狸吉、死ぬ前にあたしとチューしようぜ……」


    　死を覚悟したらしいゆとりが、虚うつろな目でとんでもない妄もう言げんを口走り始める。そのパニック具合を見て、僕は逆に冷静になった。


    「ああもうっ！　母さんと戦うのは、まだ先の予定なんだよ！」


    　理り不ふ尽じんな展開に対して思いっきり愚ぐ痴ちってから、僕は正志さんに向かって叫んだ。


    「正志さん！　詳しいことは道中で説明しますから、とにかくついてきてください！」


    「なにをバカなことを。私を動かしたければ、事前に納得のいく説明を──」


    「できたのじゃ。しかし、これで本当にいいのかの」


    　足下から早さ乙おと女め先輩の不安げな声が聞こえた。


    　僕はすかさず彼女からその画用紙を受け取り、正まさ志しさんに突きつける。


    　効き目がどの程度のものか未知数だけど、いまはこれに頼るしかない！


    「また卑ひ猥わいなイラストですか？　私にはそんな……っ!?　ぐっ、あへええええええええっ!?」


    「「「え、遠えん藤どうさん!?」」」


    　突とつ如じよ腰をかくかく動かしながら地面に膝ひざをつき、びくんびくんと震えてアヘ顔を晒さらした遠藤正志に、背後の男女が困惑する。僕も困惑する。効き目強すぎだろ……このババ専狙ねらい撃ちエロイラスト……。ちなみにババ専じゃない僕にとっては精神崩ほう壊かいもののグロ画像に違いないため、どんなイラストだったかは確認していない。


    「よしっ。リベンジ成功じゃ！」


    　早乙女先輩が得意気に胸を張る。


    「残りの連中も、これを見ろ！」


    「「「「「う、ぐぐぐぐぐっ!?」」」」」


    　正志さんの指揮を失った男女にも、早乙女先輩特製のエロイラストを突きつける。彼らがテーザー銃じゆうを取り落として股こ間かんを押さえ始めたのを確認してから、背後の囚人たちに指示を出す。


    「全員！　いますぐトラックに乗って西エリアへ！　体力に自信がある人は、この人たちを運ぶの手伝って！」


    　仲間は一人でも多いほうがいいし、残しておくと母さんたちに合流されて厄やつ介かいだ。


    「ウホッ、好みのシルバーだゼ」


    　なんだか日に本ほん村むらで見たことがあるようなガチムチが現れ、正志さんをひょいと担かつぐ。正志さんはエロイラストの余よ韻いんで腰をひくひくさせながら、苦しげな声を漏もらした。


    「……うぅ、なぜ、私の趣味を……」


    「娘さんから聞きました」


    　しかも出会ったその日に。


    「……くぅ、殺してくれぇ……」


    　まあ、実の娘に自分の性せい癖へきを言いふらされてたなんて知ったら、死にたくもなるよね。遠藤正志、戦意喪そう失しつの瞬間である。


    　くっ殺状態の正志さんをトラックにぶち込み、僕たちはかなりの強行軍で南エリアを飛びだした。


    　トラックが出発してしばらくしたころ、少し落ち着いてきたらしい正志さんが、のそりと身を起こす。


    「奥おく間ま……狸たぬ吉きち君。君は先ほど『まだ母さんと戦うつもりはない』そう言っていましたね」


    　唐突なその問いに、僕は頷うなずく。


    「君は善ぜん十じゆう郎ろうの息子だ。ということは、母親とはつまり、あの《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》だ」


    　正まさ志しさんがその名を口にした途端、囚人たちの一部ががちがちと震え出す。なんなの。母さんは名前を言ってはいけないあの人的な存在なの？　禁止単語扱いなの？　ま●こと同列なの？


    「いくら実母とはいえ、いまの状況で、君の立場で、《鋼鉄の鬼女》と真正面からぶつかる予定があるのですか」


    　どうやら正志さんはいま、僕たちの計画よりもそっちに興味があるらしい。


    「……ちょっと進路について相談するだけですよ。僕、母さんに頼んで行かせてもらった高校、退学になっちゃいましたし」


    「ふむ……」


    　僕の曖あい昧まいな答えを聞いた正志さんが、なにやら顎あごに手を当て沈黙した。そして、


    「《鋼鉄の鬼女》を足止めする方法に心当たりがあります」


    　その口から予想外の情報がもたらされる。


    「少し分ぶの悪い賭かけになりますが、乗ってみますか？」


    「それは、少しでも可能性があるなら乗りますけど……でもどうして急に協力してくれる気になったんですか」


    「勘違いしないでください」


    　正志さんは不愉快そうに眉まゆをひそめる。


    「君に協力するかどうかは、君が自信をもっているらしいその作戦とやらをじっくり聞いて、そのあとに決めることだ」


    　正志さんはきっぱり言ったあと、「ただ」と言葉を続ける。


    「子供が健全に成長するために不可欠なのは卑ひ猥わいの規制などではなく、親との対決や決別であると知っているだけです。それには誰だって、相応の覚悟と準備が必要だ。……君が母親と話すべきタイミングは、いまここではない、そうなのでしょう？」


    「……はい」


    「なら、その一点に関しては協力を約束しよう。しかしいまのうちに言っておきますが、《鋼鉄の鬼女》足止めには相応のリスクがあると覚悟しておいてください」


    「え？」


    「私の妻、遠えん藤どう茜あかねの独り言は、《鋼鉄の鬼女》の動きを封じるだけに留とどまらず、ときにテロリストにさえ有害ですから」


    「……生物兵器かなにかですか？」


    「似たようなものですね」


    　そうして僕たちは母さんの率ひきいる大部隊に追われるかたちで、《ヘルサウンド》西エリアを目指すのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　四月二十日。《ＳＯＸソツクス》による大規模脱だつ獄ごく事件が発覚する少し前。


    　北の大地に散在する都市や町村の中でも最も栄えている、中央エリア。


    　そこは現在、《公然猥わい褻せつウイルス》の一次感染者とされる五百人の有力者たちが隔かく離りされて生活を送るための準備が急ピッチで進められていた。


    　五百人の有力者たちのほとんどは《公然猥褻症候群》の末期段階であり、通常の患者たちと一緒にすることさえ危あやうい状態にあった。そのため通常の感染者たちが隔離される《ヘルサウンド》とは別に、この都市内にさらに厳重な隔離体制を敷くことが早期に決定されていたのだという。もはや病気が治ることも症状が緩かん和わされることもない末期患者五百人は、この快適な大都市の中央で残り少ない人生を、不自由ながら穏やかに過ごすことになる──。


    「と、表向きには説明されているでありんすが。実際には《利用者データ》の流出で表舞台に立てなくなった有力者どもが悠々自適に暮らせるよう、準備を整えてやっているのでありんす。そら、そこには国際会議の場で禁止単語を叫んだ議員が、あそこには生放送で正気を失ったタレントが、普通に暮らしているでありんしょう？」


    　北の大地中央エリアのさらに中心部。


    　善ぜん導どう課によって厳重に出入りを警備されたその空間は、一連の《公然猥褻症候群》がデタラメであるという証しよう拠こにあふれていた。


    《公然猥褻症候群》は不治の病であり、一度発症すれば二度とまともな社会生活は送れなくなる──そう報道されていたはずなのに。藻みず女くめが車窓から指さして笑う先には、感染者とされた有名人が何食わぬ顔で生活し、実に健康的な立ち振る舞いをしていた。


    　その光景は、一連の《公然猥褻症候群》に関する報道が完全なデタラメであることを示すのに十分で。この十数年、マスコミや政府が喧けん伝でんしてきた〝卑ひ猥わいの有害性〟がまったく信用に価あたいしないものだったのではないかとアンナに実感させるに足るものであった。


    「……」


    　狸たぬ吉きちが脱走したあの日から三週間ほど、アンナは藻女に促うながされるまま、卑猥に関するあらゆる知識、考察、歴史を学び続けた。それぞれの禁止単語の意味、卑猥が規制されてきた経緯、それに反対していた人々の主張、卑猥が悪であると断定される遥はるか以前の日本で行おこなわれていた論戦、現在の日本を評する海外の声……あらゆる角度から、〝卑猥〟を体系的に学んだ。


    　その学習はこれまで自分が狸吉にしてきたアプローチの内容を肯こう定ていするための、ある種のバイアスがかかったものだった。アンナにとって都合のいい情報を積極的に取り込んだはずだった。にもかかわらずアンナは、自分がこれまで間違い続けてきたという、受け入れがたい現実にしかたどり着くことができなかった。


    　どんな理屈も考察も、アンナの納得のいくかたちでアンナを肯こう定ていしてくれることはなかった。


    　この世のどこにも、アンナを肯定してくれる理屈は存在しなかったのだ。


    「ああ、アンナよ。可か哀わい想そうに。そんなにやつれて、肌はだも髪もがさがさではないか。早くソフィア様に会って、納得のいく答えをもらわねばならないでありんすなぁ。大丈夫でありんす。ソフィア様はあれだけ自信満々に自分の教育方針を推し進めてこられた方。その教育の賜たまものであるアンナを肯定する理屈を、必ずもっているはずでありんす」


    「そう……ですわね」


    　まとわりつくような藻みず女くめの視線。粘ねばつくような愛情と憐れん憫びんと執着を感じさせる美しい瞳ひとみ。


    　そこに一切の希望を感じ取れないまま、しかしほかにすがるものもなく。アンナは静かに、ソフィアがいるという場所にまで連れていかれるのだった。


    



    「いいから、そこをどいてください！　私は夫に話があるんです！」


    「ソフィア。何度も言うが、面会には正当な手続きを踏んでからでないと──」


    「それが通らないからこうしているのでしょう！　とにかく私は、夫と話をしなければ──」


    　周囲に立ち並ぶ高層ビルの中でもひときわ高く、高級な内装を施ほどこされたホテルのフロント。


    　最上階に隔かく離りされているのだという祀まつ影かげに会わせろとヒステリックに叫んでいるのは、アンナとそっくりの銀髪を後頭部でまとめた女性、ソフィア・錦にしきノの宮みやだった。


    　アンナと同様、見た目にそぐわぬ身体能力をもつソフィアを押しとどめているのは、アンナが義母と認識している女性、奥おく間ま爛らん子こだった。周囲に何人かの善ぜん導どう課職員を従え、困り切った顔でソフィアと対たい峙じしている。


    「……なぜ、お義か母あ様までここに……」


    「本来ならばウイルス感染者の拘こう束そくと隔かく離りに奔ほん走そうしてもらうところなのでありんすが、ソフィア様があまりに強引な手段で祀影様を追い回すものだから、護衛として招集されたのでありんすな」


    　特に興味もなく漏もらしたアンナの疑問に、藻女が即答する。


    「まあ、なんでもいいですわ……」


    　アンナはふらふらとした足取りでソフィアのもとに近づいた。


    「……ぬ？」


    　それにいち早く気づいたのは、ソフィアを押しとどめるかたちでこちらを向いていた爛子だった。


    「アンナ、なぜ君がここに……アンナ？」


    　その鋭するどい双そう眸ぼうが、ぎょっと見開かれる。


    「見くびらないでください爛子さん。そんな古典的な手に私が引っかかるとでも……？」


    　急に爛子の抵抗が弱まったことに疑念を抱いだいたのか、ソフィアが怪け訝げんそうに振り返る。


    「……ア、アンナ!?　どうしてこんなところに!?　体調は戻ったのですか!?」


    　ソフィアが爛らん子こをふりほどき、アンナに駆かけ寄る。


    「誰があなたをここに……どうしたのですかアンナ、あなた、様子が……想像妊にん娠しんのときのショックが、まだ癒いえていないのではないですか……？」


    　アンナの肩に手を置いたところで、ソフィアはアンナの背後にいる人物に気づいたらしい。アンナをいったん放置して、藻みず女くめのもとへと歩み寄る。


    「あなた、祀まつ影かげの後継ぎだか側近だかでしたね？　夫にアンナの世話を任されていたようですが、なにかろくでもないことを吹き込みでもしたのではありませんか!?」


    「いえいえ。ソフィア様。妾わらわはアンナ様が傷つくようなことはなにも、教えていないでありんすよ」


    　ヒステリックに怒鳴り散らすソフィアに対し、藻女は飄ひよう々ひようと受け答えする。


    「どうだか。月つき見み草ぐさといい、夫の作った人形が私の大切な娘に近づくなど、昔から反対だったのです。どんな悪影響があるかわかりませんから。実際、アンナはこんなにも憔しよう悴すいしきっているではありませんか。……その辺りも含めて、夫と話をしなくてはならないんです！　あなた、夫の後継ぎだというのなら、それなりに権力もあるのでしょう？　私を夫に会わせなさい！」


    「うーむ。祀影様もいまやウイルスに感染してしまった身でありんす。面会は難しいと思いんすが、掛け合ってみるでありんすよ」


    「なにがウイルスですか！　《こうのとりインフルエンザ》のときといい、どれだけデタラメを吹ふい聴ちようすれば気が済むんです！　いいから夫と会わせなさい！　……ん？　アンナ？」


    　藻女に対してヒートアップしていくソフィアの勢いを押しとどめたのは、その袖そでを引くアンナだった。藻女は「では祀影様に掛け合ってみるでありんす」とフロントから姿を消し、アンナはしばらくソフィアの服をぎゅっと握り続けた。


    　ソフィアが当惑し、爛子が心配そうに近づいてきたころ、アンナはようやく口を開いた。


    



    「お母様。わたくし、ここからあふれてくる液体をクッキーに入れて、奥おく間ま君に渡したことがあるんですの」


    



    　自分の股こ間かんを指さしてアンナが言った瞬間、時が止まった。


    「………………………………………は？」


    　フロントには人がほとんどいない。


    　ソフィアがヒステリックに暴れ回ったおかげで、受付さえも逃げ出してしまっていたのだ。


    　地下国会図書館で観た、「時間停止」というジャンルのアダルトビデオみたいだなと思いながら、アンナは股間を指さしたままで続けた。


    「奥間君とくっつきたくてたまらなくて、奥間君の顔をここに押しつけたり、奥間君のここに顔を埋うずめたりしたら、とても幸せな気持ちになりましたの。奥おく間ま君の匂においがたっぷり染みこんだ下着を集めたり、奥間君とずっと愛し合えるようにお部屋で飼おうとしたこともありますの。でも奥間君はいつもいつもわたくしから逃げてばかりで。わたくし、奥間君のことを愛していますのに。愛は正しいはずですのに。どうして奥間君はわたくしから逃げてしまうのでしょう」


    「アンナ!?」


    　滔とう々とうと語るアンナの言葉を遮さえぎり、ソフィアが叫んだ。


    「あなた、あなた一体、なにをやっているんですか!?」


    　その金かな切きり声は、アンナを全否定する響きは、アンナの耳に、心に、容よう赦しやなく叩たたき込まれる。


    「自分がなにを言っているのか、わかっていますか!?　なにをそんな、おぞましいことを！　誰かにそう言えと脅おどされたのでしょう!?　そうなのでしょう!?」


    　アンナの肩をガクガクと揺さぶりながら、ソフィアが糾きゆう弾だんの声を上げる。言葉で、声こわ音ねで、表情で、態度で、アンナのこれまでの行動が間違っていたのだと突きつける。


    「自分が……なにを言っているか、わかっているか……ですって……？」


    　わからないよう、育ててきたくせに。


    　善悪の判断を下すために必要な情報を、ずっと隠してきたくせに！


    　ソフィアが自分のこれまでを肯こう定ていしてくれる理屈をもっていないことなど、もう明らかだった。ソフィアとこれ以上話す価値はないと、頭ではわかっていた。


    　それでもアンナは叫ばずにはいられなかった。


    「なら、どうして……っ」


    　図書館の地下に籠こもって真実と向き合っている間、ずっと胸の中で膨ふくらみ続けていた、その気持ち。


    「ならどうして、これが間違っていることだと、教えてくれなかったんですの!?」


    　初めて母親に向かって声を荒らげて叫んだ。


    　抗議、非難、憎ぞう悪お、疑念、不信、恨みつらみ──様々な負の感情を込めて容赦なく叩き付けながら、けれどどこかに、救済を求める気持ちがあった。母親なら、最後の最後に自分を受け入れてくれるのではないかという甘えがあった。


    「そんな、そんなこと、教えられなくても、常識で考えればわかるでしょう！」


    　しかし返ってくるのは、ヒステリックな叫び声。


    　アンナのこれまでを完全に否定する、感情的で致命的な言葉の羅ら列れつ。


    「常識……？」


    　アンナは口の端を嚙かみ、手のひらを強く握った。


    　ソフィアの金切り声に誘発されるように、アンナの心の中で赤黒い感情が爆発し、整った唇くちびるから奔ほん流りゆうとなってほとばしる。


    　激情が、それに伴う言葉と涙が、ソフィアに叩き付けられる。


    「そんなもの、教えてもらわないと、わかるわけないじゃありませんの！　お母様は！　そんなこともわかっていなかったんですの!?　卑ひ猥わいは悪で、近づくことさえ許されないことで、子供が卑猥に触れさえしなければ、正しく育つと、本気でそう信じてたんですの!?」


    「……っ。それは──」


    　ソフィアが言葉に詰まったのは、ほんの一瞬。


    　けれどその一瞬で、アンナはもう続く言葉を聞く気も失うせてしまっていた。


    「どうして……」


    　その、すすり泣きのような一言が。


    「どうして、わたくしはいままで、こんな人の言うことを信じてしまっていたのでしょう」


    　ソフィアから決定的な言葉を引き出すことになった。


    「な、な、な」


    　体をわなわなと震わせ、ソフィアが頭をかきむしる。


    「どうして、そんなことを言われなければならないんですっ。わ、私は、あなたたち子供の未来のために、体に不健全雑誌を巻いて公おおやけの場に出たこともあるというのに……それを、それを……」


    　ソフィアがその場にくずおれる。


    「なんで……どうしてそんな子になってしまったんですか！」


    　その絶望しきったソフィアの言葉は、打ちひしがれた態度は、これまでのアンナの十七年を、これ以上なく、どうしようもなく否定していた。


    「ソフィア！」


    　頭を抱えて取り乱すソフィアを、必死の形相で爛らん子こが取り押さえる。


    「君はいま、疲れている。祀まつ影かげ氏との不和や社会の混乱に心が追い詰められすぎている。娘と冷静に話ができる状態ではない！」


    「うう、うううううっ」


    　うめき声を漏もらすソフィアにそう言い聞かせながら、爛子はアンナのほうにも声をかける。


    「アンナ。なぜ君がここにいるかわからないが、君も少し落ち着くのだ。私も君から詳しい話を聞きたい。だからいまは──おい、アンナっ」


    「……」


    　アンナは爛子の話に耳を傾けることなく、ふらふらと歩き出した。


    「わたくし、だって……」


    　藻みず女くめが消えていったホテルの裏方へ、なんとなく、呆ぼう然ぜんとしたまま、歩いていた。


    「最初から、間違えようと思って、こんなことになったんじゃ、ありませんわ……」


    「アンナっ、待て！　……ちっ、なんだこんなときに」


    　背後でアンナを呼び止める爛子のＰＭが着信音を鳴らす。


    「なんだと!?　南エリアで大規模な脱だつ獄ごく騒ぎ!?　主犯は……《ＳＯＸソツクス》だと!?　……あのバカ息子がっ！　ろくでもない女に引っかかり、次から次へと……っ！」


    　そうして爛らん子こは、取り乱すソフィアの横顔とアンナの背中を何度も見比べたあと、悪態を漏もらしながらホテルを飛びだしていってしまった。


    　ソフィアは善ぜん導どう課の職員によって安静にできる場所へ運ばれていき、アンナは心配そうに声をかけてくる善導課職員を拒絶して歩き続けた。


    「……」


    　小さいころから、母は絶対的な存在だった。母の教えも、学校で習う正義も、すべては矛む盾じゆんなく、絶対的に正しく、それを守っていれば幸せになれると思っていた。


    　けれど一連のやりとりを経へて、図書館の地下で学んだ知見を呑のみ込んで、アンナはもう確信してしまっていた。この世に絶対の正しさなんてありはしない。あるのは誰かにとって都合のいい世界を作るための詭き弁べんや屁へ理り屈くつ、それに踊らされた誰かの思いこみ。


    　正しくさえあれば、人に受け入れられ、愛してもらえると思っていた。だがそんなものは、正しさなんてものは、最初から存在しなかったのだ。


    　──だが。


    　正しさはなくとも、間違いだけは厳然としてそこにある。


    「……わたくしは、間違っていたんですの？」


    　奥おく間ま狸たぬ吉きちと出会い、好きになってから、ずっと。


    　間違った常識を教えられるまま信じ、ずっとずっと間違い続けてきた自分。愛と肉欲の区別もつかないまま、愛する人にその姿を晒さらし続けてきた自分。


    　こんな自分を、狸吉が愛してくれるはずがない。世間が受け入れてくれるはずがない。正しさなんてこの世には存在しない。そして同時に、間違った人間が誰かに受け入れられ、愛してもらえる道理なんてものもこの世には存在しない。


    　──その証しよう拠こに、ほら、お母様はわたくしが間違い続けてきたことを知って、あんなにもあっさり、わたくしを拒絶してしまわれましたわ。


    「……っ」


    　アンナは誰もいない廊下に愕がく然ぜんと崩れ落ちた。


    　これまで自分を支えていた価値観が、信じていた正義が、音を立てて崩れていく。立ちあがる気力が湧わかず、なにかを考えたいとも思わない。


    「大丈夫。妾わらわはどんなことが会っても、アンナのことが大好きでありんすよ」


    　いつの間にかそばに現れていた藻みず女くめが、アンナを優しく抱き留めていた。


    「わかったでありんしょう？　思い知ったでありんしょう？　妾たちの親世代は、失敗作である妾たちの有あり様さまに、なんの責任も取ってはくれないでありんす。教えられた歪ゆがみは、植え付けられた渇きは、妾たちが、自分たちだけの力でどうにかするしかないのでありんすよ」


    　逃がさないとでも言うように、藻みず女くめがアンナを抱きしめる手に力を込める。


    「だから、アンナ。妾わらわたちは互いに互いを救い合おう。妾はなにがあってもそなたを愛し続けるでありんす。だから、そなたも妾を、愛してくりゃれ？」


    「……」


    　藻女の言葉に、これまでの行動に、アンナは露骨なまでの打算を感じ取る。しかし同時に、藻女がいまのアンナに似た歪ゆがみを抱えていることも、歪いびつながら自分を激しく求めていてくれることも、感じ取れてしまっていた。


    　もう自分には、支えになるものがなにもない。


    　藻女がなにか間違ったことをしようとしているのはなんとなく察しがつく。だが、もう、なにが正しいとか、正しくないとか、どうでもいい。この人に依存してしまえば。なにも考えずに傷を舐なめ合っていれば、幸せにはなれずとも、楽にはなれるのではないか。


    　麻ま痺ひした心でそんなことを考えながら、アンナは藻女の背に手を回した。ゆっくりと、けれどすがりつくように、その手に力を込める。


    「ああ、アンナ。妾が死ぬその日まで、一生そばにいてくりゃれ」


    　藻女はうっとりとした調子でそう呟つぶやき、アンナの耳元に口を寄せる。


    「ときに、アンナよ。なんのつもりかわからぬが、いまここ、北の大地で、大規模な脱だつ獄ごく騒ぎが起きているでありんす。主犯は《ＳＯＸソツクス》、どうやら妾のもとから逃げ出した狸たぬ吉きちが、その指揮を執とっているようでありんすな」


    　その名前を聞いて、アンナの心が酷ひどく軋きしんだ。


    　もう手に入らないことはわかっているのに、彼が自分を愛してくれることはないのに。


    　麻痺したはずの心が痛み、未練が視界を暗くする。


    「大量の囚人に紛まぎれているようでありんすが、アンナ、そなたの嗅きゆう覚かくをもってすれば追尾は可能でありんしょう。善ぜん導どう課と協力すれば、狸吉を捕らえることは容易たやすい」


    　どうせ自分のものにならないのなら、どうなったって構わない。


    「妾の計画のために、あの男は必要不可欠。協力してくれるでありんすな？　愛いとしいアンナ」


    　この人といつまでも傷を舐め合うために、苦しいだけの気持ちを完全に捨て去るために。


    「……ええ。わかりましたわ」


    「くふふ。いい子でありんすよ、アンナ」


    　藻女は満足そうに笑い、より一層愛おしそうにアンナを抱きしめる。


    「ではアンナ。そんな疲れ切った状態では満足に働けないでありんす。妾と一緒によく食べよく寝、体調を整えるでありんすよ。北の大地には、美お味いしいものがたくさんでありんす」


    　そうしてアンナは藻女に導かれるまま、おぼつかない足取りで新たな道を歩き始めた。


    



    



    　　　　　　●


    



    　四月二十日。


    《ヘルサウンド》西エリア。


    「いけええええっ！　つっこめえええっ！　門をぶち破れええええっ！」


    「「「「うおおおおおおおっ！　監かん獄ごくの処しよ女じよ膜まく貫かん通つう式しきいいいいいいっ！」」」」


    《ヘルサウンド》南エリアの囚人たちを載せた数十台のトラックが、西エリアの監獄を取り囲む門を吹き飛ばす。


    　トラックの荷台から振り落とされないようにしながら、僕たちは西エリアに突入した。


    「はぁ!?　処女膜貫通式とか下品すぎだろっ」


    「アナル貫通式に決まってんだろ、ダボが！」


    「これだからノンケは！」


    　突撃時の処女膜貫通式発言に、腐った女囚たちから抗議の声があがる。正直どっちもどっちだ。


    　それにしても、囚人の皆様方、電撃が無効化された瞬間、禁止単語言いまくりである。ナニがとは言わないが、随分と溜たまっていたらしい。


    　一応僕も禁止単語を言っても問題ない立場ではあるのだけど、長年の習慣というのは恐ろしいもので、なんだか禁止単語を口にするのは凄すごく抵抗がある。いまならケータイがないと落ち着かないと言っていた華か城じよう先輩の気持ちがわかるなぁ。


    「にしても、なんだか随分と守りが緩ゆるいような……」


    　門の辺りに西エリア所有のトラックでバリケードを作るとか、そのくらいはやってくると予想していたのに、随分とあっさり敷地内に侵入できた。


    　テーザー銃じゆうを構えた看守もちらほら見下ろせるが、こちらに撃ってきたりはしない。


    　西エリアの貞てい操そう帯たいＰＭを管理するサーバーの守りを固めるために、室内に立てこもっていたりするのだろうか……。


    「なんにせよ、とにかく突撃だぜ！」


    『下半身の爆発オチデース！』


    　ゆとりの乗ったトラックが、監獄に頭から突っ込んでいく。


    　変態たちが変態的な身体能力でトラックから飛び降りていく中、トラックは勢いのまま監獄にぶつかり、爆発炎上。崩れた壁から大量の変態とゆとりが建物内部に侵入していく。らめぇ！　そんなに無茶苦茶やっちゃらめぇ！


    　しかしゆとりを含め、変態たちが強引な手段に走る気持ちも理解できる。


    　なにせいま僕たちは、数あま多たの下ネタテロリストを討とう伐ばつしてきた化け物、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》に追われているのだ。囚人たちの中には母さんに直接追い回された人や尋じん問もんを受けた人も多く、思い出しただけでＥＤになりそうだと誰もが震えていた。その気持ち、めっちゃわかります。


    　とはいえ看守に怪け我がを負わせるのはマズイし、死人なんてもってのほかだから、もう少し自じ重ちようしてほしいところである。爆発オチなんてサイテーっ！


    　さて、問題はゆとりとアニーによる電撃貞てい操そう帯たい無効化がどのくらい時間かかるかってとこなんだけど……。


    「な、なんかあっさりサーバー乗っ取れちゃったぜ……？」


    「え!?」


    　なんと突入から十分も経たたないうちにゆとりが建物から出てきて、僕は驚く。


    『アニー慣れマシタ！　サーバーの気持ちよくなっちゃうとこ完全把握デース！　次はもっと早くできそうデース！　朝飯前のチンポ汁デース！』


    　ゆとりのＰＭ越しにアニーが得意気な声を発する。けれど僕たちはその朗報を素直に喜べないでいた。


    「……嫌な予感がしますね」


    「同感じゃな」


    　僕の隣に座る正まさ志しさんが小さく呟つぶやき、早さ乙おと女め先輩が首しゆ肯こうする。


    　ビッチのお股またもかくやという警備の緩ゆるさに僕も同じ感想を抱いだきながら、しかし怖おじ気づいている場合ではない。母さんが追ってきている以上、停滞も後退も死を意味する。金玉の一つや二つ、潰つぶされるに違いないのだ。


    　南エリアの脱だつ獄ごく囚しゆうたちが、西エリアの独房の鍵かぎを次々とぶち壊す。貞操帯の電撃を無効化された西エリアの囚人たちが戸惑いの表情で広場に集結し、僕を見上げた。


    「受け取れえええええええええっ！　《ＳＯＸソツクス》印の恵みの雨じゃあああああああっ！」


    　南エリアでやったのと同じようにエロイラストをバラまいて囚人たちを誑たぶらかし、合計千人以上になった脱獄囚たちを運ぶトラックの確保に移る。


    「待たれよ」


    　そのとき、またしても僕を呼び止める人影があった。


    「お、お前は、《禁欲の魔人》!?」


    　かつて慶けい介すけの配下として僕たち《ＳＯＸ》の前に立ちふさがった《最高位の古代変態ハイ・エンシエント》の一人、《禁欲の魔人》が僕を見上げ、腰を振っていた。手には早乙女先輩のエロイラストが握られ、顔がちょっとアヘっている。いますぐ視界から消したい。できればこの世からも消したい。


    「いつ捕まってたんだ、あんた!?」


    「ほほほ。慶介殿──いや、慶介の身代わりとしてうっ、ものの見事にうっ、切り捨てられましたうっ。私はどうやらうっ、ついていく男を間違えたようですうっ」


    　おい、話しながら達するのやめろ。お前、オナ禁十六年って設定はなんだったんだ。いまじゃ僕のほうがよっぽどオナ禁魔人じゃねえか。


    「この監かん獄ごくに来て、禁欲生活を送る変態には果てしなく上がいると知り……なんだかすべてがどうでもよくなったのです。オナニーに貴き賤せんなし。一日溜ためようが百日溜めようが同じこと」


    「あっそう」


    　ホントに滅め茶ちや苦く茶ちやどうでもいいな……。


    「「その人だけじゃねえ！」」


    「!?」


    　視界の端に、無駄にキレのよい動きをした人影が入り込む。


    「べろべろ山やま田だ！」


    「くちゅくちゅ佐さ藤とう！」


    「「二人しかいねぇが、《震激の尻いさらい》若わか頭がしら五人衆！」」


    　バアアアアン！　とポーズを決めた二人が腰をかくかく振りながら《禁欲の魔人》の後ろにつく。ねえ、なんなのその腰の動き。誘ってんの？


    「なんだ。あんたらか」


    　なんのことはない。《禁欲の魔人》と同じく、去年の夏休みに慶けい介すけの部下として僕たち《ＳＯＸソツクス》の前に立ちふさがった変質者たちだ。


    「そ、そんな態度はないだろ！」


    「どうして二人しかいないんだとか、いろいろさぁ！」


    　早さ乙おと女め先輩のエロイラストをガン見しながら二人が抗議の声を上げる。おい、せめてこっち見ろ。貞てい操そう帯たいＰＭのせいで股こ間かんをいじれないからって乳ち首くびをいじるな。殺すぞ。


    「二人しかいないのって、《ヘルサウンド》が同じ組織所属だった囚人をできるだけ分割して収容するからでしょ……。で、僕に何の用？」


    「ほほほ、用というほどのことはありません。ただ私たちは、あなた方《ＳＯＸ》に協力したいと思っているのですよ」


    「協力？　あんたらが？」


    「ほほほ。ええ、慶介に裏切られた腹いせにね。ただ、報ほう酬しゆうとして私たちに相応のエロイラストを貸たい与よしていただければと」


    　なんだ、要はより美う味まい汁が吸えるほうにすり寄ってきただけか。


    　ゆとりとアニーによるトラック確保と人員の割り振りが終わるまでもう少し時間がかかるし、少し揺さぶってみるか。


    「でも僕ら、もう慶介と手を組んじゃってるからなぁ」


    「なんですと!?　あー、じゃあもういい、いいです。でもエロイラストだけはよこしなさい、さあ早く。さもないと、この脱だつ獄ごく、看守たちのほうに協力して妨害しますよ」


    「「そーだ、そーだ」」


    　熱い手のひら返し。やっぱりこいつらクズですわ。


    「別に僕は君たちが看守側に行っちゃってもいいんだけどさ。本当にそれでいいの？」


    「？　どういう意味です？」


    「いま僕たち、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》に追われてるんだよね。もう少ししたらここにも来るよ」


    《禁欲の魔人》たちの顔が青ざめる。


    「《鋼鉄の鬼女》のことだからなぁ、白旗上げてすり寄ってきた囚人も問答無用でボコボコにするよう指示出してるだろうなぁ。最悪、《鋼鉄の鬼女》本人の手で直じき々じきに締め上げられるかもね。僕たちと一緒に逃げたほうが得策だと思うけどなぁ」


    「《ＳＯＸソツクス》様。オナ禁しか能のない拙せつ僧そうでございますが、なんなりとご指示を」


    「「よろしくお願いします！」」


    　マジでこいつらクズですわ。つーか《禁欲の魔人》、お前はもうオナ禁さえできてないんだから、取り柄ゼロじゃねーか。節操も特徴もないただの変態なんてチンカス以下だよ？


    　そうして《禁欲の魔人》たちのような反抗勢力も取り込みつつ、北エリアへ向かう準備を急ピッチで進めていたときだった。


    『──ザザッ』


    「？　なんだ？」


    　長年使われている様子のなかった西エリア監かん獄ごくのスピーカーから、なにか音が聞こえてきた。


    『──ザザッ──乳ち首くびの──Ｔウィ──ＢＢ現象──』


    　放送がだんだんとはっきり聞こえるようになり、やがて幼おさない感じをした女性の声が混じり始める。


    「……っ！　まずい！　全員耳を塞ふさぎなさい！」


    　正まさ志しさんがなにかに気づき、声を張り上げたときには、もう遅かった。


    『──おっぱいおっぱい、地面から生えるおっぱい、触れたら増ぞう殖しよく、どんどん増えて、学校を埋め尽くす。乳首が弱点、平面移動しかできないおっぱい。触れた女の子はぺちゃぱいになって、その女の子と同じ大きさ、かたちのおっぱいが地面を這はい回る。男の子が触るとおっぱいの奴ど隷れいに。体中からおっぱいが生えた乳人化。にゅんちゅ。ベストバスト現象。分ぶん泌ぴつされる母乳は酸性で、立てこもりも無効化。おっぱいが合体して巨大化、タイラントおっぱい、ラスボスはこれで……登場人物はおっぱいの動きを見切る能力を持った変態男子高校生で──』


    「うっ、ぐっ、な、なんだこれ、あ、頭がおかしく……!?」「おいどうした、しっかりしろ！」「へ、変な汗が……」「手足に力が入らない……？」


    　さっきまでエロイラストを堪たん能のうしながら脱だつ獄ごくの高こう揚よう感に身を任せていた囚人たちの一部が、急に膝ひざをついて苦しみ始めた。な、なんだこれ!?　まさかこれが！


    「全員耳を塞ぎなさい！　変態度の低い者からやられるぞ！」


    　正志さんが急いで指示を飛ばすも、スピーカーから聞こえる声が大きすぎて全員にうまく指示が届かない。


    「正まさ志しさん、これが、遠えん藤どう茜あかねさんのっ!?」


    「ああ、[image: ]作のアイデアを口に出しているだけの、ただの独り言だ。ただし、十年以上[image: ]作活動を禁止された結果、以前よりもずっと恐ろしい毒電波と化しているようだ。北エリア囚人の懲ちよう罰ばつとして茜の独り言に一晩付き合わせるというものがあると聞いたときは冗談だと思ったが、まさかここまで酷ひどいものになっていたとは」


    　なんなの？　華か城じよう先輩の実母は化け物かなにかなの？


    　茜さんの発する毒電波に、正志さんや《禁欲の魔人》までも顔色を悪くしている。


    　一方、不思議なことに僕や早さ乙おと女め先輩はまったく体調を崩さなかった。それどころか茜さんの独り言を聞いて、なんだかテンションが上がってきたくらいだ。


    　なぜだろうと正志さんに尋ねてみると、


    「それは君たちが、度を越したド変態だからではないでしょうか」


    　ここに遺い憾かんの意を表明したいと思います。


    　……ところで、漫画やアニメによく出てくるマッチョキャラが本気を出すときに筋肉を膨ぼう張ちようさせるのは勃ぼつ起きの暗あん[image: ]ゆで、あれはつまり「いまからあなたを犯します」という合図だと昔から思ってるんだけど、どうなんだろうね。すごく気になる。ド変態とかじゃなくてもこれは気になる。


    　そのときだった。


    「おい！　マズいぜ！」


    　僕たちのところに、今にも吐きそうな顔のゆとりが戻ってきた。どうやらゆとりは比較的変態から遠いメンタルをしているらしい。チンポマスターのくせに生意気だぞ。


    「看守どもが一気に押し寄せてきてやがる！　これを狙ねらってたんだぜ！」


    　ゆとりの報告を受けて周囲を見渡してみれば、確かにあちこちから看守たちが出現し、悶もだえ苦しむ囚人たちにテーザー銃じゆうを浴びせかけていた。


    　マズイ！　母さん対策に茜さんを利用するどころか、逆に僕たちの脱走を妨害する道具にされちゃってる！


    「……にしても、なんだか看守の動きもニブくない？」


    　なんだか今にも倒れそうな人ばっかりだけど……。


    「茜の毒電波を耳栓ごときで完全にシャットアウトできるはずがありませんからね」


    　正志さんが自慢げに語る。看守たちも命がけで仕事してるんだなぁ、と僕は思った。


    「どうすんだぜ！　このままじゃ、こっから移動するのも難しいぜ！」


    「……ゆとり、トラックは確保できてるんだよね？」


    「あ？　ああ、大丈夫だぜ？　でも、それがどうしたんだぜ。足はあっても、囚人たちがあんな様子じゃ意味ねえぜ」


    「うん。ちょっと仕返ししてやろうと思ってね。アニー」


    『はーい！　あなたの愛妻肉便器、アニーデース！　お風ふ呂ろでするデスカ？　性的な食事にするデスカ？　それともワタシデスカ!?』


    「……あの、アニー？　なんだかテンション高くない？」


    『ＨＥＹヘイＨＥＹＨＥＹ！　そうなんデース！　さっきから聞こえるクレイジーな独り言を聞いてると、なんだか力が漲みなぎってくるのデース！　テンション上がって性欲もギンギンデース！』


    　そういえばアニーって、茜あかねさんの小説の大ファンなんだっけか。まあ、これ以上テンション上がってもらっても話が進まないから、単たん刀とう直ちよく入にゆうに用件を言おう。


    「その放送だけどさ。誰が発信してるか調べて、放送されてるエリアを変えることってできるかな？」


    『んー、そうデスネ。ちょっと時間かかりそうデスケド、たぶん大丈夫デース』


    「よし！　ならいますぐやってみてくれ！　できるだけ早く！」


    『了解デス！　報ほう酬しゆうはタヌキチの冷凍精せい子しデース！　着払いで郵送してクダサイ！』


    　また無茶をおっしゃる。


    「なるほどな。狸たぬ吉きち、ナイスだぜ」


    　ゆとりが僕の目的を察したようにニヤリと笑う。


    　そして看守たちの猛攻に耐え続けること十数分。


    　西エリアに響き渡っていた茜さんの毒電波がぴたりと止まる。


    『ＯＫデース！　さっきのテンション上がる放送はいま、北エリアと東エリアで絶賛放送中デース！　きっと全員テンション上げ上げデース！　頭の中が幸せ成分でいっぱいの射しや精せい状態に違いないデース！　いいことしたあとは気分いいデース！』


    　よし、これで看守たちは今ごろ、脳内が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図に違いない（囚人にも少なからずダメージ入ってそうだけどね）！


    　少し時間を食ってしまったけれど、これで北エリアと東エリアの攻略も楽になるだろう。


    　看守たちを数の力でゴリ押しして、囚人たちをトラックに詰め込み順次出発させていく。


    「急いで急いで！　早くしないと《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》が僕たちをぶっ殺しに──」


    　その瞬間、世界が終わったかと思った。


    



    「狸吉いいいいいいいいっ！」


    



    　金玉が臆おく病びよう風かぜを吹かせて縮み上がり、引っ込み思案のペニーが「ちいさくなる」を使って回避率を上げようと努力する。


    「どこだああああああああああああああっ！　いますぐ出てこおおおおい！」


    　いやあああああああああっ!?　母さんだあああああああっ！　追いつかれたあああっ!?　茜さんの毒電波対策に時間食い過ぎたよおおおおおおっ！　誰か！　誰か自殺用の[image: ]けん銃じゆうを僕に！　それで金玉撃ち抜いて死ぬ！　死ぬから！


    「し、しし、しっかりしろだぜ狸たぬ吉きち！　おいアニーっ！　さっきのイカれた放送、またこっちで流してくれだぜ！　あたしらにも毒だが、たぶん善ぜん導どう課の連中にはもっと毒だろ！」


    　ゆとりが僕の背中をさすりながら、僕の代わりに的確な指示を出してくれた。


    　うぅ、ありがとうゆとり。僕が神様なら、お礼におっぱいを授さずけているところだ……。


    『了解デース！　……ん？　おかしいデース。さっきの放送、終わっちゃったみたいデース』


    「……あ、そりゃそうか。自分たちに放送向けられたから、途中で切り上げやがったんだぜ、きっと」


    　ゆとりが「へへへ」と薄い笑みを浮かべ始めた。ああ、終わった……。


    「と、とにかく逃げよう！　母さんを止めるには、やっぱり茜あかねさんを解放するしかない！」


    《ヘルサウンド》西エリアに突入してきた母さんたちの部隊から逃げるべく、僕たちは全速力で走り出した。


    



    　　　　　　●


    



    『死ぬ前にもう一度だけ、三次元のアダルトビデオで抜きたかっ、た……』


    　僕たちの乗るトラックと並走するトラックを運転していた《禁欲の魔人》。彼の最さい期ごの言葉は男として誠に切実なものだった。


    　ことの発端は西エリアから逃げ出して数十分が過ぎたころ。母さんたちの猛攻は凄すさまじく、道中で僕らの数は半減してしまっていた。西エリアで千人以上に膨ふくれ上がった脱だつ獄ごく囚しゆうはあっという間に五百人以下。誰もが全滅は時間の問題かと脳内でお気に入りのズリネタを反はん芻すうしていた、そんなときである。


    　母さんの投とう擲てきした瓦が礫れきにガソリンタンクを破壊され、もう長くは逃げられない。そう悟った《禁欲の魔人》は、自分だけでも助かろうと、運転を投げ出して僕たちのトラックに飛び移ろうとしてきた。


    『てめえなに逃げようとしてんだ！』


    『元上司だからって好き勝手できると思うなよ！』


    　しかし助手席に座っていたべろべろ山やま田だ、くちゅくちゅ佐さ藤とうに文字どおり足を引っ張られて失敗。谷間の細い道を塞ふさぐかたちでトラックを横転させたあげく、《禁欲の魔人》は大量の変態たちとともに路上に投げ出された。


    　そして炎上するトラックと迫り来る《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》を背後に言い放った最期の一言が、のちに僕たち下ネタテロリストの間で『最低で最高な漢おとこの遺ゆい言ごん』と語り継がれるＡアダルトＶビデオで抜きたい発言であった。


    「なんだったんだぜ、あいつら……」


    　図らずも善ぜん導どう課の追跡を妨害するかたちで脱落した《震激の尻いさらい》の面めん子つに、ゆとりが複雑な表情を浮かべる。


    　うん、まあ、お墓参りするときはいろいろとお供え物は豪華にしてあげよう。アダルトビデオだけでなく、オナホールやティッシュも一緒に備えてあげよう……。クズではあったが、彼は正しよう真しん正しよう銘めいの男だったのだから。


    「とにかく、これで時間は稼かせげた！　なにがなんでも茜あかねさんを解放して、善導課を足止めする！」


    　貴とうとい犠ぎ牲せいを背に、僕たちは北エリア目指してトラックを走らせ続けた。


    



    「……なんじゃ、拍ひよう子し抜けじゃの」


    　北エリアに突入した僕らの感想は、早さ乙おと女め先輩のその一言に集約されていた。


    　看守はそのほとんどが可か哀わい想そうなほどにふらふら。トラックの突入対策に構築されていた厳重なバリケードも守る人間が腑ふ抜ぬけていたならほとんど役には立たない。総勢五百人ほどの脱だつ獄ごく囚しゆうはあっという間に北エリアを占領することができた。それから僕たちは北エリアの貞てい操そう帯たいＰＭを難なく無力化したあと、茜さんが囚とらわれているらしい隔かく離り収容施設にあっさり踏み込むことができたのだった。


    「ほんの十分ほどの放送で看守たちを全滅させるとはの。なんじゃか会うのが楽しみになってきたのじゃ」


    　脇わきに紙束を抱えて口にペンをくわえた早乙女先輩が、うきうきワクワクと奥へ進んでいく。


    　やがて収容施設の最さい奥おうにさしかかったころ、暗がりから小さく声が漏もれ聞こえてきた。


    「茜！」


    　それにいち早く反応したのは正まさ志しさんだった。早乙女先輩を追い越し、再会を待ちきれないというふうに駆かけ出していく。


    「なんか、本当に好きなんだってのがわかる背中だぜ……」


    『おっ、おっ。人ひと肌はだが恋しくなってきたデスカ？　おまたがじゅんじゅんくるデスカ？』


    　しんみり呟つぶやくゆとりのセリフを、アニーが台なしにする。


    　とはいえ、酷ひどい茶々を入れるアニーをたしなめることもできない。


    「せっかくの再会だから少し二人きりにしてあげたいとこだけど、僕たちには時間がないからね……」


    　僕は足を速め、先行した正志さんを追いかける。近づけば近づくほど、あの放送で聞こえた女性の声が明めい瞭りようになっていく。


    「茜……何年ぶりだ……」


    　ものの数秒で追いつくと、ちょうど正志さんが独房に入るところだった。傍かたわらでは茜さんの放送でやられたのか、耳栓をつけたままの看守が倒れていた。


    「──世界を揺らすバイブ、ホップステップバイブ、ブラックホールと化したオナホール、ペニスの小ささに悩んだあげく蚊かに吸わせることで膨ぼう張ちようしないかと考えた男のハートフルストーリー、不感症の女性を調教するタクシー運転手のオムニバス・エクスタクシー」


    　次々と意味不明なネタを羅ら列れつするその小柄な女性は、極めて厳重に拘こう束そくされていた。両手はぐるぐる巻きにされ、片足は鎖くさりで床ゆかに繫つながれている。ぼさぼさの髪の毛で顔は見えず、正まさ志しさんが駆かけ寄って声をかけるのも気にせず、ただひたすらに[image: ]作のアイデアらしきものを垂れ流していた。


    　……貞てい操そう帯たいＰＭをつけていないところを見ると、いくら電撃食らっても下ネタをやめなかったんだろうな……。筋金入りの変態だ、この人は。


    　そんなことを考察しているうちに、茜あかねさんはすべての拘束から解き放たれる。


    「茜！　わかるか、私だ！」


    　髪の毛をかき分け、正志さんが茜さんの顔を覗のぞきこむ。


    「すまなかった！　私の力が足りないばかりに、何年もこんなところに捕まることになってしまって──」


    「おー、正志さんか。久しぶりだね。──って、あっ、紙とペン！　紙とペンだ！」


    　健全教育に引き裂かれた夫婦の感動の再会──そんなものを期待していた僕たちが清らかすぎたのだろうか。


    　面食らう僕らを完全に置き去りにして、茜さんは早さ乙おと女め先輩に飛びかかった。


    「紙とペン！　紙とペンだ！　えへへ、ねえ、これちょうだい！　いいでしょっ、ねえ！　もうね！　脳みそパンパンなの！　せっかくのアイデアがどっかいっちゃうの！　紙の上にぶちまけないとはち切れそうなの！　だからいいでしょ!?　いいよね!?　もーらい！」


    「わわわ、なんじゃなんじゃ!?」


    　茜さんは早乙女先輩から紙とペンを強奪すると、そこにひたすら文字を書き記し始めた。十年以上の時を経へて再会したのだろう夫のことなど歯し牙がにもかけず、ヤリ盛りの中学生がごとく、紙の上にシコシコと卑ひ猥わいなアイデアをぶちまけていく。


    「……あの、気を落とさないでください」


    　完全にスルーされて悄しよう然ぜんとする正志さんに声をかける。正志さんは茜さんに絶望の視線を向けながら、ぽつりと呟つぶやいた。


    「……なぜ茜は、いつまでも童顔のままなんだ」


    「おいババ専、夫婦揃そろってイカレるのも大概にしろよ」


    　いやまあ、華か城じよう先輩の両親に普通を求めることが、そもそもの間違いだったのかもしれないけども。


    



    「全員仕留めろおおおおおおっ！　ぶち殺せええええっ！」


    　茜あかねさんを解放して地上に戻ったちょうどそのとき。


    　僕への怒りを脱だつ獄ごく囚しゆう全員への殺意に変換して突き進む悪あつ鬼き羅ら刹せつが、すぐそこにまで迫っていた。


    　ああ！　解放したばかりの囚人たちが母さんのストレス発散の道具に！　やめて！　そんなのドＭ以外の変態の死に方じゃないわ！


    「ヤバイ！　茜さん、茜さんを前に！」


    　囚人たちをトラックに過か剰じよう積載させて逃がしながら、正まさ志しさんに背負われた茜さんを連れてくる。しかし、


    「うーにゅにゅにゅにゅ～」


    　茜さんは早さ乙おと女め先輩から強奪した紙とペンで鼻歌交じりにアイデアを書き連ねることに夢中で、毒電波を一ミリも発信してくれない。


    「おいおいおいおい！　人がゴミみたいだぜ！　変質者には人権もねーのかよ！」


    　母さん率ひきいる善ぜん導どう課精せい鋭えい部隊の激烈な粛しゆく正せいに、ゆとりがない胸を揺らして震え上がる。


    「ちょっと正志さん！　茜さんなら母さんを止められるって言いましたよね!?　なんとかもう一回毒電波を発信させてください！」


    「そうさせたいのは山々なのですが……この愛らしい茜をもっと見ていたいような気も……」


    　ダメだ！　ババ専の正志さんが愛する人を前に盲目と化している！


    「ふむ。ならこれでどうじゃ」


    　と、トラックの荷台によじ登りながら、早乙女先輩がＰＭを展開した。見慣れないのだろう機材の登場に、茜さんが手を止めることなく「それなあに？」と反応する。


    「これにはボイスメモの機能があっての。手でメモするよりも簡単に、圧倒的な速度で、しかもほぼ無む尽じん蔵ぞうに物語やネタを記録することができるのじゃ」


    「ほんとに!?」


    　茜さんがメモとペンを放り出し、早乙女先輩がそれをキャッチする。


    「ふう。助かったのじゃ。馴な染じみの紙とペンを奪われたままではたまらんからの。……う、この短期間でここまで消費するか。さすがは綾あや女めの親じゃの、恐ろしい……」


    「全米がいい声で鳴いた感動のエロストーリー、正義の味方・孫の手マン、〝前から見える尻しり〟の対義語は〝後ろから見えるチンコ〟ヘビの抜け殻がらセミの抜け殻ちんこの剝むけ殻……プリンを擬ぎ人じん化かしたエロは寝取られ系ばっか……『社会は厳しいぞ』なんて言う大人になんてなりたくない、『射しや精せいは気持ちいいぞ』と言える大人になりたい……」


    　顔をしかめる早乙女先輩のＰＭに声を吹きこむべく、茜さんがその小さな体にまとわりつく。


    「……茜さんが、取られてしまった」


    　正志さんが嫉しつ妬とする。まあ放っておこう。


    「早さ乙おと女め先輩！　それ、母さんたちに向かって拡声してくれ！」


    「言われずとも！」


    　早乙女先輩が素早くＰＭを操作する。


    　次の瞬間。


    　囚人たちに物理的な健全教育を加え続ける母さんたちに、大音量の毒電波が直撃した。


    「な、この声は、ぐ、あああああああああっ！」


    　遠目に見てもはっきりわかるほど、母さんが頭を抱えて苦しんでいるのが見て取れる。母さんほどではないにしろ、周囲の善ぜん導どう課職員たちも目に見えて動きが鈍にぶる。


    「……うわぁ、あんなにダメージ食らってる母さん、初めて見たよ……」


    　母さんに下ネタなんて、火に油を注ぐ自殺行為かと思ってたけど、イカレ具合が一定レベルを超えると毒になるんだね……。


    「いまのうちだ！　弱っても《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》は《鋼鉄の鬼女》！　追いつかれたらマズイ！　いまのうちにできるだけ距離を稼かせぐんだ！」


    　茜あかねさんを要する僕たち《ＳＯＸソツクス》はできるだけ母さんに毒電波を浴びせ続けるためにしんがりを務めつつ、北エリアをあとにした。


    　現在、脱だつ獄ごく人数およそ千二百人。


    　残る監かん獄ごくは東エリア。


    「……」


    　そこは華か城じよう先輩が収容され、そして恐らく、父さんが収容されているだろうエリアだった。


    



    「むにゃむにゃ。久しぶりにたっくさん仕事できて、幸せだよ～」


    「えっ!?　茜さん!?　ちょっ、待って待って！　待ってくださいお願いします！」


    　しんがりの僕たちが東エリアの監獄に到着したそのときである。


    　日付も変わろうかという時間帯。北エリアからぶっ続けで何十分も喋しやべり続け、母さんたちの動きを妨害し続けてきた茜さんが、急にこてんと横になった。


    「夜更かしは明日あしたの仕事に響くからね～おやすみ～」


    「うーむ。捕まっている最中も作家としての生活リズムは崩さなかったのでしょうね」


    　子供のようにあっさり寝てしまった茜さんを愛いとおしそうに撫なでながら、正まさ志しさんが呑のん気きに言う。ええい、このバカップル夫婦め！　母さんに爆発させてもらってもいいんだぞ！


    「アニーっ！　僕たちと母さんたちとの距離は!?」


    『全力状態のタヌキチンポ十三万本分デース！』


    「わかんないよ！」


    『ええと、メートルだと……二十キロくらいデース！　どぴゅ電波が効いてるみたいデース！』


    「……二十キロが二百万センチメートルだから、十三万で割ると、狸たぬ吉きちのは……」


    　アニーの頭悪い発言を受けて、ゆとりがなにか暗算し始めた。やめて。僕の下半身の全力を計算で割り出すのはやめて。


    「茜あかねさんの力が借りられなくなった以上、あとはもうゴリ押しだ！　一気に東エリアを解放して、北の大地を脱出しよう！」


    　総勢千二百人を超えるギンギンの変態が、《ヘルサウンド》東エリアへ一気になだれ込んだ。


    　茜さんの毒電波によって弱り切っていた看守たちを一気に制圧し、サーバーのあるエリアにゆとりを送り込む。


    「狸たぬ吉きち。独房はあっちじゃな」


    「はい！　行きましょう！」


    　電撃貞てい操そう帯たいの無効化を待ちきれず、僕と早さ乙おと女め先輩は囚人たちが収容されている独房へと走る。


    　パンツ一丁で簀す巻まきにされた看守から鍵かぎを拝借し、一つ一つの独房を早足で覗のぞきこむ。


    　しかしなかなか華か城じよう先輩を見つけることができない。


    　もしかすると下ネタの禁断症状が激しすぎて、茜さんのように隔かく離り収容されるか、さもなければ精神崩ほう壊かいでも起こしてどっかに送られてしまったんじゃないか──そんな悪い想像が膨ふくらみ始めたときだった。


    　一瞬空っぽかと思った独房の隅っこで、小さく体育座りをするダンゴムシのような影に気づいた。


    「……華城、先輩？」


    　体育座りする影はぴくりと肩を震わせると、壁に向かってもじもじと身をよじる。


    「……」


    　間違いない。僕はたっぷり時間をおいて、深呼吸を繰り返した。


    　好きな女の子に声をかけるのは、しかもそれがほとんど一か月ぶりとなれば、見ず知らずの女性に精せい液えきをかけるのと同じくらいハードルが高い。


    「……華城先輩、ですよね？」


    「……バカ」


    　僕がもう一度声をかけると、小さな声が返ってきた。三十年間女体を知らずに育ったちんこの夜泣きのような、か細い声。けれどそれは確かに、およそ一か月前に離ればなれとなった、大好きな女の子の声だった。


    「どうしてまた、助けになんて来たのよ。しかも今度は、こんな騒ぎまで起こして、どういうつもり？」


    「それはおいおい、ゆっくり説明しますよ」


    「ベッドの上でね、とかって言うつもりでしょ！　サイテーだわ！　いやらしい！」


    「いやそんな、濡ぬれ衣ぎぬで怒鳴られても……」


    　久しぶりのやりとりに苦笑しながら、独房の鍵かぎを開ける。


    　一か月も間を空けて顔を合わせるのはなんだか照れくさいなと思いながら、その手をそっと握ろうとした、そのときである。


    「おい狸たぬ吉きち！　囚人用ＰＭの電撃！　速攻で解除してやったぜ！　最高記録だぜ！」


    『ワタシの仕し業わざデース！　ペチャパイはない胸張らないでクダサーイ！』


    　ゆとりが褒ほめて褒めてとばかりに駆かけ寄ってきたと思ったら、華か城じよう先輩が僕の手をすり抜けてすっくと立ちあがった。


    「あ、あれ？　華城先輩？」


    　僕は行き場をなくした手のひらを虚こ空くうでにぎにぎする。


    「すううううぅ」


    　華城先輩が胸を大きく反らしながら深く息を吸い込む。


    　お、おい、この人まさか。


    　十数年ぶりの再会を「久しぶりだね」の一言で済まされた正まさ志しさんの哀れな背中が思い出されたその瞬間──華城先輩は爆発した。


    



    「おちんぽおおおおおおおおおおおっ！」

  


  [image: ]


  
    　僕のほうなど見向きもせずに、独房から飛びだして全力の雄お叫たけびをとどろかせる。


    「うおおおおおっ！　やったあ！　ちんぽよ！　いま！　まさに！　誰にも邪魔されることなく！　私の口が！　ちんぽを奏かなでているわ！　なんて荘そう厳ごんな響き！　テンション上がってきた！　一番綾あや女め！　歌います！　フィストファックの歌！」


    「……」


    　僕はこっそり持ちこんでいたイヤリングをポケットの中で転がした。


    　いやね？　感動の再会とかをね、少しは期待してたんですよ。あんな寸止め状態で引き離されて、決死の思いでこうして脱だつ獄ごくさせに来たわけですからね。なんていうかこう、もう少しなんかあってもよかったんじゃないかと、童どう貞ていピュアクリスタルな僕としては思うわけですよ。


    　この先輩は本当に酷ひどいなと呆あきれながら立ちすくんでいると、華か城じよう先輩が満面の笑みで僕の肩を摑つかんできた。フィストファックの歌は酷すぎてゆとりが中断させた。


    「狸たぬ吉きち！」


    「は、はい!?」


    「問題です！　人の体に二つある玉はなんでしょう！」


    「え、ええと、目玉とか」


    「ぶぶーっ！　正解は金玉でした！　まだまだ未熟ね！」


    「いやいやいやいや」


    「狸吉！　なんでもいいからちょっと歌ってみてくれる!?　できるだけアップテンポなやつ！」


    「え、ええと、なぜでしょうか」


    「合いの手に〝パンパン！〟って叫ぶと、どんな歌でも下ネタソングに早変わりするという裏技を見つけたからよ！」


    「絶対になんも歌わないぞ！」


    　好きな曲が穢けがされるだけじゃないか！


    「……引き離されようが場所を変えようが、相変わらずじゃのう、こやつらは」


    　僕らが感傷もなにもあったもんじゃない再会を果たしていると、正面から大きな影が歩み寄ってくるのが見えた。


    　ほかの脱獄囚たちが東エリアの囚人を解放して回る過程で解き放たれた変態の一人。


    　見覚えのあるシルエットを前にして、僕はもしかすると、華城先輩を見つけたときよりも緊張していたかもしれない。


    「父さん……？」


    「ん、おお」


    　大柄なおっさん──僕の父親、奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうが、なんの気負いもない声を上げて、軽く手を振る。そしてその大きな手が、おもむろに僕の股こ間かんをつかんだ。


    「ひゃい!?」


    「大きくなったな、狸たぬ吉きち」


    「そこは普通頭を撫なでるんじゃないですかねぇ！」


    　一気に父さんから距離を置いて僕は叫ぶ。酷ひどい辱はずかしめを受けた！


    『『ねえねえ！　なんかいま！　香ばしい匂においを感じたんだけど！』』


    「気のせいだ、黙ってろ」


    　ゆとりのＰＭからいきなり声を響かせた双子を退場させ、僕は改めて父さんに声をかける。


    「……父さんは、あんまり変わってないみたいだね」


    「まあ、この年になると、そうそう変わるもんじゃ──むっ!?」


    　父さんがびくりと股こ間かんを揺らし、北の方角に視線を送る。


    「……爛らん子この気配がする。なんだ、とんでもなく怒っている気配だ……俺おれがラブドールを隠し持っていたときと同じか、それ以上の……」


    　……なんだか父さんが妙なレーダーを搭載してるんだけど、これは愛情というより長年の調教の成果っぽいなぁ。


    「はぁ!?　なに!?　もしかしてあなたたち、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》に追われてるの!?」


    　華か城じよう先輩が叫び、東エリアに収容されていた囚人たちの間にも動揺が広がる。


    「えーと、うん、まあ、実はそうなんですよ。なので詳しい話はあとにして、いますぐ北の大地から脱出しないといけないんです」


    「早く言いなさいよ！　アナルだのバイブ椅い子すだの、バカみたいに叫んでる場合じゃないじゃない！」


    　うん、まあ、そのとおりなんですけどね。


    　華城先輩といい、父さんといい、収容されてる変態たちが酷すぎてツッコミを優先してしまったんですよ。


    「それじゃあとにかく、全員脱出！　目的地は海岸線だ！」


    　そうして僕たちは奪ったトラックの荷台に乗り込み、《ヘルサウンド》東エリアのさらに東、太平洋側にある古い港を目指してひた走るのだった。


    



    　目的地の港が目前に迫ってくるころ、トラックの荷台で仁に王おう立だちした父さんが改めて呟つぶやいた。


    「……爛子との距離は……二キロといったところか。ううむ、俺が五十人死ぬレベルの怒気を放っているな……」


    　父さんの謎なぞレーダーを信用するなら、十分に脱出できるペースだ。


    　現在の脱だつ獄ごく囚しゆうは合計二千人ほど。


    　このままなにもなければ十分な数の変態たちを脱獄させることができるが、果たして……。


    「…………ねぇ、ねぇ」


    　いよいよ脱だつ獄ごくも大詰めにさしかかり、僕がなにか見落としなどないか考えていたときだ。隠れるようにして僕の後ろに座っていた華か城じよう先輩が、ちょんちょんと服を引っ張ってきた。


    「なんか、さっきから視線を感じるのだけど、もしかしてあの二人って……」


    　華城先輩がおずおずと指す先にいたのは、すやすやと眠る茜あかねさんを膝ひざ枕まくらする正まさ志しさんだった。正志さんは華城先輩の視線に気づくと目を逸そらし、茜さんの髪の毛をいじり始めてしまう。


    「華城先輩の実のご両親ですね」


    「や、やっぱり？」


    　気恥ずかしいのか、華城先輩の頰ほおが赤くなる。


    　なんだか可愛いなと思っていると、華城先輩がおもむろに額ひたいに手を当てた。


    「どうなっているのかしら。お父さんはババ専だったはずなのに……私のお母さん、幼おさなすぎじゃない？　どうやって私をクリエイトしたのかしら。もしかしてあれかしらね、オカズになる熟女モノを上映しながら、お母さんをオナホのように扱って……いや！　不潔！　最低だわ！　逮たい捕ほされて当然！　人間のクズよ!?」


    「あんたが最低だよ！」


    　実の両親でどんな妄もう想そうしてんだ！


    　道行くカップルとかで我慢しとけよ！　僕はよくそれで暇ひまを潰つぶすぞ！


    「……綾あや女め」


    「！」


    　アホなことを想像して悶もだえていた華城先輩に、正志さんがぎこちなく呼びかけた。


    「……久しぶり、ですね。その、私が授さずけたケータイは、役に立ちましたか」


    「……ちんこ」


    　華城先輩が僕の陰に隠れながら人さし指で勃ぼつ起きのジェスチャーを形作る。うんうん、役に勃たったってことですね。いいからちゃんと会話しろ。


    「……ん？　ちんこ？」


    　と、華城先輩の声が聞こえたのか、茜さんがもぞもぞと起き出した。


    　華城先輩と正志さんのまとうぎこちない空気など気にすることなく、長い髪の毛を引きずって、寝ぼけ眼まなこでこちらに歩いてくる。


    「……」


    　華城先輩が緊張の面おも持もちで身構える。


    　と、茜さんがその小さな手でグーを作り、人さし指と中指の間から親指を露出させる。


    「ちんちん」


    「……っ！」


    　華城先輩がハッとしたように腕を上げる。人さし指と中指をマン筋のように重ね合わせ、そして屈くつ託たくなく叫んだ。


    「まんまんっ！」


    　そして二人はがっちり握手を交わし、うんうんと頷うなずき合う。


    　ひとしきり共鳴し合ったあと、茜あかねさんは再び睡魔に負けて華か城じよう先輩の膝ひざに寝ころんでしまった。


    「正しよう真しん正しよう銘めい、私のお母さんだわ」


    　嬉うれしげに微笑ほほえみながら華城先輩が言う。うん、まあ、ちょっと意味わかんなかったですけど、感動の再会ってことでいいんですよね？　とりあえずは、そう脳内変換しときます。


    「あ、あの、綾あや女め、私は……」


    　茜さんと華城先輩の共鳴に勇気をもらったのか、正まさ志しさんが腰を上げる。


    　すると華城先輩は茜さんを抱きかかえたまま、猫のような動きで再び僕の後ろに隠れる。


    「……なんだか、お父さんはまだちょっと、中途半端な年齢まで一緒に過ごしたから、他人っぽさと家族っぽさがごっちゃになって、どういう顔をしたらいいかわからないわ」


    「そんな！」


    「あ、でも。そうだわ、ずっと言いたいことがあったんだった」


    「なんですか？」


    　正志さんの顔が期待に輝かがやく。


    「ＰＭ無効化の制限が一日三分って、短すぎるわよ！」


    「そんな！　あのときあんなに一生懸けん命めい頑張って手に入れた抜け道だというのに！」


    　これは酷ひどい。


    　茜さんに続いて一人娘からも冷たくあしらわれ、正志さんがどんよりと落ち込む。ま、まあ、これはこれで実の父と娘っぽいじゃないですか。積もる話はあとでまたじっくりと、ね？


    　そうこうしているうちに、変態二千人を載せたトラックは港へと突入する。


    　ここからどうするんだ？　と変態たちがざわめく中、港に待機していた巨大な影が光を放った。


    「うわっ、これってまさか」


    　華城先輩がその白い船体を見上げて嫌そうな声を漏もらす。


    　そう。そこに待機していたのは、慶けい介すけの準備した大型客船。


    　昨年末に僕と不ふ破わさん、それからアンナ先輩を閉じ込め、子づくり客船として漂流したものと同じ姿をした船だった。


    「あなた、今度は慶介と手を組んだわけ？」


    「ええ、まあ。早さ乙おと女め先輩とかに頑張ってもらいました」


    「まったく、とんだ尻しり軽がるのヤリチンだわ」


    　華城先輩が呆あきれたように言いながら、勝ち気に笑う。


    「……藻みず女くめの企たくらみを潰つぶす方法を、思いついたのね？」


    「はい」


    「上出来。私も貞てい操そうに関わること以外はなんでも協力するから、遠慮なくぶっ放しなさい！」


    　華か城じよう先輩が僕の背中をばしばしと叩たたく。


    　作戦の詳細を聞こうともせず、僕を無条件に信用してくれる。その後押しがとても心強い。下ネタをまき散らして楽しそうに笑うその表情に、元気づけられる。


    　だからこそ、僕は強く思ってしまうのだ。


    　もう二度と、この人と離ればなれになりたくないと。


    　作戦が成功する確率を少しでも引き上げるためには華城先輩とのお別れは避けられない。ずっとそう言い聞かせてきたのに、その覚悟が揺らぎそうになる。


    「……華城先輩」


    　華城先輩や囚人たちに作戦の中身を詳しく説明するのは、全員が無事洋上に脱出してからの予定だった。けど華城先輩と事前に二人で話せば、もっとましな作戦を思いつくんじゃないか。


    　そう思って、まだ脱だつ獄ごくの真っ最中だというのに、僕は華城先輩に作戦の概がい要ようを話そうとした。そのときだ。先行するトラックがいきなり蛇だ行こうし、ほかのトラックを巻き込んで停車した。


    「なんだ!?」


    　突然の出来事に、あちこちで動揺の声が上がる。


    　するとまた、先行するトラックがコントロールを失い、密集していたほかの車両を巻き込んで脱落する。そして僕は、確かに見た。完全に沈黙する直前のトラックの運転席から、見覚えのある白い影が飛びだすのを。


    　その影を捉とらえたのは僕だけではないらしい。各トラックに分乗した変態たちが荷台から身を乗り出して周囲を警戒する。


    「おい！　いまなんか、白いもんが飛びだしたぞ！」「精せい子しか!?」「精液か!?」「本気汁か!?」


    　あんたら真ま面じ目めにやれ！　最初に警戒するのは善ぜん導どう課の待ち伏せとかだろ！


    　変態たちがアホなことを言っている間にも、また別のトラックが餌え食じきになる。


    　……なんだ？　あの白い影、僕たちのほうへ確実に近づいてきているような……。


    「おかしいな……爛らん子この気配はまだ近くに追いついていないのに……だが爛子以外にあんな真ま似ねができる人間がいんのか？」


    　いつの間にか貞てい操そう帯たいＰＭ一丁になっていた父さんが、全身で母さんの気配を探っていた。うん、絵面も酷ひどければ言葉にしても酷いな……。そしてその父さんの痴ち態たいを見て血のつながりを感じる僕も大概である。


    「いや、いまはそんなことどうでもよくて！」


    　僕はかぶりを振って白い影に目をこらした。


    　影は先行するトラックを大混乱に陥おとしいれながら、確実にこちらに近づいてくる。先頭が混乱したことでトラック隊全体の速度が格段に落ちる。トラックからトラックに飛び移りながら移動する白い影がこちらに近づいてくる速度は、逆にどんどん上がっていく。


    「おいおいおいおいおい！　まさかアレ！」


    　白い影の正体に気づいたらしいゆとりが悲鳴を上げ、


    「アンナじゃないの!?」


    　一拍遅れて華か城じよう先輩が茜あかねさんを放り出す。


    　僕はズボンを脱いで床ゆかオナを開始した。


    「アホか！　現実逃避してる場合じゃねえぜ！」


    　ゆとりに引っぱたかれて我に返る。


    「って、いやああっ！　現実逃避したままでいたかった！　こんなのどうすりゃいいの！」


    　僕がパニックに陥おちいって再びトラックニーに興じようとしていたところ、父さんがぽんと肩を叩たたいた。そのおっさん面づらに似合わぬ爽さわやかな笑え顔がおだ。


    「落ち着け、狸たぬ吉きち。男なら、折せつ檻かんに耐えるだけの肉体的強さと、拷ごう問もんを楽しむだけの精神的余裕が──」


    「いまはそんなこと言ってる場合じゃないんだよ！」


    　なに息子より先に諦あきらめてんだ！　つーかなにその顔！　母さんの折檻期待してない!?


    　──タンッ。


    「っ!?」


    　停車寸前まで速度の落ちたトラックの荷台に、一人の少女が降り立った。


    　時とき岡おか学園の制服、織物のような銀髪、作り物めいた美び貌ぼう。


    「……見つけましたわ」


    「うわっ!?」


    　避ける間もなく突き飛ばされ、僕は道路に投げ出される。


    「こんの、化け物女！　こんなとこまで来やがったぜ！」


    「……」


    　ゆとりがアンナ先輩に飛びかかるも、アンナ先輩はその攻撃を軽々と避ける。そのまま道路に降り立つと、一瞬で僕を羽は交がい締めにした。うぐっ、おっぱいが背中に当たるせいで、抵抗の意思がゴリゴリ削られる！


    「狸吉！」


    「動かないでくださいまし」


    　荷台から飛び降りようとした華城先輩を、アンナ先輩が底冷えするような声で制止する。


    「それ以上近づけば、ここで奥おく間ま君の首をへし折りますわ」


    「へ、へし折るのは乳ち首くびやカリ首で妥協してもらえないかしら」


    「……」


    　華城先輩の悪ふざけにも一切応じず、アンナ先輩は少しずつトラックから距離を取る。つーかカリ首へし折られたらそれはそれで死にそうなんですけど。


    「あなた方はそのまま、奥おく間ま君がわたくしの手に落ちるのを、ただ見てればいいんですの」


    　い、いやだ！　アンナ先輩の貞てい操そうを奪ってしまうのもそうだけど、華か城じよう先輩が見てる前で童どう貞てい卒業式とか冗談じゃないぞ！　ハードなＮＴＲネトラレモノじゃないんだからさぁ！


    　つーかこのままだと、たくさんの顔見知りに見られながら青あお姦かんで童貞卒業ってことになっちゃうんじゃないの!?　レベル高すぎだろ！　前世でなにやったらこんな童貞卒業式になるんだ！　父親まで参列してるとか、マジもんの卒業式じゃないか！


    　脳内で全力のペニペニパニックを起こしながら、無駄だと知りつつアンナ先輩に抵抗する。


    「……？」


    　そこで僕は激しい違和感に気づいた。


    　なんかこれ、全力で抵抗したら、逃げられそうだぞ？


    　おかしい。いつもと比べて格段に力が弱い。それに、違和感はそれだけじゃない。


    　アンナ先輩の雰ふん囲い気きが変だ。いつも僕を捕食しようとするときは、もっと体中から体液を分ぶん泌ぴつして心も体もラフレシア状態だったのに……いまはどうだ。渇いている。心も体も。


    「アンナ、先輩……？」


    　僕は身をよじってアンナ先輩の顔を見た。


    「……おとなしくしていてくださいまし」


    　そこにあるのは、ただただ無機質なアンナ先輩の表情。股こ間かんのウツボカヅラが枯れ果ててしまったかのように、発情とは無縁の空っぽな雰囲気。


    「アンナ先輩、どうしたんですか。大丈夫ですか」


    　これは明らかに異常な事態だ。


    　母さんの率ひきいる善ぜん導どう課精せい鋭えい部隊が凄すさまじい勢いで迫ってきているのも忘れて、僕はアンナ先輩に呼びかける。


    「……っ！」


    　そこで不意に、アンナ先輩が僕におっぱいを押しつける力が──じゃなくて羽は交がい締めする力が強くなる。光を失っていた瞳ひとみがうっすらと潤うるみ、唇くちびるを嚙かみしめる。


    「……どうせ、わたくしのことなんて、愛してなんてくれないくせに」


    　綺き麗れいな形をしたアンナ先輩の唇が、小さく震える。


    　なぜか僕から逃げるように、アンナ先輩が僕の拘こう束そくを緩ゆるめる。


    「そんな、優しい言葉をかけたりしないでくださいまし！」


    「隙すきありだぜ！」


    　アンナ先輩が激しい動揺を見せたその瞬間、ゆとりが数名の変態たちを引き連れ荷台から身を躍らせた。「食らえ処しよ女じよ膜まく貫かん通つうパンチ！」だの「菊きく門もん破壊キック！」だのと名ばかりの必殺技が飛び交う。アンナ先輩はやすやすとそれらの攻撃を避けながら、僕から距離を取った。


    「……うぅっ」


    　アンナ先輩は悔くやしげに声を漏もらすと、明かりの届かない暗がりへと姿を消す。


    「へ、へへっ、いくら化け物女でも、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだったみたいだぜ」


    　ゆとりがぷるぷると震えながら、絞り出すような声で勝ち誇った。


    「……なにか、様子が変だったわね」


    　華か城じよう先輩が暗がりを見つめながら呟つぶやいた。僕も同意見だ。こんなにもあっさり退散するアンナ先輩なんて、本当にアンナ先輩か？


    「……なんだか、嫌な予感がする」


    　やっぱりアンナ先輩とは一度、真正面から話をする必要がある。僕たちがこれまでやってきたことについて。僕の気持ちについて。ごまかしたりせず、はっきりと。


    　改めてそう決意を固めていると、僕たちを回収するために停車していたトラックから声がかかった。


    「三人とも！　早く戻るのじゃ！」


    　珍しく声を張り上げる早さ乙おと女め先輩の焦あせった様子。


    　アンナ先輩について深く考える時間もなく、さらなる問題が濁だく流りゆうのごとく押し寄せる。


    「思ったよりアンナにかき乱されたようじゃ！　このままだと確実に善ぜん導どう課に追いつかれる！　追いつかれるだけならまだしも、逃走用の船に乗り込まれたりしたら、もうどうなるかわからんぞ！」


    　慌あわててトラックによじ登って周囲を見渡してみれば、変態たちを過か剰じよう積載したトラックの群れは酷ひどい有あり様さまだった。隊列はぐちゃぐちゃ。車体が大きい分、再出発にも時間がかかる。


    「トラックを乗り捨てて船まで走ったほうが早いんじゃねーか!?」


    　ゆとりが提案するが、全員がゆとりのような俊しゆん足そくではない。変態にはおっさんやおばさまも多いのだ。足も遅ければ射しや精せいも遅い（偏見）。


    「それに、船まで一本道ってわけじゃないから、トラックを乗り捨てても、あんまり足止めにならないんだよね……けど、態勢を立て直してる暇ひまもないし……」


    「狸たぬ吉きち。梅つ雨ゆどきの金玉みたいにウジウジじめじめと考えてる暇は、ないみたいよ？」


    「は？　華城先輩、なにをまた頭にカビが生えたようなことを……。っ!?」


    　──オオオオオオオオッ。


    　どうするか決めかねていたところに、体を芯しんから揺さぶられるような地鳴りが響いてきた。大地を揺るがすバイブ音の中にはうっすらと「あのバカ息子！」だの「思い知らせてくれる！」だのという恐ろしいセリフが混じっている。


    「うわわっ、ぜ、前進！　前進！　全員トラックから降りて前進だ！　一人でも多く、一刻でも早く船に乗り込んで！」


    　ゆとりのＰＭに声を拡散してもらい、全体に指示を出す。


    　次々とトラックから降り、脱出船めがけて突っ走る変態たちに混じって、僕らも全力疾しつ走そうを開始した。


    　──オオオオオオオオオオオオオッ！


    　背後から迫る地鳴りが加速度的にその威圧感を増していく。


    「最初は弱だったバイブがだんだんと強になっていくような感じね！」


    「やめてください華か城じよう先輩！　気が抜けます！」


    「ジョークよジョーク。テロリストジョーク」


    　なにがテロリストジョークだ！　ただの下ネタだろそれ！


    「やべえぜ！　後ろのほうがもう追いつかれてる！」


    　ゆとりが額ひたいに手をかざして振り返る。


    　見れば、最後尾で事後のように息を切らしていた年配の囚人たちが、母さん率ひきいる善ぜん導どう課の群れに呑のみ込まれていた。丸呑みプレイなんて人類にはまだ早すぎるよぉ！


    「って、あれ!?　善導課の数が予想よりずっと多いよ!?」


    　アニーが事前に観測したところによると、善導課職員の数は五百人くらいだったはずなのに。後方で僕らを追う群れの大きさは五百ではきかない。千人近い規模だ。どうなってる。


    「……私たちが……囚人を解放して集団を大きくしていったように……彼らも各エリアの看守に集合をかけたのかもしれませんね……」


    　すやすや眠る茜あかねさんを背負った正まさ志しさんが冷静に告げる。って、あんた！　なんかもう、今にも脱落しそうな顔してるけど、大丈夫なのか!?


    「そろそろ限界ですね……誰か、茜を頼みます……」


    　ダメだダメだ！　どうして諦あきらめるんだそこで！　でっかくなれよ！　今日きようからお前の股こ間かんは富士山だ！


    「諦めないでください！　正志さんは南エリアのリーダー格なんでしょう！　あなたの力はこの先必要なんです！　ほら！　先頭はもう船に乗り込み始めてます！　もう少しですから！」


    「しかし……」


    　正志さんが顔をしかめて振り返る。


    　後方では武器を持った善導課の集団が、一切の情け容よう赦しやなく変態たちを粛しゆく正せいしている。「ヒャッハーッ！　股間の汚物は消毒だぁ！」「お前らはもう死んでいる！　社会的になぁ！」などという罵ば詈り雑ぞう言ごんまで聞こえてきそうな勢いだ。


    　せっかく解放した脱だつ獄ごく囚しゆうたちがどんどん目減りしていく。それどころか、見れば善導課の一部が槍やりのように一点突破で変態の群れをかき分け、脱出船に接近しようとしているではないか。目をこらすまでもない。槍の先端はテーザー銃じゆうや鉄パイプで完全武装した母さんだった。なんだかもう、装備や目つきが体制側の人間とは思えないほど禍まが々まがしい。ほとんどチンピラである。あまりの恐怖と絶望感に「チンピラのパンチラ」という謎なぞのフレーズが浮かぶ。なにかの新メニューみたいだ。


    「……マジでどうしよう」


    　先ほど早さ乙おと女め先輩が懸け念ねんしたように、もし母さんが僕たち全員の捕ほ縛ばくよりも脱出船の制圧に乗り出そうとしているのなら……かなりマズイ。


    　数十人単位の善ぜん導どう課ならまだしも、もし母さんが直じき々じきに船に乗り込んできたりしたら、その時点で作戦はパーだ。さすがに母さん一人に全員ぶちのめされたりはしないにしても、船の航行機能をぶっ壊されたりすることは十分考えられる。そうなったら僕たちは集団で北の大地から脱出する術すべを失うことになる。それでは藻みず女くめさんの計画をぶち壊すこともできない。


    「少し早いが、ここぁ、俺おれの出番だな」


    「え!?　父さん!?」


    　貞てい操そう帯たいＰＭ一丁のままの父さんが、思い悩んでいた僕の隣に並ぶ。


    「爛らん子こを足止めしなくちゃいかんのだろ？　並の変態にできることじゃあねえ」


    「いや、でも、父さんは東エリアのリーダー格で……」


    「問題ねぇ。なにせ」


    　父さんがちらりと華か城じよう先輩のほうへ目を向ける。


    「俺の後あと釜がまにぴったりな変態がいるからな」


    　父さんが股間の辺りでサムズアップしてみせる。


    「なにか考えがあるらしいじゃねえか。あとは頼んだぞ、狸たぬ吉きち」


    　父さんが母さんからのご褒ほう美びに目を輝かがやかせて転進しようとしたときだった。


    「待たれよ、善ぜん十じゆう郎ろう殿。その大任、吾わが輩はいに譲ゆずってはいただけまいか」


    　父さんの横に、なにやら乾燥肌はだっぽい男が並んだ。……なんかこいつ、どっかで会ったことがあるような気が……。


    「吾輩に新たなる下着の魅力を説き、奪うのではなく[image: ]り出す喜びを教えてくれた、貴殿のような傑けつ物ぶつが、こんなところで朽くち果ててよいはずがない。貴殿はもっと、広い世界に飛びだしていくべき御ご仁じんだ。いつか話してくださった、空飛ぶパンツのように！」


    「ああっ！　お前その喋しやべり方！　《頂いただきの白》じゃないか!?」


    「いかにも。そういう貴殿はあのときの、名もなき《ＳＯＸソツクス》の男だな。昔は迷惑をかけた」


    　迷惑かけられたなんてもんじゃないわ！　こちとら髪の毛に精せい液えきかけられたくらい大変だったんだからな！


    「どうどう。狸吉。その男はもう本当に大丈夫よ。私が保証するわ」


    　華城先輩が手マンのかたちをしたピースを揺らしながら僕をなだめに来る。


    「いやでも、《頂の白》一人で母さんは止められないでしょ」


    　いまの母さんはフル装備なうえに怒ど髪はつ天てん、周囲に善導課職員をたっぷり牽けん引いんときたもんだ。


    「ふっ。舐なめてもらっては困るな。──《群れた布地》、参集せよ！」


    《頂いただきの白》が両手を掲かかげ、その手で三角形を形作る。なにそれ。パンツのつもり？　パンツのつもりなのか？


    「「「「はっ！　ここに！」」」」


    　すると逃走する脱だつ獄ごく囚しゆうの中から、二十人ほどの男女が《頂の白》のもとに集まってきた。どうやら東西南北それぞれのエリアにぶち込まれていた《群れた布地》メンバーの一部らしい。このイカレ下着野や郎ろう、無駄に人望というか、変なカリスマ性はあるんだよなぁ……。


    「よく聞け！　吾わが輩はいたちはこれから、善ぜん導どう課の化け物を相手に時間を稼かせぐ！」


    「「「「……えぇ……」」」」


    　しかしいくらカリスマ性があっても、「一緒に自殺しようぜ！」などという誘いに乗ってくれるほどの絆きずなはなかったらしい。《群れた布地》メンバーは一様に表情を暗くする。


    「……情けないっ！　一度は下着のため、社会的な集団自殺を敢かん行こうした仲であるというのにっ」


    《頂の白》が[image: ]こぶしを握って嘆く。「もうよい！」と叫ぶと、僕らに背を向けて走り出した。


    「たとえ一人であろうとも、吾輩は恩人に報むくいるぞ！　いいかよく聞け！　吾輩から貴殿らに最後の言葉だ！　パンツは一人のために！　一人はパンツのために！　うおおおおっ！」


    　そうして《頂の白》は《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》に単身立ち向かい……夜空に瞬またたく一枚の下着となった。


    「……なんだったんだぜ、あいつ……」


    　ゆとりが呟つぶやいた。うん、まあ、やつも一人の漢おとこだったってことだよ。《禁欲の魔人》のときとは違う意味で。


    「……やはり俺おれが動かにゃならんな」


    　ほぼ全ぜん裸らの父さんがエア腕まくりをすると、その背後に大量の肌はだ色が現れた。


    「感動シタ！」


    　貞てい操そう帯たいＰＭ一丁の集団。その先頭で、筋肉マッチョの外国人が高らかに叫ぶ。


    「掘った掘られたの男のために、一分一秒稼ぐべく、死地に向かった男の鏡！　あの男こそ、ジャパニーズサムライ！」


    「あ、あんたは！」


    　僕はそのムキムキマッチョに見覚えがあった。


    　アニーからＰＭ無効化ケータイを取り返すべく潜入した日に本ほん村むらで、僕がカンチョーをかましたあの大男だ。言葉遣いが流りゆう暢ちようになっているが、あの濃い顔、間違いない。


    《ヘルサウンド》に捕まってたのか……。ってことは背後に控える百人近いムキムキたちはもしや……


    『ミ、ミンナ!?　無事だったデスカ!?』


    　ゆとりのＰＭを介してアニーが感嘆の声を上げる。


    『『なんか、すっごく香ばしい匂においがするよ!?』』


    　早さ乙おと女め先輩のＰＭを介して腐ふ多た子ごが嬌きよう声せいを上げる。おい、お前らどっから察知するんだよ。さっきからなんなのそのＢＬレーダー。つーかお前ら、早さ乙おと女め先輩に着信拒否されてなかった？


    「フフフ。地下国会図書館への潜入に失敗した時点で、無事もなにもない。この命、アニーが信じた《ＳＯＸソツクス》のために使わせてもらおう！　あのヘンタイサムライのように！」


    「「「「「ウオオオオオオオッ！」」」」」


    　カンチョーさんの宣言に合わせ、外国人部隊およそ百人が、ほぼ全ぜん裸らで鬨ときの声を上げる。ところでどうしてほぼ全裸なの？　趣味なの？


    「……うーむ」


    　父さんが疾しつ走そうするムキムキマッチョたちの体をじっくりねっとりと観察し始めた。時折、どこぞの鑑定団のように「いい体してますね～」などと呟つぶやいている。と、父さん!?　まさか僕の知らない間に下半身の味覚が変わったりしたの!?


    「もって十五分。爛らん子このコンディションや周りの善ぜん導どう課の数を考えると、最悪十分くらいか」


    「ナニ？」


    　父さんの指摘に、カンチョーさんが眉まゆをひそめる。


    「お前らが稼かせげる時間だ。もって十五分。まあギリギリで、船を出航させるのに間に合うかどうかってとこだな……」


    　百人がかりでその程度しか時間稼ぎできないとはっきり言われ、日本村の精せい鋭えいたちから不満の声が上がる。


    「なるほどナ。見くびられたものダ」


    　カンチョーさんが「ふっ」と笑い、父さんを睨にらみ付ける。


    「なら、賭かけをしようじゃナイか」


    「賭だと？」


    「そうダ。もしオレたちが二十分以上稼げたら、オレたちに貴き様さまの処しよ女じよを捧ささげてもらおう」


    「望むところだ」


    　即答!?　父さんそれ即答するの!?　本当に望むところなのか、それとも母さんの戦闘力を信頼してるのか、一体どっちなんだ!?


    「決まりだナ。──聞いたかああああっ！　行くぞおおおっ！　なにがなんでもゼンドーカを足止めしテ、今夜はパーティだ！」


    「「「「「ウホオオオオオオオオッ！」」」」」


    　酷ひどいやりとりの末、百人のガチムチ軍団は転進。変態の編隊を突き破って船に向かう母さんたちと真っ正面からぶつかった。


    「あああああああああああっ！　鬱うつ陶とうしいクズどもがああああああっ！」


    　母さんの雄お叫たけびが轟とどろく。


    　歴戦のガチムチたちが、ちぎられては投げられちぎられては投げられている。……あれは十分コースだな。カンチョーさん、足止めしてそのうえ船に戻ってくる気満々だったみたいだけど、これはもう監かん獄ごくに逆戻り間違いなしか……。惜しい人をなくしたが、結果として父さんの貞てい操そうが守られたとなれば、息子としてはとりあえず安心です。


    「と、とにかく！　これで時間が稼かせげる！　いまのうちに全力で船に乗り込もう！」


    　僕は正まさ志しさんから茜あかねさんを受け取る。身軽になった正志さんをゆとりが引っ張り疾しつ走そうする。


    　カンチョーさんたちが時間を稼いでくれている間に、大量の変態たちが車両搬入用の大きな出入り口から船に殺到する。


    　しかし同時に、変態たちと入り乱れるかたちとなっていた善ぜん導どう課職員もかなりの人数が船に張り付いてきた。


    「出航！　出航だ！　少しでも早く、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》が乗り込んでこられないところまで！」


    「乗り込んできた善導課はどうすんだぜ!?」


    「悪いけど、できるだけ早めに途中下船してもらおう！　生き残った脱だつ獄ごく囚しゆうの中にも、武闘派は結構いるはずだ！」


    　正志さんと茜さんを父さんたちに預け、僕とゆとりは操そう舵だ室しつへと走る。


    　慶けい介すけが手配してくれた船長に断ことわりを入れてから館内放送を借り、僕は叫んだ。


    「船内の脱獄囚に告ぐ！　船の中には大量の卑ひ猥わいグッズが積載されている！　各おの々おの自分に合った武器を持ち、善導課を蹴け散ちらしてくれ！」


    　慶介とアニーが事前に調べたところによると、囚人の中にはかつてエログッズを駆く使しして善導課と戦った武闘派も多いとのことだった。彼らが本領を発揮できるようにと、慶介が準備してくれたのだ。


    　……年末に僕たちを船に閉じ込めたときといい、慶介が隠し持っているエログッズの数や種類はやっぱり半端ないな。せっかく味方になったんだから、今度融ゆう通ずうしてくれないだろうか。


    「よしっ！　僕たちも戦おう！　とりあえず、この操舵室が占領されることだけは絶対に避けないと！」


    「合がつ点てんだぜ！」


    『イエーイ！　お祭りデース！』


    　僕たちが操舵室を飛びだすと、セーラー服船長が内側から鍵かぎを閉める。善導課を倒しつつ、僕たちと一緒に操舵室の守りに専念してくれる変態を探しに行こう！


    「……うわぁ。頼もしいっちゃ頼もしいけど、うわぁだぜ……」


    　船内を走り回っている最中、ゆとりがドン引きした声を漏もらす。


    　まあそれも無理はない。船内ではエログッズを手にした武闘派変態たちが、水を得た魚、愛液を得たチンポのごとく縦じゆう横おう無む尽じんの戦いを繰り広げていたのである。


    　ある者は全身に貼はり付けたコンドームでテーザー銃じゆうを無効化する「コンドーム[image: ]けん法ぽう」の使い手、またある者はグローブ代わりにオナホールを手にはめたボクサー、またある者はモップの先端にバイブを装着した特殊な槍そう術じゆつを駆く使しして善ぜん導どう課に立ち向かっていた。……あの、バイブ槍術はなにか意味があるんですか。超震動で切れ味や貫かん通つう力りよくが上がるとかそういうやつですか。


    　なかにはその異常な柔軟性で気味の悪いポーズを取りながら「セルフフェラヨガファイ●！」と善導課を威い嚇かくするだけの者、わざとテーザー銃じゆうを浴びてアヘ顔を晒さらすものなど、よくわからない連中も混じっている。まあ、攪かく乱らんくらいにはなるのか……。


    　なんだかこうして戦う変態たちの姿を見ていると、子供のころ、家にあったペニスバンドを腰に巻いて「正義の味方ペニバンマン！」って遊んでたのを思い出す。天然チンコと人工チンコの二刀流を駆使して戦う性技のヒーロー。めっちゃ楽しかったな……。


    　ちなみに父さんはテーザー銃をナチュラルに無効化して強引にカンチョーを放ち、善導課を無力化。華か城じよう先輩は無む邪じや気きな笑え顔がおでエログッズと戯たわむれていた。おい、なにやってんだ。


    



    　──そうして僕たちは船内に入り込んだ善導課に全力でお引き取りいただいた。


    　それらの戦いが一段落してからしばらく。どうにか母さんでも簡単には追ってこられない洋上にたどり着いたころ、ようやく僕たちは歓声を上げ、集団脱だつ獄ごくの成功を確信したのだった。


    　脱獄成功人数、およそ八百人。


    　想定よりもずっと少ない人数にはなってしまったけれど、十分だ。


    　これだけの人数がいれば、きっと藻みず女くめさんの企たくらみを潰つぶせる。


    　それになにより──。


    「狸たぬ吉きちんこ！　お疲れ様んこ！」


    　一気に気が抜けて船内の廊下に倒れ込んでいた僕の顔を、華城先輩が見下ろす。


    「また助けられちゃったわね。しかも私、今回下ネタぶちまけて遊んでただけのような……」


    「それでこそ華城先輩じゃないですか」


    「……私のことをなんだと思ってるのよ。……まあ、でも、とにかく、ありがと。私に技術さえあれば、あなたの股こ間かんに金の玉を増設してあげてるところだわ」


    「それはまた、どういたしまして……」


    　こうしてまた華城先輩に会えて、くだらない下ネタを聞けたのだから。


    　個人的にはそれだけで、今回の脱獄作戦はほとんど成功したようなものだった。


    　けれどここで満足するわけにはいかない。藻女さんの思い描えがくディストピア計画を叩たたき潰つぶすための作戦は、ここからが本番なのだ。


    「それで？　藻女の狙ねらいを潰す作戦っていうのは、どんなに変態チックな代しろ物ものなのかしら」


    　ワクワクムラムラと、華城先輩が適当な効果音を口にしながら僕を促うながす。


    　いきいきとした華城先輩から少し顔を逸そらしながら、僕は言った。


    「先輩とは、またしばらく、お別れすることになると思います」


    　僕の勝手な思いこみかもしれないけれど。


    　僕から説明を聞いている最中、先輩はずっと、なにかを押し殺すような表情をしていた。
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    《ヘルサウンド》で発生した、前ぜん代だい未み聞もんの大脱走事件。


    　それから丸一日が経たった四月二十一日の午後。


    「やつらの狙ねらいは一体なんなのだ！」


    《ヘルサウンド》東エリアの看守詰め所にて、奥おく間ま爛らん子こは激怒していた。


    　まず間違いなく自分のバカ息子が主導したのだろう脱だつ獄ごく騒ぎ。それを阻そ止しできなかっただけでも十分に憤死ものではあるが、爛子を苛いら立だたせている厄やつ介かい事ごとはそれだけではなかった。


    　脱獄したおよそ八百人の行方ゆくえが杳ようとして知れない。そのため、外国へでも逃げようとしているのか、それともどこぞの海岸に上陸してかつての仲間にでも匿かくまってもらうつもりなのか、まったく狙いが読めないのだ。


    　先回りして対策を練ることもままならず、爛子はつい先ほどまで、船に乗り損ねた脱獄囚たちの再さい拘こう束そくに奔ほん走そうしていた。善ぜん導どう課職員や看守を総動員したというのに、獄内専用の電撃ＰＭが軒並み使いものにならなくなっていたため、再拘束には予想外の時間がかかった。そのことがまた爛子を苛立たせる。爛子の周囲に待機している善導課職員や看守長が恐怖のあまり吐きそうなほど顔を青ざめさせているが、いまの爛子にはそれを慮おもんぱかっている余裕もない。


    「デタラメのウイルスにバカどものバカ騒ぎ……っ。まったく、こんなことに手を煩わずらわせている場合ではないというのに……っ！」


    　いまの爛子には、大きな心配事が二つあった。それは古くからの友人であるソフィアとその娘、アンナのことだ。


    　先日勃ぼつ発ぱつしたホテルでの衝撃的な言い争いから丸一日。ソフィアはいまだに茫ぼう然ぜん自じ失しつとして食事もまともに摂とっていないというし、アンナはホテルから姿を消して以来行方知れずだという。


    　彼女たちのことが心配で仕方ない。しかし憎き変質者どもへの対応に時間を取られ、どうしてもそちらに手が回らない。卑ひ猥わいな犯罪者どもへの苛いら立だちと殺意が常になく膨ふくらみ、一刻でも早くこの騒ぎに収拾をつけなければと焦あせりばかりが先に立つ。


    　そんなときだった。


    　爛子のＰＭに、善導課本部から切迫した通信が入った。


    　語られるその内容はあまりにも信じがたいもので、それこそ脱獄囚やバカ息子は気でも違ったのかと疑った。


    「脱獄囚どもが、首都に上陸して暴れ回っているだと!?　バカな！　途中で阻止できなかったのか!?」


    　聞けば上陸直前に巨大客船が複数現れ、どこを重点的に守るか決めかねていたところを突破されたという。《公然猥わい褻せつウイルス》への対応で人員をとられていたこともあり、脱だつ獄ごく囚しゆうたちを難なく上陸させてしまったとのことだった。


    「被害の状況は!?　首都は現在どうなっているのだ！」


    　爛らん子こは首都へ急行する準備を進めながら、本部に情報を催促する。


    　ほとんど間を置かずに映像データが爛子のＰＭに送られ、複数の断片的な情景が虚こ空くうに映しだされる。


    　それらを一いち瞥べつした爛子はこのうえなく不快な気持ちで顔をしかめながら、即座に映像を消した。


    「……常じよう軌きを逸いつしている」


    　船の中に様々な物資を積んでいたのだろう。


    　脱獄囚たちは捕まる前に愛用していたと見られる卑ひ猥わいな武器や道具、服装で身を固め、あるいはほぼ全ぜん裸らで、嬉き々きとして禁止単語をバラまきまくっていた。


    　ある者たちは「おとなしくしないと卑猥な冗談かましてウイルスに感染させるぞ」という脅おどし文句で人質をとりながらビルに立てこもり、またある者たちは複数のバスをジャックして全国に散らばり始めている。


    　あの悪名高い〝遠えん藤どう茜あかね〟は複数の人間とともに選挙カーを強奪し、その恐ろしくおぞましい妄もう言げんをまき散らしながら、首都近郊の住宅街を走り回っているという。


    　まさに地獄絵図。この世の終わり。すわ健全社会の崩ほう壊かいかと思われる最悪の事態だ。


    　ただでさえ《公然猥褻ウイルス》の影響で国内がパニック状態にあるいま、こんな騒ぎが続けば、それこそなにが起こるかわからない。


    「なにが目的かは知らんが、ゴミ溜ためどもめ……生まれてきたことを後悔させてやる……っ！」


    　バカ息子を含め、卑猥な犯罪者どもをいかな手段で蹂じゆう躙りんするか。十八歳未満閲覧禁止級の恐ろしい〝取り締まり〟を脳内に描えがきながら、しかしその片隅で、爛子は思う。


    　一刻も早くバカどもをぶちのめし、ソフィアとアンナのそばにいてやらねば。


    「……」


    　首都へ向かうべく迷いない足取りで部下を率ひきいながら、ふと爛子はアンナの異常な告白を思い出す。


    　そしてバカ息子を健全に育てると決めてから、長らく芽生えることのなかった疑問が頭をよぎる。


    　──卑猥のすべてを憎しみのままに刈り取ることが、果たして本当に彼女らの救いになるのだろうか。子供たちのためになるのだろうか。


    「……バカバカしい」


    　善ぜん導どう課の制帽を目ま深ぶかにかぶり、爛子はそのささやかな疑念を打ち消す。


    《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》の役目はただ一つ。この社会に歪ゆがみと混乱をもたらす卑ひ猥わいのすべてを叩たたき潰つぶすことだ。


    「行くぞ税金泥棒ども！　脱だつ獄ごく囚しゆうを全員地獄へ送り返し、国民に平穏な暮らしと納税の大切さを思い出させてやるのだ！」


    　部下に檄げきを飛ばし、《鋼鉄の鬼女》は《ヘルサウンド》を飛びだした。

  


  
    



    　第四章　性器たましいの叫び


    



    　四月二十一日。


    　不ふ破わ氷ひよう菓かはその日、大騒ぎになっているニュース番組やネット掲示板をくまなくチェックしながら、自宅でじっとそのときを待っていた。


    　そんな彼女のＰＭに着信があったのは日も傾き始めた午後六時ごろ。《ヘルサウンド》の脱獄者たちが首都に上陸してから数時間が経たったころだった。


    『それじゃ不破さん！　打ち合わせどおりによろしく！』


    　早さ乙おと女め乙おと女めのＰＭを介して、奥おく間ま狸たぬ吉きちからごくシンプルな合図が送られてくる。


    「了解しました」


    　そして氷菓は事前の打ち合わせどおり、行動を開始した。


    　この一年、理り不ふ尽じんな規制や考えなしの変態たちと戦う過程で少しずつ拡大していった時とき岡おか学園の生徒や卒業生のネットワーク。氷菓は彼らに対して呼びかける。


    「それでは皆さん、〝善意と正義のデマ〟作戦、開始です」


    《公然猥わい褻せつウイルス》の蔓まん延えんと《ヘルサウンド》脱獄囚の暴走でパニックに陥おちいっていたネット界かい隈わい。氷菓が率ひきいる数百人の有志によって、そこにまた新たな燃料が大量投下された。


    　いわく、「脱だつ獄ごく囚しゆうたちは《公然猥わい褻せつ症候群》の末期患者であり、その感染力は通常のそれと一線を画かくす危険なものである！」


    　いわく、「ほんの少しでも接点をもった人間は漏もれなく感染する恐れがある！　脱獄囚はもちろん、現在人質になっている人間や、彼らの声を聞いた人間は全員北の大地に隔かく離りすべきだ！」


    　いわく、「《ヘルサウンド》を有する北の大地もその全域がウイルスに汚染されている！　北の大地はただちに封ふう鎖さし、隔離専用の土地とすべき！」


    　いわく、「いまの隔離政策じゃあ生ぬるい！　もっと厳しく厳格に！　でないとマジでヤバイぞ！　政府はなにやってんだ！」


    　いわく、「考えすぎとか言ってるやつらはバカ。この国が滅ほろびるまでそう言ってろ」


    



    　隔離せよ隔離せよ隔離せよ、危険である危険である危険である、安心を安全を平へい穏おんを。


    



    「それらしい情報を断定口く調ちようで繰り返し、過か剰じようなまでに恐怖を煽あおる。反論する者には悪のレッテルを、傍ぼう観かん者しやには無知の烙らく印いんを。プロパガンダの基本は、身をもって学ばせてもらいましたからね」


    　善意と正義に彩いろどられたデマは、その信しん憑ぴよう性せいを検討されることなく、恐ろしいほどの速度で広がっていく。善意と正義ほど手のつけられないものはない。ある者は自分たちの生活を守るため、ある者は大切な人を守るため、自分たちの首を絞めるようなデマを迷いなく疑うことなく拡散させていく。すべては善意と正義の名の下に。そのデマが手のつけられないほど強大な、世論という目に見えない怪物に変へん貌ぼうするまで。


    「まったく。これまでさんざん忌いみ嫌ってきた体制のやり方を真ま似ねることになるとは。なるほど確かに、わたしたちは救いようがないほど間違った方法をとっている」


    　氷ひよう菓かは椅い子すに背を預け、天井を眺める。《雪せつ原げんの青あお》の育ての親だという女性も、いま氷菓と同じように人脈の限りを尽くして、この間違った作戦に手を貸しているという。


    「しかし間違ったやり方だからこそ、この局面にはふさわしいとも言えますね。いつか《雪原の青》が語っていましたか。『卑ひ猥わいは絶対的な悪であり、間違っているからこそ魅力的』。……国会図書館の地下に潜ひそんでいるという黒幕の間違ったやり方と《ＳＯＸソツクス》の間違ったやり方、どちらがより間違っているのか、勝負といったところですね」


    　氷菓はコーヒーをすすりながら、自みずからも世論の暴走を助長すべく、ＰＭネットワークにあることないことを書き散らす。


    　自分たちがネット界かい隈わいに垂れ流す、一見して自じ縄じよう自じ縛ばくのようなデマ。


    　無む軌き道どうな脱獄囚たちのイカれたバカ騒ぎ。


    　地下国会図書館の黒幕とやらがそれらをどう受け止めているのか──《ＳＯＸ》の一員として、想像するだけで胸が躍った。
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    　四月二十三日。地下国会図書館モニタールーム。


    「どういうつもりでありんすか……」


    　善ぜん導どう課から届く、首都でのイカれた大騒ぎの映像。


    　詳しく報道されてはいないものの、首都での騒ぎは個人のＰＭを介して日本全国にその詳細が伝えられ、卑ひ猥わいの規制を望む声はネット上でどんどん白熱していく。それこそ藻みず女くめが当初思い描えがいていたものよりもずっと激しい。このまま一か月もすれば、どんなイカれた規制法案も簡単に通せてしまいそうな勢いだ。


    　藻女にとっては願ってもない理想的な展開だが、しかしあまりにも腑ふに落ちないことだらけである。


    　せっかく善導課から逃げおおせた狸たぬ吉きちが、わざわざ多大なリスクと労力を払って実行したのが先の大脱走計画であるはず。《雪せつ原げんの青あお》一人を助け出すにはあまりに大おお仰ぎようだし、もし囚人たちの力を借りて藻女に対抗しようとしているのなら、現状はあまりに不ふ可か解かいだ。藻女の引きこもるこの国会図書館になんの被害もないし、善導課からの報告を聞く限り、脱だつ獄ごく囚しゆうたちはただ変態的な騒ぎを起こして楽しんでいるだけに見えるという。


    「……なにが狙ねらいでありんすか。こんな、規制をいたずらに加速させるような騒ぎを起こして。……いやそれとも、ただ単に脱獄囚たちの動きを制御できなかっただけ……？」


    　困惑しつつも、藻女のやることは変わらない。卑猥が徹底的に規制された社会をつくり上げるだけだ。


    　世論はこれ以上ないほど規制強化の方向に傾いている。藻女の思い描く規制社会を構築するにはこれ以上ない環境だし、そもそもこの状況で規制を遅延させるような弱腰を見せれば、それこそ世論は手がつけられなくなる。いくら藻女でも、これだけ国民の間で膨ふくれ上がった恐怖や不満にうまく逆らうだけの力はない。下げ僕ぼくどもを使って世論を抑えようとしたところで、ただいたずらに秩序を崩ほう壊かいさせるだけの結果に終わるだろう。


    　そんなことを考えながら、もう少し先に成立させるはずだった諸もろ々もろの法案の審議が始まるよう各所に指示を出そうとしたときだった。藻女のＰＭに、善導課本部の所長から着信が入る。その声はどうにも歯切れが悪く、いつになく困惑しているかのようだった。


    「どうしたでありんすかっ」


    　嫌な予感がして、藻女は常よりも厳しい口く調ちようで下僕の言葉を促うながす。


    『いえそれが……善導課のほうに問い合わせが殺到しておりまして……どうしたものかと藻女様にご指示を仰あおぎたく……』


    「問い合わせ、でありんすか？」


    『はあ……それが、もっと大規模に規制を進めてほしいだの、感染の疑いのある誰それをいますぐ北の大地に隔かく離りしてほしいだの……』


    　所長の話を聞いて、藻みず女くめは胸を撫なで下ろす。


    「なんだ、そんなことでありんすか。それなら以前指示したとおりでありんす。北の大地に隔離するのは国が指定した者のみ。そうでないと、家族や知人と引き離された国民の不満がどこまで膨ふくれ上がるかわからぬし、《ヘルサウンド》の許容量を簡単にオーバーしてしまう。通常の居住区を含めた北の大地全域を隔離専用の特別地域とせねば追いつかない事態に──」


    　そこで初めて、藻女の背筋に薄ら寒い感覚が走った。


    　同時に所長の口から、藻女の抱いだいた悪お寒かんを確信に変える泣き言が伝えられる。


    『いえ、ですが、そのうち抑えきれなくなりそうで……』


    　なにがと尋ねる前に、藻女の顔を照らしていたモニターに映像が映しだされる。


    「これ、は……」


    　首都近郊に位置する善ぜん導どう課支部に大量の人々が押し寄せる光景。首都を封ふう鎖さし、住民をすべて北の大地へ隔離せよなどと、およそ現実的ではない主張を大おお真ま面じ目めに繰り返し、愉快なリズムで「か・く・り！　か・く・り！　さっさとかっくっり！」と繰り返しわめいている。不愉快極まりない。


    『どんどん人が増えていて……全国的にも、各善導課支部に隔離強化を求める声が大量に届き、回線はパンク……酷ひどいところでは、感染しているに違いないと近親者や隣人を善導課に送りつけてくる人まで……いえ、さすがにここまで過激な動きは極めて少数ですが……どう対応したものかと……』


    「……っ！」


    　なにが『極めて少数』だ。


    　首都でのバカ騒ぎが始まってからまだ二日しか経たっていない。二日でこれだ。このまま放置しておけば、ますます酷いことになる。


    　かといって、世論に流されるまま隔離を進めたりすれば、先ほど藻女自身が所長に説明したように、北の大地全域を隔離地域とせねばならないような事態になる。それは絶対に避けなければならない。隔離される人間の数がそこまで増えてしまえば、それこそ国民の不満は制御不能なものになる。隔離された者は当然のように結託して巨大勢力となり、隔離を免まぬがれた者の中にも、理り不ふ尽じんに引き離された近親者との再会を望んで規制に反対するような勢力が生まれるだろう。


    　もしそんなことになれば、藻女の望む性規制社会を何十年も維持することなどできなくなる。下へ手たをすれば二～三年で、規制社会は崩ほう壊かいすることになるだろう。大した被害を出すこともなく中途半端に。国民に深い反省を促うながすことのないぬるま湯のような結末で。


    「……これが狙ねらいでありんすか……っ！」


    　藻みず女くめは歯ぎしりしながら、所長に指示を出した。


    「聞け！　住民どもの要求には絶対に応こたえるな！　善ぜん導どう課全職員に厳命するでありんす！　これまでどおり、北の大地に隔かく離りするのは国が指定した者のみ！　どこの隊にも独断専せん行こうなどさせるな！　住民の圧力に屈して隔離対象を拡大するようなことは絶対にないようにするでありんす！」


    『で、ですが、住民たちを抑えるにも限度が……』


    「脱だつ獄ごく囚しゆうどもを一刻も早く掃そう討とうすることで溜りゆう飲いんを下げるでありんす！　《公然猥わい褻せつ症候群》は所しよ詮せんデタラメ！　脱獄囚どもを迅速に捕ほ縛ばくし、膨ふくれ上がる住民どもの不満を一時的に取り除いてやれば、要求は自然に下火になっていくはずでありんす！」


    　いまは少しでも早く事態の収拾に努めなければならない。


    　考えうる中で最も恐ろしい展開は、どこかの部隊が住民の圧力に屈し、国が指定していない者まで隔離し始めてしまうことである。一度でもそんな綻ほころびが発生すれば、それこそ暴走する世論をなだめすかすことはできなくなる。


    「繰り返す！　国が指定していない者まで隔離することは絶対厳禁！　可能な限りの人員を全国から首都へ集結させ、一刻も早く脱獄囚どもを全員捕まえるでありんす！　警察とも連携し、ただちにこのバカ騒ぎをやめさせるでありんす！　事態は一刻一秒を争う！」


    　過か剰じような規制と隔離を求める過激な世論は、時間を追うごとに大きく凶暴になっていく。善導課の職員も、一人一人はただの人間。どこかの部隊が圧力に屈してしまうのも、時間の問題だ。


    「……まったく、やってくれるでありなすなぁ。妾わらわの英雄候補殿は」


    　逃がした魚はあまりにも大きすぎたらしい。


    　モニターに映しだされる首都のどこかに潜ひそんでいるのだろう少年を思い浮かべながら、藻女は壁を殴りつけた。
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    「計画どおりっ」


    　四月二十三日。午後。首都中心部の雑居ビル四階。


    　僕は《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》からもたらされる断片的な情報をゆとりのＰＭ越しに受け取りながら、思わずノートで人でも殺しそうな笑え顔がおを浮かべていた。どうせなら名前を書いた人間が発情するノートとか欲しいが、いまはそんなオナネタを考えている場合じゃない。


    　ここは首都中央部に位置する雑居ビルの最上階。


    　僕、ゆとり、華か城じよう先輩の《ＳＯＸソツクス》メンバー、それから父さんを中心とした《ヘルサウンド》東エリアの脱獄囚数十人はこの雑居ビルに二日前から立てこもり、包囲と呼ぶには数の少ない善導課職員たちと睨にらみ合いを続けていた。


    　早さ乙おと女め先輩は首都上陸と同時に鼓こ修す理りと合流して慶けい介すけの保護下に入り、ほかの脱だつ獄ごく囚しゆうたちは思い思いの方法で首都を中心にその痴ち態たいを晒さらしまくっている。首都に上陸できた脱獄囚は想定よりずっと少なかったけど、《公然猥わい褻せつウイルス》によるパニックで善ぜん導どう課の動きが鈍かったこともあり、変態たちは十分な期間、日本中に変態パニックを振りまいてくれていた。


    　数時間前からその数が壊かい滅めつ的な速度で減っていっているけれど、それもまた想定どおりだった。


    「ったく。初めて計画聞いたときはどうなることかと思ったけど、ホントにここまでやっちまうんだから、大したもんだぜ」


    　雑居ビル内部の家具などを使ったバリケードを補強しながらゆとりが唸うなる。


    「まったくだわ。ヘンタイよくできました、って＊マークの判はん子こを押してあげたいくらいよ」


    　パンツをかぶって久しぶりに《雪せつ原げんの青あお》モードとなった華か城じよう先輩が言う。ちなみに華城先輩は立てこもりの最中、力の限り下ネタを叫んで善導課職員を威い嚇かくする大変立派なお仕事に従事してくれていた。うん、やっぱ酷ひどいなこの先輩。


    「ここまでこられたのは、こんな馬ば鹿かげた僕の作戦に、みんなが協力してくれたおかげです」


    　錦にしきノの宮みや祀まつ影かげの切り札に便乗することで規制強化を望む世論を加速させた藻みず女くめさん。


    　その策を破壊するために僕がとった作戦は、その世論をさらに加速させることだった。


    　誰にも止められない世論は藻女さんのコントロールを離れ、それこそ藻女さんでさえ望んでいないだろう規模と速度で規制を推し進めていくことになる。感情論に従うまま無計画に膨ふくれ上がった規制強化と隔かく離り強化の風潮は、実現されたのちに凄すさまじい速度で人々に不満を蓄積させることだろう。


    　まず、北の大地に隔離されることになる大量の人々が、《公然猥褻ウイルス》のデタラメ具合に気づく。それから、立て続けに成立する電撃貞てい操そう帯たいの装着義務化などの過激な政策についていけず、全国の人々が不満を募つのらせる。


    　そうして短期間で日本中で蓄積された不満を、僕たちがまとめあげて大規模なデモに発展させることができれば。


    　何十年にもわたる規制体制なんて必要ない。


    　二～三年という短い期間で人々に過か剰じような規制のバカバカしさを思い知らせ、なおかつ過か剰じような規制による悲劇を最小限に抑えることができる。そうなれば《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》を中心とした既存の規制体制も同時に崩ほう壊かいするだろう。


    「でも、いまのままじゃあ、まだ決め手に欠ける。藻女さんが数十年かけて実現しようとしている計画を二～三年に縮めるには、もっともっと勢いが必要なんだ」


    　藻女さんは僕たちの狙ねらいに気づいているはず。


    　となると、まず間違いなく善導課に命令遵じゆん守しゆを徹底させ、世論に流されないよう指示を下しているはずだ。そうなると僕の計画はかなり妨害されることになる。二～三年でこの規制体制をぶち壊すという展望はかなり怪しいものになってしまう。


    　だから僕は最初っから、あの人を説得するつもりでいた。


    《ラブホスピタル》を糾きゆう弾だんするデモに協力し、曲がりなりにも子供や孫の将来についてあれだけ真剣に向き合ってくれた、あの人を。


    「狸たぬ吉きち」


    　外の善ぜん導どう課に向けて「等速ピストン運動」だの「吸引力の変わらないただ一つの肉便器」だのと叫んでいた華か城じよう先輩が、僕の隣にちょこんと座る。


    「本気であの人と……《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》と交渉するつもり？　金玉引っこ抜かれてアナルに突っ込まれるくらいじゃ済まないかもしれないのよ？」


    　想像するだけで痛いからやめてくれませんかね……。


    「はい、ある意味で作戦の要かなめですから。もう何時間もしないうちにここへ来るでしょう。北の大地でのときのように逃げ回るつもりは、毛頭ありません」


    「……そう。なら頑張りなさい。あなたなら大丈夫よ。たとえ金玉引っこ抜かれても狸吉の変態性は永久不滅だわ」


    　金玉取られること前提で話を進めるのはやめていただきたい。


    　華城先輩なりの激励を受けて火ほ照てる顔を冷ましてから、僕は改まって華城先輩に切り出した。


    「あの、華城先輩」


    「ん？　なあに？」


    「この脱だつ獄ごく作戦が一段落したあとのことなんですけど……」


    　船の中で僕が計画した作戦について聞き終えたとき、華城先輩は『了解よ』『協力者がいたとはいえ、狸吉と出会うまで、私は《雪せつ原げんの青あお》としてずっと一人で戦ってきたんだもの。全然平気』などと、あっけらかんとしたものだった。


    　けれど、それはどこか強がっているようにしか見えなくて、ずっと気になっていたのだ。


    　船の中では《ヘルサウンド》での疲労が祟たたって長いこと眠ってしまったし、起きてからは脱獄囚の人たちに作戦について納得してもらうことにすべての時間を費やしてしまった。華城先輩とゆっくり話をする機会はなく、ここまで突っ走ってきてしまっていた。


    　本来なら、僕と華城先輩が別々の場所で頑張るのが、一連の作戦においては理想的な配置だ。けれどもし、華城先輩が無理をして、僕の作戦を承諾してくれているのだとしたら──。


    　自分の中でムラムラと膨ふくらみつつあるそんな迷いを、華城先輩にぶつけようとした、そのときだ。


    「来たぞ！」


    　視界いっぱいに、ほぼ全ぜん裸らの父さんが映り込んだ。もうやだこの父親……。


    　けれどいつまでもゲンナリしているときでもない。気持ちを切り替え立ちあがる。


    「あとどのくらいで到着しそう？」


    「そうだな……十分くらいってとこだな、こりゃあ」


    「なら、私たちは打ち合わせどおり、いますぐここを離れてほかの善ぜん導どう課職員の注意を引きつけないとね。ゆとり、狸たぬ吉きちの逃走サポートは任せたわよ」


    「……あー、なんかメチャクチャ気が乗らねーけど、大丈夫だぜ」


    　ちょっとゆとり、なんでそんなにやる気ないの。どうしたの急に。


    『Oh！オー　ユトリ、二人のイチャイチャクチュクチュ見せつけられたからってそれはダメデース！　タヌキチを見捨てたりしたらエロドージンの刑に──ブチッ』


    「ハハハ。アニーは日本語が不自由でいけねーぜ」


    　ゆとりがアニーの通信をブチ切りしながら光のない目で笑う。……これ以上追及するとなんだか命に関わりそうな気がする。


    　そうして雑居ビル立てこもりメンバーが慌あわただしく逃走準備を始める中、ふと華か城じよう先輩が僕の手を引いてフロアの隅に移動する。


    　さっき僕が言いかけていた話への返事だろうかと思って身構えていると、華城先輩が真剣な表情で僕を見た。


    「なんだか、また変にいじいじと迷ってるみたいで心配だから、最後にもう一回、はっきりさせておくわね」


    　華城先輩が真剣な表情のまま、ぼっと顔を赤く染める。


    「私はあなたが大好きよ。それをチンコにしっかり刻んで、堂々と最終決戦に挑いどみなさい」


    「えっ、あっ、痛っ!?」


    　華城先輩はバッチーンと思い切り僕の背中を叩たたくと、父さんたちと一緒にビルを脱出し始める。


    「……また言い逃げされてしまった。というか……」


    　そんなことを言われたら、余計に名な残ごり惜おしくなってしまうじゃないか。


    　だがそれでも、改めて勇気はもらえた。


    　大丈夫。


    　華城先輩がああ言ってくれるなら、どんな相手を前にしても真っ正面から堂々と戦える。


    　肝心の話はできなかったけど、まずは目の前の大仕事に集中しよう。


    　なんだか恐ろしい笑え顔がおを浮かべているゆとりとともに、僕も華城先輩たちのあとに続くかたちで、ビルの階段をくだり始めた。
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    　四月二十三日。


    　アンナ・錦にしきノの宮みやは藻みず女くめに言われるがまま、一連の騒ぎの主犯である奥おく間ま狸吉を拘こう束そくすべく、公用車で首都へと向かっている。


    「……」


    　月つき見み草ぐさ朧おぼろはその傍かたわらに付き添いながら、必死に頭を働かせていた。


    　アンナ・錦にしきノの宮みや。なにも知らずに間違え続けてきた自分が誰かに愛されることはない、受け入れられるはずがないと、すべての支えを失ってしまった、月見草の仕つかえるべき大切な女性ひと。


    　なにをどうすれば、彼女は以前のような笑え顔がおを取り戻してくれるのか。


    「……」


    　もしかしたら、と。


    　もしかしたら、自分がアンナをどれだけ大切に想おもっているのか伝えれば、それはアンナの新しい支えになるのではないかと、思いあがりも甚はなはだしい考えを抱いだいたこともある。


    　しかしこれまで好きなものも嫌いなものも、言われるがままにころころ変えてきた自分の空っぽの言葉が、どれほど目の前の人の救いになるというのだろうか。


    　そもそも一度は金かね子こ玉たま子こに命じられるがまま、アンナを裏切ろうとしたことさえある自分が、そんな浅ましい考えを抱くこと自体、恥ずべきことではないだろうか。


    　考えては考え直し、考えては考え直し、思考が何度焼き切れようとも考え続けた。


    　しかしわからない。これまで考えることをずっと放棄してきた自分には、まるで答えにたどり着ける気がしない。


    　そうして結局普段と変わらぬでくの坊を続けていた月見草に、ふとアンナが語りかける。


    「……嫌になりますわね」


    　月見草はアンナのほうを見た。アンナは月見草が相づちを打つのを待たず、話を続ける。


    「もうわたくしは、誰にも愛されることはないと、奥おく間ま君にもとっくに愛あい想そを尽かされていると思い知ったのに。……奥間君が、あんな顔でわたくしを心配してくれるから……もしかしたら、もしかしたらまだと、そう思ってしまうんですの。わたくしが抱きしめたら、抱きしめ返してくださるのではないかと……そんなわけ、ありませんのにね」


    　そうして月見草の顔も見ないまま、うつむいたまま、


    「ふふふ。こんなことを言っていたら、次は藻みず女くめさんにも愛想を尽かされてしまいますわね。今のお話、藻女さんには内緒ですわよ？」


    　アンナは感情のほとんどこもらない乾いた口く調ちようで、人さし指を自分の唇くちびるに押し当てる。


    「了解、いたしました」


    　月見草は従者として、素直にそれに応じた。応じることしかできなかった。


    「……」


    　──自分はこうして、地面に掘った穴のように。アンナ様の漏もらした感情を聞き流すだけのでくの坊として、人形として、立ち尽くすことしかできないのだろうか。この人を救うことはできないのだろうか。この人が救いのない道に進んでいくのを、黙って見ていることしかできないのだろうか。


    　駆かけ巡る思考とは裏腹に固く口をつぐんだまま、月つき見み草ぐさはアンナの隣でじっと座り続けた。
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    「おちんぽおおおおおおおおおおおおおおっ！　エクスペリアームズ服を脱げ！　一輪車は性教育の一環んんんんん！　ヒュウウウウウウウゥ！」


    　パンツをかぶって《雪せつ原げんの青あお》と化した華か城じよう先輩が、大量の囚人たちを引き連れてビルから走り去っていく。ことさら意味不明かつ伸び伸びと放たれる下ネタに善ぜん導どう課たちの意識が否いや応おうなく引きつけられる。今し方到着した善導課の大部隊も、変態から成る大編隊を駆く逐ちくすべく、そちらに走り去っていく。


    「……いた」


    　僕はビル二階に位置する広いオフィスの窓から目をこらし、大量の善導課職員の中からその人を見つけた。


    「ゆとり。これお願い」


    「……ホントにやんのかよ。あー、ヤダヤダ」


    　僕はゆとりに湿ったパンツを手渡した。ねっとりしている。ゆとりはそれを嫌々受け取ると、大きく振りかぶって、思い切り投とう擲てきした。


    　湿ったパンツは粘度の高い水滴をまき散らしながら綺き麗れいな弧こを描えがき、目標の後頭部へとまっすぐ空を駆かける。


    　──ベチョ！


    「なんで前向いたまま警棒ではたき落とせるんだぜ……うわっ!?　こっち見たぜ!?」


    　ゆとりが顔を引っ込めガタガタと震え出す。


    　けれど僕は窓から顔を覗のぞかせたまま、その人物の視線を受け止めた。


    　──あっ、股こ間かんからエクスペクト・パトローナムしそう。白いモヤモヤ出ちゃう。


    　凄すさまじい殺気だ。


    　まあ、そりゃそうか。湿ったパンツに『少し早いけど、母の日のプレゼントです（ハート）』なんて書いて投げつければ、誰だって殺意の一つや二つ抱いだくだろう。


    　その人物はこめかみに青筋を走らせると、周囲の善導課職員に指示を出す。大部隊のほとんどを華城先輩たちへ、一部の職員をビル周辺に配置し、自分は単身ビルへと踏み込んできた。


    「うぇ、なんか、怖すぎて吐きそうだぜ……」


    　ゆとりはガクガクと震えながらそう言うと、オフィスの高級そうなソファに身を隠し、野生動物のように気配を消し去る。余談だが、震える女の子のエロいことエロいこと。


    　そんなことを考えながら緊張をほぐし、「……ふぅ」とセルフ事後のように僕が息を吐くのと、オフィスの出入り口が爆発でもしたかのように吹き飛んだのはほとんど同時だった。


    「──堂々としたものだな。犯罪者の分ぶん際ざいで」


    　両手にテーザー銃じゆう、腰に警棒、[image: ]こぶしを血に染めた母さんが、悪あつ鬼き羅ら刹せつかと見み紛まがうような表情でオフィスに踏み込んできた。


    　僕は失禁しそうな股こ間かんを気合いで制御し、ポケットから取りだした新たなパンティーを挑発するように頭からかぶる。大きく弾はずむ幸せのおっぱいを思い浮かべ、母さんから叩たたき付けられる異次元の殺意を中和する。


    「母さん、一人で来てくれたんだね」


    「……そう言う貴き様さまは、一人ではないようだな？」


    　──ヒュッ。


    　目にもとまらぬスピードで空を切った警棒が、ありえない威力でソファを貫かん通つうする。


    「ぴぃ!?」


    　ソファの陰に隠れていたゆとりが、首筋をかすめた警棒を見て小動物のような悲鳴を漏もらす。土下座の体勢で頭を抱え、もはや緊急脱出の際には僕が引っ張って逃げないとだめなんじゃないかと思われる有あり様さまだった。……うん、ごめんね、うちの母親が怖くて。


    「私が一人でここに来た理由は、ほかの職員を連れていてはなにかと都合が悪いからだ」


    　うん、まあ、父さんに続いて息子まで下ネタテロリストに身を落としたとなれば、善ぜん導どう課幹部の母さんとしては立場がないのだろう。母さんのことだから、僕を確実に捕まえるためにもう少し人を連れてくるかと思っていたけど、まあ、いろいろと手間が省はぶけて好都合だ。


    「母さん。聞いてほしい。僕は──」


    　できるだけ母さんを刺激しないよう、冷静な声で話を始めたときだった。


    　さっきまで母さんがいた空間にテーザー銃が取り残され、僕の体を衝撃が貫つらぬいた。鳩みぞ尾おちが破は瓜かいされたかと思うような激痛。


    「う……!?　げほっ!?」


    　体をくの字に折ったまま床ゆかに投げ出される。容よう赦しやのない追撃が間かん髪はついれずに腹部を襲おそい、背中から壁に叩き付けられる。


    「狸たぬ吉きち!?　うわっ!?　ぐえっ」


    　土下座体勢でいたゆとりが立ちあがろうとした瞬間、その頭上にソファが舞い、ゆとりは一瞬で身動きがとれなくなる。


    　なんだ!?　なにが起こってるんだ!?


    「……本来、いくら相手が《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の違反者であり、凶悪極まりないテロリストであったとしても、善導課による過度な暴力は禁じられている。忌いまわしいことに、変質者にも人権とやらがあるからだ」


    　母さんが僕の髪の毛を鷲わしづかみにし、僕の顔を無理やり持ち上げる。


    「だから今回のように、本当に許せない犯罪者と相あい対たいすることになった際、私は一人で、この[image: ]こぶしだけで、犯罪者と向き合うことにしている」


    「か、母さんっ、待ってっ、大事な話があるん──」


    　僕の言葉は、母さんの鉄てつ[image: ]けん制裁で中断させられた。ありがとうございます！　なんて脳内でふざけている余裕も一瞬で吹き飛ぶほどに、その[image: ]は重くめりこむ。


    　獣けものじみた母さんの絶叫が、広いオフィスに響き渡る。


    「おかしな女に影響され！　貴き様さまは！　自分がなにをやっているのか！　なにをしでかしてきたのか！　わかっているのか！　社会がわけのわからない方向へと向かい！　デタラメな病気の患者を無理やり隔かく離りさせられる！　ただでさえおかしなことになってきているというのに！　正しい知識をもっているはずのお前が！　それを助長するようなくだらない騒ぎを起こして！　貴様は一体、なにをしているのだ！」


    　訊きいておきながら、僕の返答には一切の興味がないのだろう。


    　それは質問のかたちをした否定。


    　僕がこれまでやってきた変態的な行おこないを、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に反する所業の数々を、母さんが[image: ]とともに否定する。


    　自分の唇くちびるを嚙かみ切るように、喉のどから血を噴くように、母さんは叫ぶ。


    「貴様が！　貴様がアンナのように、健全で純粋な人間になりたいと言ったから！　これまでそうなるよう育ててきたというのに！　貴様は！　貴様は！」


    　母さんの[image: ]が、より一層重さを増す。


    　僕の顔面はもう、発情ま●ことどっちがぐちゃぐちゃなのかわからないほどぐちゃぐちゃだろう。どこかにぶつけたのか、右手の感覚がほとんどない。すわ十六年間連れ添った右手の恋人と死別か、これから先どうやって一人きりの夜をやり過ごせばいいのか、誰かの右手を寝取ればいいのか、などと、朦もう朧ろうとした頭がわけのわからない思考を紡つむぎ出す。


    　それでも僕は、母さんに向かって力の限り叫ぶ。


    　これまでずっと秘密にしていたことを。


    　というか、言えるわけがなかったことを、はっきりと。


    　僕のことを大好きだと言ってくれた華か城じよう先輩に、少しだけ勇気を分けてもらいながら。


    「それは、違ったんだ！」


    　鼻先に鉄[image: ]が叩たたき込まれる。


    「ごめん、母さん。それでも僕は、卑ひ猥わいな本が大好きで！　道行く女の子を横目で追っては変な想像をして！」


    　母さんの膝ひざが下腹部にめりこむ。


    「……っ。卑猥な冗談が大好きで！　ホントはいまも！　禁止単語を叫びたくてしょうがなくて！」


    　投げ飛ばされ、背中から床ゆかに叩たたき付けられる。


    「がはっ!?　……ずっと、目を逸そらしていたけど、そうじゃないって思いこもうとしてたけど！」


    　母さんが僕を見下ろし、キツく[image: ]こぶしを握りしめている。僕はボロボロの体で、大きく息を吸い込む。


    「僕は、普通に卑ひ猥わいなことが大好きな、そういう、普通の男だったんだ！」


    「聞くに堪たえん……っ！」


    　僕にトドメを刺すべく、数あま多たの下ネタテロリストたちを屠ほふってきた母さんの[image: ]が最大速度で振り下ろされる。


    　そのときだった。


    　僕の視界を、不愉快な肌はだ色が覆おおい尽くしたのは。


    「……なっ!?　貴き様さまは!?」


    「よぉ。久しぶりだな、爛らん子こ」


    　監かん獄ごく用貞てい操そう帯たいＰＭ一丁の父さんが、母さんの[image: ]を受け止めていた──と思った瞬間、父さんの頑強な肉体が吹っ飛んでいく。


    　オフィスの机やら椅い子すやら棚やらを巻き込んでぴくりとも動かなくなる僕の父。


    　なにしにきたんだよ!?　大体父さんは陽動役ってことで納得してたじゃないか！　どうしてここにいるんだ!?


    「……ちっ。やつはあとで血祭りにしてやる予定だったのだが。まあいい、身内の不始末、ここでまとめて──っ!?」


    「爛子ぉ。久々すぎて忘れたんじゃねえのか。俺おれの、しぶとさを！」


    　頭から血を流した父さんが、僕と母さんの間に堂々と仁に王おう立だちする。


    「……っ！　邪魔だ！　そこをどけ！」


    「どかん！　うごっ!?　げほっ!?　ちょっ、待った、やりすぐぶほぉ!?」


    　母さんの連撃を、今度は吹き飛ぶことなく、しかしちょっと弱よわ音ねを吐きながら父さんが受け止める。とても反撃できそうにない有あり様さまだが、しかし父さんは倒れない！　バイア●ラでも服用したかのように、その肉体をギンギンに屹きつ立りつさせ続けていた。


    「ったく、心配に思って戻ってきてみれば、やっぱりだ。爛子。お前は本当に、いつまで経たっても問答無用だな。一人息子の猥わい談だんくらい、ちゃんと聞いてやれ」


    「……っ」


    　父さんの言葉を聞いた途端、母さんが目の色を変えて警棒を拾う。


    　そして一切の容よう赦しやなく、それを父さんに叩き込んだ。


    「う、ぐふっ!?　お前、それは洒しや落れになら」


    「貴様はぁ！　一体どの口で！　そんな偉そうなことを！　貴様がとんでもないことをしでかしたせいで、狸たぬ吉きちが、どれほど苦労したと思っている！」


    「うぐふっ!?　そ、そうだ。俺おれは、間違えた。間違っていた。いくら相手が強大でも、正攻法で勝つ手段がなくとも、あんな方法で抗議するべきじゃあなかった！」


    　うん、まあ、それは国会議事堂にコンドームをばらまく前に気づいてほしかったですね。


    「だが！」


    　母さんの攻撃を受け止めながら、父さんが叫ぶ。


    「いまの狸吉なら、俺たちとは違う間違い方ができるはずだ！　狸吉から話を聞いて、俺はそう確信した！　だからお前も、狸吉の話を聞いてやれ！」


    　そして父さんはガクガクと膝ひざを震わせながら、肩越しに振り返る。


    「おい狸吉！　なにしてやがる！　さっさとお前の作戦とかなんやらを説明して、母さんをどうにかしろ！　いくら俺でも、長くはもたんぞ！」


    「……はっ！　う、うん！　母さん！　聞いてくれ！」


    　最強の盾たてと矛ほこが織りなす異次元のやりとりを見て呆あつ気けにとられていた僕は、全身の痛みも忘れて母さんに呼びかける。


    「ソフィアと一緒に《ラブホスピタル》に反対してくれていた母さんなら！　アンナ先輩の想像妊にん娠しん騒ぎのとき、生まれてくる子供の将来を真剣に考えてくれてた母さんなら！　さっき、いまの社会の流れをおかしいと言っていた母さんなら、きっと聞き入れてくれるはずだと信じて、話そうと思う！」

  


  [image: ]


  
    「黙れ！　確かに私も、なにかがおかしいと思っている。だが、だからと言って貴き様さまらの大たい罪ざいが正当化されるようなことは絶対に──」


    「うん。だから。全部終わったら、僕を捕まえてくれて構わない。これだけのことをしたんだ。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》なんて関係なく、一生刑務所暮らしだろうって覚悟してる」


    「……なんだと？」


    「だから、僕の話を聞いてください。お願いします」


    



    　そして僕は、一連の流れを裏で操あやつる藻みず女くめさんの存在やその狙ねらい、それをぶち壊そうとしている僕の作戦を母さんに語った。父さんがいつぶっ倒れてしまうかわからないため、できる限り簡潔に、わかりやすく。


    　そうして、父さんが今にも射しや精せいしてしまうんじゃないかというくらい全身をプルプル震わせ始めたころ、現状を把握した母さんの攻撃がようやくやんだ。


    「……貴様らがこの私にここまで楯たて突くとはな……本当なのか、そのイカれた話は」


    「うん。間違いない。このままいけば、何十年も子供が生まれず、誰もが《ヘルサウンド》の住人みたいに……いや、それ以上に卑ひ猥わいを規制された状態で暮らすことになる。この国の人たちが望んだというかたちで」


    「……あのときの女が、そんな大それたことを……？　まさか……だが確かに、それならこの不ふ可か解かいな流れにも合が点てんがいく……そのようなふざけた未来が来てもおかしくは……」


    　警棒をぎゅっと握りしめた母さんが、困惑した表情を覗のぞかせる。


    「母さんも、そんな未来は受け入れられない。そうだよね」


    「……万が一、百歩譲ゆずって、それが本当ならばな」


    　射殺すような視線で母さんが僕を見る。


    「その最悪な未来を回避するために、母さんにやってほしいことがあるんだ」


    「……言ってみろ」


    「いま、善ぜん導どう課の本部なんかには、誰それを隔かく離りしてほしいって訴える人が出てきてるよね？　もっと隔離を徹底するよう求める声も、たくさん来てるはずだ。この脱だつ獄ごく騒ぎが収まったあとは、脱獄囚と関わった人たちが善導課に突き出されたりするようになると思う」


    「……」


    「最初は少しでいい。母さんの部隊を動かして、国が指定していない人を北の大地に隔離してほしいんだ」


    「馬ば鹿かげているっ」


    「そうすれば、あとはもう、誰が動く必要もない。そこを皮切りに、隔離はどんどん進むよ。使い古されたたとえだけど、小さな穴が開いたダムが決壊するみたいに、一気にね。そうすれば、藻みず女くめさんの考える未来も、ほんの数年で成り立たなくなる」


    「貴き様さまは、正気か？　私がそんなことを承諾すると、本気で思っているのか？」


    「そうでないと困る。いや、母さんならきっと乗ってくれるって信じてる。それに、頼みはこれだけじゃないんだ。母さんにはこの先も、善ぜん導どう課の内通者として動いてほしい。時期が来たら、内部から体制を攪かく乱らんする役割をお願いしたいんだ。長年下ネタテロリストを容よう赦しやなく駆く逐ちくし続けて、善導課内部からの信頼も厚い母さんにしか、こんなことは頼めない。僕たちの世代のこれからのために、母さんならきっと承諾してくれると、僕は思ってる」


    　ズキズキと痛む体を無理やり動かして、僕は地面に膝ひざをついた。硬く冷たい床ゆかに正座し、崩れそうになる体をゆっくりと折り曲げる。頭を地面につけて、言った。


    「お願いだ母さん。僕たちの世代を、助けてくれ」


    「……っ」


    　母さんが額ひたいに手を当て、苛いら立だちをぶつけるように警棒を床に叩たたき付ける。ソファの下敷きになっていたゆとりが「ひゃいっ」と悲鳴を上げる。


    　長い時間、母さんは黙りこんだままだった。


    　時折うなり声を上げ、そこら辺のものを蹴けっ飛ばしてはゆとりをビビらせる。同じ場所を何度もぐるぐると回り、「卑ひ猥わいな反復運動」と、よせばいいのに呟つぶやく父さんをぶちのめし、それからようやく、今世紀最大レベルの大きなため息をついた。


    「……どうして貴様は、そんなふざけた育ち方をしてしまったのだ」


    　母さんは呆あきれたようにうな垂れると、どこか言い訳めいたように続く言葉を紡つむいだ。


    「………………私は以前、上に命じられるまま、第一清せい麗れい指定都市の住人に単純所持禁止の濡ぬれ衣ぎぬを着せ、捕ほ縛ばくしたという前科がある。一度も二度も、大して変わりはしないな」


    「よくわかってるじゃねえか。そう、一度処しよ女じよを捨ててしまえばあとはうげぼろぉ!?」


    　父さんが人間とは思えない悲鳴を上げる。母さんはその頭を鷲わしづかみにすると、ずるずる引きずってオフィスの出入り口へとすたすた歩いていく。


    「えっ、ちょっ、母さん!?　どこ行くの!?」


    　というか、そのぐったりした父さんをどこに連れてくの!?　あの世？


    「単身でビルに踏み込み、手柄なしではさすがに示しがつかん。貴様をかばうかたちで飛びだしてきたこのバカを捕まえたということにするのだ」


    　そうしてオフィスを出ていってしまう母さん。


    　僕は土下座を解除し、ふらふらの体でそれを追う。


    「ちょっと母さん！　返事、返事もらってないんだけど！」


    　僕の作戦に乗ってくれるかどうか、はっきり言ってくれないとわからない。


    「大丈夫だぞー、狸たぬ吉きちー」


    　と、死んだかと思われた父さんの間延びした声が響いてくる。


    「なにも言わないのは母さんなりの照れ隠しでなー、暴力を振るわないってことはお前の話に乗ったということでぎゃあああああっ!?」


    「余計なことを、喋しやべるなっ」


    　父さんの断だん末まつ魔まと、母さんのうわずった声が聞こえてきて、それっきりビルの内部はしんと静まりかえった。


    



    「……ええと、無事に終わったってことで、いいんだぜ？　お前んちのおっかない家族会議」


    　ゆとりがゆっくりと顔を上げる。大丈夫？　漏もらしてない？　下着の替えならかぶってるやつがあるよ。


    「って、なんだぜ、これ」


    　ゆとりが足下に落ちていた紙を拾う。


    「えーと、『今後のやりとりは暗号を用いた手紙にて。下記の住所の郵便ポストを拠きよ点てんとして行おこなう』……なあおい、この住所」


    　ゆとりが見せてくれた手紙には、母さんの筆跡で、見慣れた住所が書かれていた。


    「……僕が前に住んでた家だね。ゆとりの実家とも近いはずだから、今後はゆとりが母さんとのパイプ役ってことで」


    「はあ!?　嫌だぜ！　その家、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》がまだ管理してんだろ！　もし手紙投とう函かんしたりするときにかち合ったらどうすんだぜ！」


    「どうするって、もう味方なんだからそんな怖がること……それに、住人でもない人がその辺りを頻ひん繁ぱんにうろうろしてたら怪しいでしょ。地元民のゆとりが適任だよ」


    「いやだ！　やだったらやだぜ！」


    　駄々をこね始めるゆとりをなだめていると、急に体の力が抜けた。


    　その場に尻しり餅もちをつくと、ゆとりが慌あわてて駆かけ寄ってきてくれる。


    「おい、大丈夫かよ。大半の善ぜん導どう課は《雪せつ原げんの青あお》たちが引きつけてくれてるし、たぶん《鋼鉄の鬼女》がこの辺り一帯から人員をそれとなく撤収させてくれるだろうけど、それでもいまから首都を脱出すんのは重労働なんだぜ？」


    「仰おつしやるとおりで。いやでも、一番大きな山を越えちゃったから気が抜けちゃって。いてて」


    「……ったく、しゃーねーなー」


    「えっ、ちょっ、ゆとり？」


    　ゆとりがぶちぶち言いながら、僕に肩を貸してくれた。


    「えと、ごめん」


    「怪け我が人にんは黙ってろだぜ」


    　ゆとりはそっぽを向きながら、まだふらふらする僕のことを気遣いながら階段を下りてくれる。と、ゆとりのＰＭからアニーの陽気な声が響いた。


    『ユートーリー。いい加減ハッキリするデース。ワタシの計画に加わるって言っちゃえば楽になるデース。即落ち二コマデース』


    「うるせえ！　黙ってろだぜ！　入管送りにすっぞ！」


    『酷ひどいデース！　そんなこと言うユトリにはオッパイ分けてあげねーデス！』


    「いるかそんなもん！　大体──」


    　アニーと謎なぞのやりとりを重ねていたゆとりが、息を呑のんで立ち尽くす。


    　それから僕を物陰に押し込むと、青ざめた顔で一階エントランスのほうへ視線を送る。


    「なんで、こんなタイミングで……っ。最悪だぜ」


    　僕もゆとりに倣ならって一階エントランスを窺うかがう。


    「……アンナ先輩っ」


    　北の大地で邂かい逅こうしたときのように覇は気きのない、いや、それ以上に憔しよう悴すいしきった表情のアンナ先輩が、いままさにビルへと足を踏み入れていた。傍かたわらに連れているのは……月つき見み草ぐさか。最近はわりと自分で考えるようになってきたとはいえ、月見草は基本命令に忠実。この前のようにアンナ先輩が途中で僕の捕ほ縛ばくを取りやめても、月見草が藻みず女くめさんからの命令を遂すい行こうするだろう。


    「奥おく間ま君の、匂においがしますわ」


    　アンナ先輩が迷いない足取りでこちらに向かってくる。


    「ヤベえぜっ。せっかく《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》との交渉を乗り切ったってのに！　おい狸たぬ吉きちっ、まだあの化け物女からは距離があるぜ。いまから急いで裏口のほうまで……おい？　狸吉？」


    　僕はゆとりの手をそっと拒こばんだ。


    　ゆとりが一瞬、わけがわからないというふうに呆ぼう然ぜんとしたあと、問答無用とばかりに僕の手をつかむ。その力は骨が軋きしむほどだ。


    「おい、バカ野や郎ろう。なんか変なこと考えてる顔だぜ、それ」


    　ゆとりの表情は真剣そのものだ。普段『女の子のスキンヘッド舐なめるおっ！』とか考えてるのがバレそうになったときとは違う。


    「ゆとりは、先に逃げてくれ。僕はアンナ先輩と、話をしなくちゃいけない」


    「なっ、バカ言ってんじゃねえぜ！　いまこの状況で話なんてする必要があんのか！」


    「……うん」


    　ずっと先延ばしにしてきた。その結果、アンナ先輩を傷つけ、あんなにも憔悴させてしまった。北の大地でのアンナ先輩は、いまあそこにいるアンナ先輩は、明らかにおかしい。


    「んな怪け我がじゃ、化け物女どころか、あのぬぼーっとしたお付きのやつからも逃げられねえぜ！　もしお前が捕まったら、《ＳＯＸソツクス》はどうすんだぜ！」


    「母さんの説得が無事に終わった時点で、下準備は万全だよ。万が一、僕がここでアンナ先輩に捕まって、藻女さんに差しだされたとしても、藻女さんの思い描えがく未来はきっと潰つぶせる」


    　だから、今度は一刻でも早く、少しでも早く、アンナ先輩に話をしなくてはいけない。


    　アンナ先輩との関係に、決着をつけなくてはならない。


    　アンナ先輩をこれ以上苦しめないように、アンナ先輩を僕から解放してあげなくちゃいけない。たとえここでアンナ先輩が決定的に傷つき、僕が捕まってしまうことになっても。


    「ごめん、ゆとり。これ、僕の個人的なわがままなんだけどさ……見み逃のがしてもらえないかな」


    「～～～っ、狸たぬ吉きちが、いまここで、そんなリスクを取る必要なんてねーぜ」


    『そうデース！　ゆとりのゆーとーりデース！』


    「ごめん」


    「あ、あたしに、お前を見捨てろっていうのかだぜっ。後味悪すぎだぜ！」


    『そうデース！　ゆとりのゆーとーりデース！』


    「おい、ちょっと黙ってろだぜ、アニー」


    『ノー！　せっかく援護シャセーしてたノニ！』


    　援護射しや精せいってなんだ。汁男か。


    「おい、狸吉。一つ約束しろだぜ」


    　ゆとりが僕のほっぺを両手で思いっきり挟み込む。


    「あたしは隣のビルに隠れとく。あの化け物女との話を無事に終わらせて、絶対戻ってくるんだぜ。もし捕まったりして藻みず女くめの奴ど隷れいなんかになった日にゃあ……玉も棒も手術で取っ払って、つんつるてんにしてやる。もちろん麻ま酔すいなんて優しさはないぜ」


    　本気の目だった。


    「……わかった。ありがとう、ゆとり」


    「うっせえ、バーカバーカ」


    　ゆとりは言うと、裏口のほうへと駆かけていく。


    『ユトリ!?　なにしてるデース！　ありえねーデース！　いますぐ戻るデース！』


    「黙ってろだぜ！　これがワビサビだ！　覚えとけ！」


    『こ、これが、ワビサビ……っ!?』


    　ゆとりが意味不明な力ちから業わざでアニーを丸め込みながら遠ざかっていき、対してアンナ先輩と月つき見み草ぐさの二人の気配は、すぐそこにまで迫っていた。


    



    　僕は倒れそうになる体を叱しつ咤たし、物陰からエントランスへと踏み出す。


    　頭にパンツを装着している《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》状態の僕である。


    「……奥おく間ま君、なんですわね？」


    　アンナ先輩はもう、この状態の僕を、匂においや体つきがうり二つのニセモノだなんて思いこんだりはしない。一発でパンツの下の正体を暴き、冷え切った視線を向けてくる。


    「……はい」


    　僕はパンツを脱ぎ捨て、《ＳＯＸ》の一員、奥間狸吉として二人に相対する。


    「そんな無防備な姿でわたくしの前に現れたということは、わたくしになにか話があると、そういうことでよろしいんですわね？」


    「……」


    　僕をまっすぐに見つめるアンナ先輩の瞳ひとみ。そこには見慣れた力強さも、獣けもののような情欲もない。虚うつろな双そう眸ぼうの中には、僕になにかを期待するような小さな光だけが灯ともっているように見えた。


    　そもそもこれまで、アンナ先輩が僕の話を冷静に聞いてくれるシチュエーションなど皆かい無むに等しかった。だから、問答無用で襲おそいかかってくることなく、こうして僕の話に耳を傾けてくれるのはとても助かる。


    　けれどその一方で。アンナ先輩の疲れきった表情が、それでも僕に希望を見いだそうとする視線が、どこまでも僕を躊ちゆう躇ちよさせる。こうしてアンナ先輩と正面から話せる機会を得たというのに、アンナ先輩の未練を断ち切る言葉をなかなか口にすることができない。


    　だがここで躊躇していては、いつまた邪魔が入るかわからない。


    　吐き気さえ催すような罪悪感をねじ伏せて、僕は自分の気持ちをはっきりと言葉にする。アンナ先輩がこれ以上傷つかないように、ここで僕が、責任をもってアンナ先輩を傷つける。


    「僕は、アンナ先輩に謝らなければならないことがあります。それは《ＳＯＸソツクス》としてずっとアンナ先輩を騙だましてきたこと。それから、アンナ先輩の気持ちに対する返事を、ずっと曖あい昧まいにしてきたことです。いま、ここで、はっきり言います。僕はアンナ先輩の気持ちに、応こたえることはできません」


    「……っ」


    　アンナ先輩が無言で目に涙を溜ためる。


    　まっすぐこちらを睨にらみすえたまま、[image: ]こぶしを震わせ、寄る辺べを失ったかのようによろめきながら、それでも僕から目を逸そらさない。


    「だったらっ！」


    　アンナ先輩が叫ぶ。母さんが発する咆ほう哮こうのようなそれとは違う、喉のどと心がガラスで引き裂かれているかのような悲鳴が、僕の耳を搔かき毟むしる。


    「だったらっ、どうしてわたくしに、優しくしたりするんですのっ！　どうしてわたくしを、心配したりするんですのっ！」


    　僕を詰きつ問もんするアンナ先輩の目は、北の大地からの脱出直前、僕を放り出して逃げたときのそれだった。


    「……僕は、アンナ先輩のことが嫌いなわけじゃないんです」


    「な、にを」


    　アンナ先輩の声こわ音ねに、またかすかな希望が宿る。


    　その希望が打ち砕かれていく様子からも目を逸らさず、僕は言う。


    「けれどそれは、異性に対する好きとは違うんです。アンナ先輩は子供のころの僕に希望をくれた。父さんが逮たい捕ほされたことでひねくれそうになっていた僕を、救ってくれたんです。だから僕は、アンナ先輩には不幸になってほしくない。こんなおかしな世界で与えられた、ねじ曲がった健全の下ではなく、卑ひ猥わいに関する正しい知識と認識をもって、卑猥な欲求と恋心の区別がつくようになったそのうえで、ちゃんと人を好きになってほしいんです。僕みたいな頭のおかしい犯罪者に勘違いしたりせず、ちゃんと。だから僕は、アンナ先輩のその気持ちには応こたえられな──」


    「もう、やめてくださいまし!!」


    　悲痛な金かな切きり声がエントランスに響き渡る。


    　アンナ先輩がその場にくずおれる。月つき見み草ぐさが慌あわてて差し伸べた手も駄々をこねるようにして振り払い、床ゆかに散乱していた小物を手当たり次第、こちらに投げつけてきた。


    「け、結局、わたくしのことを、拒絶するということでしょう！」


    　けれどそこに、いつものアンナ先輩の怪力は見る影もない。


    　投げつけられるペン、靴くつ、ガラス片。それらは僕の体に力なく触れ、あるいは的外れな方向に飛んでいき、なんのダメージも僕に与えない。


    　なのに、母さんに殴られ蹴けられ投げ飛ばされたときよりも、ずっと痛い。


    「わたくしが、正しくなかったから、間違っていたからっ、わたくしを嫌いになったのでしょう！　綾あや女めさんと一緒になって、わたくしを軽けい蔑べつしていたのでしょう!?　そうなのでしょう!?　いくら綺き麗れいに取り繕つくろっても、け、結局は、そういうことなのでしょう!?」


    「待ってください。僕も華か城じよう先輩も、アンナ先輩のことを嫌ったりなんて──」


    「うるさい！　うるさいですわ！」


    「……」


    　これ以上言葉を重ねても、アンナ先輩を無駄に傷つけることにしかならないだろう。僕はそう判断し、アンナ先輩に最後の言葉を投げかける。


    「本当に、すみませんでした。たぶん、もう、会うことはないと思います」


    　呆ぼう然ぜんと涙に濡ぬれるその表情を最後に、僕はアンナ先輩に背を向けた。


    「……僕にできることは、このおかしな世界をできるだけ早く、まともなかたちに戻すことだけだ」


    　アンナ先輩の泣きわめく声を背中に浴びながら、僕はビルの裏口へと体を引きずっていった。


    



    　　　　　　●


    



    「誰も、誰もわたくしが間違っているだなんて、教えてくれなかったじゃありませんの！


    　お母様も、お父様も、綾女さんも、奥おく間ま君だって！　誰も、知る機会さえ与えてはくれなかったではありませんの！　もし、誰かが、教えてくれていたら、こんなことにはなりませんでしたのに！」


    　去っていく奥おく間ま狸たぬ吉きちの背中を、涙でにじむ視界の中心に捉とらえながら、アンナはわめいていた。はっきりとした言葉になっているかも怪しい叫びを虚こ空くうに投げ続け、血が滲にじむのもいとわずに床ゆかを殴りつける。


    「……どうして、わたくしは、期待などしてしまったのでしょう。わかって、いましたのに。こんな、間違い続けてきたわたくしを、奥間君が好いてくれるはずなんてないと、わかっていましたのに。お父様にもお母様にも見限られ、奥間君にも嫌われて……わたくしは、もう」


    　もう疲れた。


    　これからはなにも考えず、藻みず女くめにすがるしか。


    　なにも考えず、ただただあの可か哀わい想そうな女性と傷を舐なめ合うしか。


    　それ以外に自分を保つ方法を、アンナは思いつくことができなかった。


    「……お言葉、ですが」


    　そのときだった。


    「僭せん越えつ、ながら。私は、あの方が、アンナ様を嫌っているとは、到底、思えません」


    　それまで一度もアンナに口答えなどしたことのなかった月つき見み草ぐさ朧おぼろが、自分からアンナに意見していた。


    



    　月見草は、ただただ、アンナの思いこみが我慢ならなかった。


    　自分が世界から見捨てられたと。誰からも愛されていない、大切にされていないと嘆くアンナの姿を見ているのが辛つらかった。


    　これまでずっと眠っていた月見草の中の熱い何かがついに爆発し、凄すさまじい勢いで体中を駆かけ巡っていた。月見草はこの現象をのちに〝心の精せい通つう〟と名付け、周囲にドン引きされる。


    　その熱量は凄まじいエネルギーとなって、朦もう朧ろうとする月見草の脳を刺激する。


    　月見草は一年近くアンナのそばに付き従い続け、その卑ひ猥わい極まりない行動も、周囲の反応も、そのほとんどを客観的に眺め続けてきた。それらの情景が、まるで走そう馬ま灯とうのような勢いで月見草の脳のう裏りをよぎる。そこになにか、アンナを救うヒントがありはしないかと、さびついた頭が必死に答えを探して回る。


    　そしてその答えを、断片的で確証などありはしない、もしかすると気休めにすらならないかもしれないその考えを、自分の言葉で、月見草は必死に口にしていた。


    　自分なんかを大切にしてくれた、目の前の大切な人が、再び立ちあがってくれることを祈りながら。自分のように空っぽな人間になんかならないでくれと、必死に願いながら。


    



    「奥間君が、わたくしを、嫌っていない……？」


    　アンナは月つき見み草ぐさの言葉に面食らっていた。


    　それは話の内容云うん々ぬんよりも、月見草が自みずからの考えを自主的に口にしたことが大きかった。


    　心なしか、月見草の声こわ音ねと表情には、なにか必死な、感情のようなものが滲にじんでいるようにも思われる。


    　アンナはそのことに再び驚きながら、しかし聞き捨てならないその主張に反論する。これ以上、実りのない希望にすがって傷つきたくはなかったのだ。


    「奥おく間ま君がわたくしを嫌っていないだなんて、そんなわけ──」


    「嫌っていたなどとは、考えられません！　そんなはずはないのです！」


    　月見草の大声に、アンナは今度こそ目を丸くする。


    　あまりのことに反論も忘れ、月見草の主張をダイレクトに聞き入れてしまう。


    「むしろいつだって、あの方はアンナ様のことを深く気遣っていたように思います。考えてもみてください。もしあの方がアンナ様を嫌っていたり、どうでもいい存在だと思っていたのなら、アンナ様はそれこそ取り返しのつかない間違いを犯すこととなり、いまとは比べものにならないほど傷つくことになっていたのではないでしょうか」


    「そ、そんなはずは……」


    　月見草の熱量に圧倒され、アンナはうまく反論を組み立てられない。いや正確には、反論の材料が見つからない。

  


  [image: ]


  
    「……冷静に、しっかりと、思い返してみてはいただけませんか、アンナ様。私は、四六時中アンナ様のそばにいられたわけではありません。私が見ていないものもあるでしょう。それにそもそも、私などの頭では、見えてくるものにも限界があります。アンナ様はもう、私以上に卑ひ猥わいな知識がおありです。それをふまえて思い返してみたときに、あの方は、アンナ様をないがしろにしていましたでしょうか」


    「……そ、れは」


    　月つき見み草ぐさの必死な言葉に促うながされるまま、アンナはそれまでずっと考えないようにしていた、これまでの自分の猥わい褻せつ極まりないアプローチの数々を思い出す。そしてそれに、狸たぬ吉きちがどう対応してくれていたのか。


    　卑猥な知識を得るまでは、ただただ避けられているだけだと思っていた。


    　しかし様々な知識を得たいま、その景色はがらりと意味を変えていた。


    　男性自身をあれだけギンギンに屹きつ立りつさせながら、発情しきったアンナのアプローチを拒こばむことが、男性にとってどれだけの苦く行ぎようか。卑猥な知識をもたないアンナが、その意味を理解しないまま貞てい操そうを失ってしまうことがないよう逃げ回っていた狸吉のその対応が、どれだけ誠実だったのか。


    　いままでアンナを悩ませるだけだった狸吉のその行動の真意が、いまのアンナには理解できる。


    「……奥おく間ま君は……本当に、わたくしのことを……考えて……？」


    「あの方だけではありません。《雪せつ原げんの青あお》も、いつだって、アンナ様や私のような被害者が傷つかないよう、動いてくれていたと、私はそう思います」


    「……っ」


    　ストーカー事件の際、真剣にアンナを心配してくれた綾あや女め。アンナが想像妊にん娠しんした際、体調不良を押して妊娠検査薬を届けてくれた綾女。


    　ほかにも様々な場面が、知識を得たアンナの脳のう裏りを過ぎ去っていく。


    　そこにはアンナを大切に思う気持ち以外に、テロリストとしての都合もあっただろう。どう言いつくろったところで、綾女はアンナを騙だましていたし、狸吉の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが、曖あい昧まいな態度が、アンナをここまで追い詰めたことには変わりない。


    　藻みず女くめのように安易に知識を授さずけることが、アンナを傷つけると、綾女と狸吉にはわかっていたのかもしれない。それでも、もっと早くに二人の口から、間違っていることは間違っていると、はっきり教えてほしかった。


    　そうすれば、自分はここまで間違い尽くしてしまうことはなかったのに。


    　確かにアンナは、卑猥は悪で、この社会やソフィアの言っていることが正しいと盲信していた。誰かが間違いを指摘したところで、そんなことは意にも介さず暴走し続け、あまつさえ間違いを指摘してくれた本人を善ぜん導どう課に突き出していたかもしれない。その可能性はとても高い。


    　そういった事情があったのだろうと斟しん酌しやくしてなお、二人への不満は尽きない。


    　尽きないが、しかし。


    　綾あや女めと狸たぬ吉きちが、迷い間違え失敗しながらも、アンナを大切に思ってくれていたのだと。とりわけ、狸吉がこれ以上ないほどアンナに誠実な対応をしてくれていたのだと。記憶に残るこの一年の出来事が教えてくれる。死にかけていたアンナの心を温かく揺さぶってくれる。


    「う、うぅ」


    　つい先ほど、自分を決定的に拒絶し傷つけた、奥おく間ま狸吉。


    　それだって、よくよく考えてみれば、あんなボロボロの状態で、アンナの前に立つ必要などなかったはずだ。彼はわざわざ、アンナに告げに来たのだ。北の大地でアンナを心配してくれたあの表情で、こちらをまっすぐ見ながら、『ちゃんとした知識と認識をもって、人を好きになってほしい』と。『幸せになってください』と。捕まってしまうリスクも度外視して、アンナのために。


    「……奥間君……奥間君……っ」


    　これまでとは別種の嗚お咽えつを漏もらしながら、アンナは言う。


    「奥間君は、気づいていないようでしたけれど、わたくしはもう、あなたの言う〝正しい知識〟も〝正しい認識〟も、もっているんですのよ」


    　藻みず女くめから知識を授さずけられたことで、自分がどれだけ間違っていたのか思い知らされた。この世に絶対的な正しさなど存在しないと知り、支えを失った。しかしそのおかげで、自分がどれほど大切にされていたのかも、知ることができた。


    「わたくしは、奥間君のことが好きですわ」


    　それは、卑ひ猥わいな欲求と恋心をない交ぜにした勘違いなどではない。


    　体の奥よりも、心の奥が強くうずいて温かい。


    「わたくしは、奥間君のことが好き。たとえあなたが犯罪者でも、そのやり方が正しくなんてなくても……あなたに、もう心に決めた人がいるとしても」


    　狸吉を独占したり、自分だけのものにしたい気持ちが消えたわけではない。綾女に対する確かく執しつや嫉しつ妬と、狸吉に近寄る女性に対する敵意は依い然ぜんとしてアンナの中に存在する。


    　それでもアンナの中に芽生えるのは恋こい敵がたきたちを血祭りに上げる情景ではなく、もう遠い過去になってしまった、一年前の春先の生徒会。その穏やかな日常だった。


    　あの日だまりの中でまた、自分を大切にしてくれた人たちと穏やかに過ごせたら。奥間君の隣で静かに言葉を交わせたら、それはどれだけ幸せなことだろう。冷え切っていたアンナの心が、ほのかに熱をもち始める。


    　あのなんでもなかった日々を、もう一度。


    　アンナは立ちあがり、月つき見み草ぐさに向き合った。


    「アンナ様……っ」


    　月つき見み草ぐさが声を漏もらす。


    　久しく支えを失っていたアンナの体が、以前にも増して力強く前を見つめる。


    「奥おく間ま君たち《ＳＯＸソツクス》は、きっと戦いをやめないでしょう。藻みず女くめさんも、数十年単位の壮大な計画を簡単に翻ひるがえしたりはしないでしょう。なにが正しいのかなんてわからないわたくしは、どちらにも与くみする気はありませんわ。ただわたくしはもう一度、奥間君の隣で、綾あや女めさんたちも交えて、以前のような日々を取り戻したい」


    　アンナは月見草に向けて、微笑ほほえんだ。


    「月見草さん。わたくしに、力を貸してくださいますか」


    「どこまでも、お供いたします」


    　アンナの言葉尻じりを食う勢いで即答した月見草がおかしくて、アンナはまた笑う。


    「さあ行きましょう。わたくしたちは、わたくしたちの未来を目指して」


    　月見草の力も借りて、けれど自分自身で生み出した新たな支えを胸に、アンナはその一歩を迷いなく踏み出した。


    



    　　　　　　●


    



    「あああああああああっ！」


    　次々と送られてくる無茶苦茶な報告の山を前に、藻女は頭をかきむしった。


    　暴走に暴走を重ねる規制強化の風潮は、もう完全に藻女のコントロールを離れ、制御不能になっている。国が指定してもいない人々が、周囲の人間に追い立てられるかたちで次々と北の大地に隔かく離りされ、このままでは最終的に全国で何百万人が北の大地送りになるかわからない。


    　もっと時間をかけて導入する予定だった電撃貞てい操そう帯たいも、このままでは不完全な状態で国民に装着させることになりかねない。


    　数十年にわたって形成されるはずだった性規制社会が、たったの数年で自壊するイメージが、藻女の脳内に描えがかれる。描かれてしまう。


    「ふ、ざけるな！　ふざけるな！　ふざけるなでありんす！」


    　藻女は自傷するかのように頭や[image: ]こぶしを壁に叩たたき付ける。


    「妾わらわがどれだけ、この計画に力を注いできたか！　たった数年、たった数年の苦しみなどで、この国の人間を解放してやるつもりなど、毛頭ないでありんす！　バカどもの不満を煽あおった程度のことで、そう簡単に、この規制体制を崩せるなどと思うな！」


    　藻女は自みずからに言い聞かせるように叫び、周囲のものに当たり散らす。


    　その瞳ひとみにはどこまでも不安定で怪しげな光が宿り、黒々とした決意を湛えていた。


    「妾の復ふく讐しゆうは、誰にも邪魔させないでありんす！　絶対に！」


    　ＰＭを操作し、下げ僕ぼくたちの中でも特に有力な連中へ呼びかける。


    「全員いますぐ地下国会図書館に来るでありんす！　管理体制の見直しと、計画の練り直しを早急に──なに？　事後処理や隔かく離りされた連中の対処で忙しい？　そんなもの現場の者や部下に任せて、とっとと来るでありんすよ！」


    　藻みず女くめは近くに控えていた肉ダルマに当たり散らしたあと、疲れ切って椅い子すに崩れ落ちる。


    「ああストレスが溜たまる！　誰でもいい、早く夜のマッサージ器を持ってくるでありんす！」


    　そうして藻女はいいアイデアが浮かぶまでの間、何度も何度もストレス発散に励むのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　四月三十日、午後。


    　母さんにボコられ、アンナ先輩と話をして──あれからあっという間に一週間が過ぎた。


    　ころ合いを見計らい、脱だつ獄ごく囚しゆうの多くはほぼ自主的に善ぜん導どう課に投降。長く抵抗を続けていた体力自慢の脱獄囚も、アニーが意図的なタイミングで復活させた貞てい操そう帯たいＰＭの電撃に制圧されるというかたちを演出しつつ、《ヘルサウンド》へ送り返される運びとなっていた。


    　不ふ破わさんや撫なで子しこさんたちがネット上で煽あおるまでもなく、電撃機能のついた貞操帯ＰＭが《公然猥わい褻せつ症候群》発症者の制圧に有効だという話が、早くも人々の間でまことしやかに囁ささやかれているという。狙ねらいどおり、このままいけば電撃貞操帯の装着を義務化しろという流れもすぐにできあがるだろう。もう少し外の空気を吸っていたかったとか、あわよくば貞操帯ＰＭを外してピュッピュしたかったという囚人の人たちには申し訳ないが、二年後の自由なエロのため、彼らには電撃貞操帯の効力を示す例として、いまいちど《ヘルサウンド》での禁欲的な生活に戻ってもらう。僕もオナ禁を続けるので、それでおあいこにしてほしい。


    「うん、概おおむねうまくいってる。それどころか、うまくいきすぎてるくらいだ」


    　首都郊外の住宅地。


    　下ネタテロ組織《絶対領域》のトップを務める網あみタイツ爺じいさんこと《二足歩行の獣》が管理する一軒家に潜せん伏ぷくしながら、僕は各所から届けられる事件の顚てん末まつを整理していた。


    　僕の向かいに座る鼓こ修す理りが四大下ネタテロ組織の構成員からもたらされる現場の情報をまとめ、アニーは床ゆかに投げ出された機材と格闘している。早さ乙おと女め先輩は《ヘルサウンド》の変態たちから受け取ったらしいろくでもないインスピレーションの赴おもむくままに卑ひ猥わいなイラストを書き散らし、ゆとりは不機嫌そうに僕を睨にらんでいた。


    「ええとゆとり？　僕が単独行動したことについては、もう許してくれたんじゃなかったの」


    「そのことじゃねーぜ」


    　ゆとりは廊下に続く扉とびらから顔を出して二階のほうを窺うかがってから、僕に詰め寄る。


    「なんか、まだ迷ってる顔してるぜ。お前、作戦の仕上げについて、まだ《雪せつ原げんの青あお》ときっちり話できてねーだろ。準備だけはガンガン進めてるくせによ」


    「あー、えー、まあ、その……うん」


    「とんだヘタレっスね。まあ、そのほうがこいつらしいっスけど」


    　作業の合間に鼓こ修す理りが僕を誹ひ謗ぼう中傷する。


    「ほら、《雪せつ原げんの青あお》は二階だぜっ。アニーのほうも今日きよう中には作業終わるっつってんだから、その前にさっさと済ませとけ、バーカ！」


    「ユトリ！　なんでそこで背中押しちゃうデスかそこで！　こうなったらタヌキチが二階でドーテー卒業する前に完成させてみせるデース！」


    　アニーが鬼き気き迫る雰ふん囲い気きで作業の手を早め、早さ乙おと女め先輩が「卒業式にはわしを呼ぶんじゃぞ？　絶対じゃぞ？」と、もはやテンプレとなった戯ざれ言ごとを吐く。


    　てゆーかさ、誰が好きこのんで「卒業します！」って宣言してから卒業すんだよ。そいつもう童どう貞ていじゃないよ。精神的に。


    「うん、そうだよね。ここまできてウジウジしてるのもおかしいよね」


    　ゆとりに背中を押されるまま、僕は階段を上った。


    「最悪デース！　ペチャパイは裏切り者デース！　ギルティ乳ウーマンデース！」


    「うっせえ！　黙って手を動かしてろだぜ！」


    「納得いかねーデース！　労基を呼んでクダサイ！」


    　階下のバカ騒ぎが少しずつ遠のき、二階へとたどり着く。


    　一番奥の扉をノックすると、中から「部屋に体を挿いれるときは全身をゴムで包んでから入ってきてねー」などと意味不明な声が返ってきた。誰が全身チンコだよ。


    「「あっ、憎たらしいほどに臀でん部ぶのガードが堅いお兄さんっ」」


    　中に入ると、《羅ら武ぶマシーン》の娘である双子がハサミやカットクロスをしまっている最中だった。僕の周囲にまとわりつき、やいのやいのと騒ぎ立てる。


    「いい感じに仕上がったよっ」


    「褒ほめて褒めて！」


    「「できればお兄さんの臀部の卒業式が見たいなあ！」」


    　どいつもこいつも。頭の中はそればっかか。卒業式シーズンは二か月近く前に終わったっつーの。ちなみに女性の卒業シーズン（意味深）は夏だって聞いたことがあるけど本当なのだろうか……。


    「あら狸たぬ吉きち、鎖国状態だったアナルをついに開国するの？　お相手の黒船は何センチ？」


    「んな予定ないですよ！」


    　いつもの調子で返事をしながら華か城じよう先輩のほうを見て、僕ははっとした。


    　肩の辺りで切りそろえたストレートの黒髪、春らしく淡い色合いの私服に身を包んだ華城先輩。眼鏡めがねはかけておらず、無防備に向けられた笑え顔がおに一瞬見み惚とれる。


    「……なに？　なんだか乳ち首くびやクリトリスをガン見されてる気配がするのだけど」


    「見てないですよ！」


    　透視能力者かよ。


    「「う、ぐぐぐぐぐぐっ」」


    　と、急に双子たちが苦しみだし、散髪の片付けも放り出して廊下へと逃げていく。


    「うぐぐっ。苦しいっ」


    「ノーマルカップルの放つ空気は毒！　毒だよ！」


    　酷ひどい弱点もあったものだ。


    　大体、そこは「ノーマルのほうが燃えるなぁ。男のよさを一から教えてやるぜ、ゲヘヘ」というテクニシャンな攻めを連れてきて快楽墜おちを妄もう想そうするところだろうに。


    「「……」」


    　図らずも二人きりになってしまい、なんだか気恥ずかしい沈黙が部屋に満ちる。僕たちが最後に二人きりになったのは一か月以上前、僕が気持ちを口にする直前だ。あのときはもっと堂々としていられたはずなのに、仕切り直しみたいになると恥ずかしさがましましである。


    「ね、ねえっ」


    「な、なんでしょうっ」


    　華か城じよう先輩が明後日あさつての方向を見ながら口を開く。


    「男の子がアナルに挿そう入にゆうされたとき、死んだ虫みたいに体を丸めるのはなんなのかしらねっ」


    「あんたがなんなんだ！　つーかたとえが酷すぎる！」


    「唐突だけど、ねえ狸たぬ吉きち、心の友がいるなら、体の友がいてもおかしくないって思わない!?」


    「本当に唐突ですね!?」


    　てゆーか体の友ってそれ、セフレってやつだろ！


    「むむっ」


    　華城先輩が手で眼鏡の形を作り、僕の股こ間かんに目を向ける。


    「精せい巣そう力りよく五十三万だと……っ!?」


    「それは強いんですか、弱いんですか!?」


    　エロスカウ●ーかよ！


    「……はあ、華城先輩は本当に、中身が酷ひどいまま変わりませんね」


    　一通りやり合ったあと、僕は呆あきれて吹き出してしまう。


    「当然よ。私のアイデンティティは下半身だもの。そのうち下の口が喋しやべり出すわよ。大体、相変わらずは狸吉のほうじゃないの。一年経たってツッコミが減るどころか、板についてきたんじゃない？　これだから男の子はっ、なんでもかんでもツッコムのが大好きなんだから、いやらしい生き物ね」


    「華城先輩の卑ひ猥わいな冗談が酷すぎるんですよ！」


    「ま、なんにせよ」


    　華か城じよう先輩がまた唐突に悪ふざけをやめ、いじいじと指を遊ばせる。


    「こんなやりとりも、またしばらくお預けね」


    　その寂しそうな声こわ音ねに、僕は思わず切り出していた。


    「なら、北の大地へ戻るのは、必ずしも華城先輩じゃなくても──」


    　すると華城先輩がはっとしたように首を振り、慌あわてた顔で僕のほうへ詰め寄ってきた。


    「なーに言ってるのよ。あなたが考えた作戦でしょっ」


    　華城先輩が「ピストン真しん[image: ]けん！　ピストン真[image: ]！」と言いながら僕の額ひたいをつつく。


    「大体、もうアニーや鼓こ修す理りのほうもがっつり準備進めちゃってるんでしょ？　今さら『やっぱり寂しいから無理です～』なんて脳みそ海かい綿めん体たいみたいな希望が通ると思う？　私は狸たぬ吉きちが考えた作戦どおり、《ＳＯＸソツクス》のリーダーとして、北の大地でしっかり仕事をするつもりよ」


    「……」


    　藻みず女くめさんの計画を台なしにするため、僕は一連の騒ぎを引き起こした。


    　僕の計画に乗ってくれた母さんが数日前に引き起こした強制隔かく離りを皮切りに、北の大地へ理り不ふ尽じんに隔離される人は加速度的に増えている。


    　このままの勢いでいけば二、三年のうちに、北の大地を筆頭とした日本全国で人々の不満が爆発するだろう。そうなれば、数十年をかけて規制の恐怖を人々に叩たたき込もうとしている藻女さんの計画は完全に頓とん挫ざする──はずだが、ただ瓦が解かいするのを待つだけでは不完全だ。


    　規制社会が近い将来に破は綻たんすることを見越して規制強化に手を貸していた鬼おに頭がしら慶けい介すけの策略をさらに過激にしたような僕の作戦をより完全なものにするためには、短期間で蓄積される日本全国の不満をデモへと導くリーダーが必要だ。それはもちろん、僕ら《ＳＯＸ》の役目なのだけど……感染者の隔離先としてこの先往来の難しくなる北の大地には、あらかじめ先導者を送り込んでおく必要があった。


    「ま、この騒ぎの責任者である《ＳＯＸ》のうちの誰かが北の大地を担当しなくちゃいけないっていうなら、私が適任よね。なんたって《ＳＯＸ》のリーダーだし、《ヘルサウンド》に連れ戻された囚人たちとは一か月間の隠れ下ネタで培つちかった信頼もある。鼓修理もついて来てくれるみたいだから、あの子の話術もフルに活用して、三年かからずデモの機運を高めてみせるわ」


    　華城先輩がぺらぺらと喋る。


    　それは僕に言い聞かせているというより、華城先輩が自分自身を無理やり納得させようとしているような感じがして。だから僕は、そんな華城先輩とまた離ればなれになってしまうことが、余計に寂しくなってしまう。


    「もうっ。この前までの勢いはどうしたのよ。心配しなくても、電撃ＰＭはもう外したし、アニーが作ってくれてる身分擬ぎ装そう用ＰＭがあれば北の大地でも結構自由に動ける予定じゃない。あなたのお母さんの手引きがあれば、病気の発症者として北の大地に紛まぎれ込むのも楽ちんこ。どこまでアニーの技術が通用するかわからないけど、定期的に電話もできる手て筈はずなんだから、そこまで深刻にならなくてもいいのに」


    　華か城じよう先輩が呆あきれたように首を横に振る。


    「……なーんて、狸たぬ吉きちばっかり責めるのもフェアじゃないかしら」


    「え？」


    「下ネタ大好き～だなんて本性は十年以上隠し通してこられたのに……やっぱり自分の気持ちを隠すのは難しいわね。中途半端に隠しても、あなたの覚悟をいたずらに揺さぶるだけみたい」


    　華城先輩は大きくため息をついたあと、うつむいたまま僕の手を握った。僕は息を呑のんで、その手を握り返す。


    「……でも、狸吉がそうやって迷ってくれて、正直嬉うれしいわ。本当は私だって、狸吉に毎日セクハラできないのは、胸が張り裂けそうだもの」


    「……そこはもうちょっと、オブラートに包みましょうよ」


    「処しよ女じよ膜まくが張り裂けそうだもの」


    　日本語が通じないにもほどがある。


    「だから、ねえ、北の大地へ戻る前に、少し元気を分けてもらいたいわ。それで私は、本当に大丈夫だから」


    　華城先輩が顔を赤くして、耳の辺りを指さす。


    「……わかりました」


    　僕はずっと渡しそびれていたイヤリングを取りだして、華城先輩の耳につける。なんだか凄すごく緊張して、震える指先が華城先輩の耳たぶに触れる。


    「ひんっ」


    「ちょっ、華城先輩っ、変な声出さないでくださいって！　わざとでしょ！」


    「そんなわけないじゃない。正しよう真しん正しよう銘めいの本気汁よ」


    　絶対わざとだ！


    　華城先輩はくすくす笑いながら、散髪のときに使っていたのだろう鏡を見て満足気に頷うなずく。


    「うん。いいイヤリングね。これを狸吉のチンポだと思って、向こうでも頑張るわ」


    「特定の部位に限定しないでくれます？」


    「……で、もらいそびれてたものはもらったわけだけど。ねえ狸吉。まだなにか足りないと思わない？」


    「……ええと」


    　挑発するような視線で、華城先輩が自分の唇くちびるを指す。


    　あの日の続きをご所しよ望もうなのは、明らかだった。


    　ここまで来て躊躇ためらうのもアホらしく、僕は華城先輩を見つめ返す。


    「好きですよ、華城先輩。僕も華城先輩のことが、大好きです」


    「……足りないわ」


    　顔を真っ赤かにして、それでも目や顔を逸そらさないよう気丈に振る舞い、華か城じよう先輩は自分の唇くちびるを繰り返しつんつんと指さした。


    「それだけじゃ、全然足りない」


    　目を閉じた華城先輩の真意に気づき、なんだかもうありえないほど頭の中を真っ白に白はく濁だくさせながら華城先輩の肩に触れたとき、廊下のほうから金色の影が飛び込んできた。


    「イエエエエエエエエエエイ！　北の大地潜入用ＰＭ、ここに爆☆誕デース！　邪魔しにきたんじゃありまセーン！　少しでも早く完成品が見せたくて、アニーはしゃいじゃいマシタ！」


    　血走った目のアニーがＰＭを掲かかげ、啞あ然ぜんとする華城先輩の首と手首に装着し始める。


    「……あー、悪い、狸たぬ吉きち。不意打ちでアニーに縛しばられて、止められなかったんだぜ」


    　ゆとりが目を逸らしながら言う。ねえゆとり、そのロープ、結び目がゆるゆるなのは僕の気のせいかな？


    「準備も整ったことデスシ、この拠きよ点てんもいつ捕ほ捉そくされるかわかりマセン！　《鋼こう鉄てつのチジョ》とやらに連絡して、一刻も早くアヤメとコスリを北の大地に送っちゃうデース。善は急げ、据すえ膳ぜんは防げデース！」


    「「……」」


    　アニーの勢いに押されるまま、僕と華城先輩は《捕ほ乳にゆう類》の手配した車両に詰め込まれた。


    



    「……さて、これで本当にお別れね」


    　母さんの詰める善ぜん導どう課支部の近くで車が止まる。


    　予定ではこのあと、華城先輩と鼓こ修す理りは《捕乳類》の人に感染者として引っ立てられ、そのまま母さんの手で北の大地へと送られることになっている。


    　華城先輩が、僕、早さ乙おと女め先輩、ゆとり、アニーの順に視線を巡らせ、鼓修理がその隣で静かに腕を組んでいる。


    「お別れの前に、狸吉に渡しておくものがあるわ」


    「僕にですか？」


    　さっき二人きりだったときにはそんな素そ振ぶり見せなかったのになんだろうと思っていると、華城先輩が懐ふところから取りだしたのは、真っ白なパンティーだった。


    「これは私が《雪せつ原げんの青あお》に変身するとき、決まってかぶっていたお気に入りのデザインよ！」


    　華城先輩が神妙にいいながら、そっと僕にパンツを握らせる。いやいやいやいや。


    「あの、これ、どうすればいいんですか？」


    「かぶるのよ」


    「……えー」


    　僕が嫌そうな顔をすると、華城先輩が憤ふん慨がいする。


    「なによっ！　私のパンツがかぶれないっていうの!?」


    　なんだか凄すさまじいセリフを聞かされている気がする。


    「よく聞きなさい。あなたはこれから《ＳＯＸソツクス》を率ひきいる、新たなリーダーになるのよ。言うなれば二代目《雪せつ原げんの青あお》。その証あかしとして、そのパンツを進呈すると言っているの」


    　そう聞くと、握らされたパンツがなんだか神聖なものに見えてくるけど……先輩気づいてます？　早さ乙おと女め先輩以外、全員ドン引きですよ？


    「大丈夫よ」


    　と、華か城じよう先輩が不意に微ほほ笑えんだ。


    「あなたはこれまで何度も、私の想像を超えてきたわ。今回だって、あなたの思い切った作戦があったから、乱交パーティのようにみんなが一つになれた。あなたはもう、私以上のパワーでテロ組織を率いることのできる、立派な大人チンコよ」


    「……本当に先輩は、まったく成長しませんね。……良い意味で」


    　僕は華城先輩の言葉に苦笑しながら頷うなずいて、手渡されたパンツを頭にかぶる。


    「わかりました。僕はこれから二代目《雪原の青》として、全力を尽くします」


    「うん、それでいいの」


    　華城先輩が満足そうに笑う。耳元のイヤリングが西日を受けて光る。


    「それじゃあ、私はもう行くわ。いつまでも停車してたら怪しいし。次は、エロ本を自由に買える世界で会いましょう！」

  


  [image: ]


  
    　華か城じよう先輩は言うと、車のドアを開け放つ。


    　鼓こ修す理りが先に車を降り、それに続こうとしていた華城先輩が不意にこちらを振り向いた。華城先輩は自分の唇くちびるに指を当て、まっすぐ僕を見ていた。


    「それと、やっぱり少し不安だから、マーキングさせてもらうわね」


    　さっきまで華城先輩の唇に触れていた指先が、僕の唇にぎゅっと押しつけられる。


    「予約！」


    　そうして、僕のリアクションを遮断するように、華城先輩は思いっきり車のドアを閉めた。


    　同時に車が発進し、華城先輩の背中がどんどん小さくなっていく。


    「「「……」」」


    　西日の照らす車内になんだか妙な沈黙が満ち、早さ乙おと女め先輩だけがニヤニヤと笑っていた。


    「…………と、とにかく！」


    　華城先輩から託されたパンツを深くかぶる。


    　気恥ずかしくて気恥ずかしくて、無理やりにでも自分を奮い立たせなければやってられなかった。


    「ここに真性《ＳＯＸソツクス》の立ち上げを宣言する！　僕が……いや、俺おれが二代目《雪せつ原げんの青あお》だ！」


    「うーい、だぜ……」


    「おめでたデース……」


    「くっくっく、やはりお主ぬしらとおると退屈せぬのう」


    　メンバーの反応はなんだかもう酷ひどいもので、二代目就任だというのになんの盛り上がりもない。酷い。


    　でも、そのおかげでヤケクソになれたからだろうか。それとも華城先輩から託されたパンツの効果だろうか。


    



    「おちんぽおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    



    　ＰＭの監視から逃のがれたあとも、なんだかずっと口にすることをためらってきた禁止単語が、二代目《雪原の青》となった僕の口から、随分あっさりと飛びだした。


    　華城先輩と出会ってから一年。


    　僕はようやく、生まれたままの姿で華城先輩の隣に立てたのかもしれなかった。

  


  
    　あとがき


    



    　どうもお久しぶりです。赤あか城ぎです。


    　この十巻が皆様の手に届くころにはアニメの放送も最終回を迎えているはずですが、どうなのでしょう、無事に全話放送できたのでしょうか。赤城は親族からハブられたりしていないでしょうか。くしくも僕が脚本を担当した六話が放送されるのはちょうどお盆の時期、赤城の孤独なサ〇ーウォーズは一体いかなる結末を迎えるのか。親族の集まるイベントに本気で顔を出したくありません。ああ、赤城が一体なにをしたというのか。下ネタという概念がなければ神も仏もないのか。着実に増えていくアンナ先輩のエロ画像だけが心の癒いやしです。


    　とまあ、冗談はさておきですよ（親しん戚せきのくだりは冗談ですまないがな！）。


    　皆様観ましたか!?　アニメ下セカ！


    　ヤバイですよね！（いろんな意味で！）


    　正直ちょっとこちらがビビるほど丁てい寧ねいな作りになっておりまして、声優さんの熱演（意味深）、制作陣の素晴らしい悪ノリ等々により、とってもすごいことになっております。デビューが決まったときも思いましたが、運を使い果たして来年あたり死ぬのではないかと、気が気ではありません。


    　本当、周囲の人々と運に恵まれて生きております。


    　しかしその反動なのか、赤あか城ぎには浮いた話が微み塵じんもありません。どういうことだ。アニメ化したら中学のときの同級生（黒髪ロングの美少女）と結婚できるんじゃないのか。そもそも結婚どころか、この二年ほど、祖母や母、妹以外の異性とまともに会話した記憶がないぞ。コンビニの店員さんに「カードは作らなくても大丈夫です」と目も合わさずに言ったっきりじゃないか？　そもそもそれは会話なのか？　声優さんには基本的に「すみません」しか言ってないし……。


    　……い、いや大丈夫、五十年後には仮想現実の世界でハーレムがつくれるようになるらしいし……いまのうちにお金を貯めておけば未来は明るいはずなんだ……これからもお仕事がんばるぞい！


    



    　以下、謝辞です。　


    　担当の小こ山やま様。本編原稿はもちろんのこと、慣れない短編小説のネタ出しなど、毎度様々なところで大変お世話になっております。ありがとうの気持ちを原稿の下ネタにぶつけます。


    　イラストを担当してくださった霜しも月つき様。厳しいスケジュールの中、今回特に密度の濃いイラストをありがとうございました！


    　コミカライズを担当してくださっている柚ゆず木き′Ｎ様。ごちゃごちゃしている本編（特に現在の温泉回！）をわかりやすく丁寧にコミカライズしていただき、毎月ありがとうございます。


    　最初のほうでも触れましたが、アニメ下セカの制作に関わってくださった皆様方。下セカの放送禁止具合をさらに加速させ、なおかつ素晴らしい完成度で世に出していただき、本当にありがとうございました。幸せゲージがカンストしております。


    　そして今回も下セカ出版に携たずさわってくださった皆様方。本編もいよいよクライマックス、ここまできたら最後の最後まで、どうぞよろしくお願いいたします。


    



    　というわけで、頭の上がらない人を加速度的に増やしつつここまでやってきた『下ネタという概念が存在しない退屈な世界』もゴールが見えてまいりました。最後までお付き合いいただければ幸いです。


    　それではまた、十一巻でお会いしましょう！

  


  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    オナ〇の材料を求めてホームセンターと百円ショップを巡り歩いた二十四歳独身。右手の恋人とは別れ、現在は片栗粉と交際中。
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